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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　おーい、入るぞ。え？　声が大きい？　アメリアが起きるって？　ははは、すまんすまん。

　どれどれ、俺のお姫ひめ様さまは今日も可愛かわいい寝ね顔がおだなあ。ついでに、お姫様の隣となりにいる俺の奥さんも、相変わらず綺き麗れいだ！




　寝たのはさっきか。怖こわい話を聞いたからって……、ああ、そんな怖い話だったか？　俺がとある国の王家の墓を巡めぐった時の、血ち沸わき肉にく躍おどる冒ぼう険けん譚たんを話しただけなんだがなあ。

　もっと女の子が好きそうな話をしろって言われても、え？　王子様が出てくるお伽とぎ噺ばなし？　ダメだダメだ！　確かにアメリアはお姫様だが、王子様は俺で十分だろう？　他ほかの王子様なんて迎むかえに来ません！　来たとしても返り討うちだ！




　おいおい。絶対現れるんだから、とか予言するのやめてくれ。ん？　きっと情熱的な恋こいをする？　私がそうだから？

　はあ、分かってるよ。いつかアメリアもお嫁よめに行くってこと。

　アメリアの王子様はどんな奴やつかな。俺より頭がよくて顔がよくて、優やさしくて強くて、何よりアメリアを心から大事にできる奴だといいな。

　…………なんか想像してたら寂さびしくなってきた。よーし、今日はここで三人で寝るか！

　アメリアもいいよって言ってる。え？　寝てるだろって？　寝言で言ってたんだよ。俺は聞きました。




　なあ。ほら見ろよ。この健すこやかな寝顔。ずーっと眺ながめてたいよなあ。

　おやすみ、愛いとしい子。お前の夢は、父様が守ってやる。
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　夏の盛り、オルブライト伯はく爵しやく家の庭園は、一年の中で最も色いろ鮮あざやかに花が咲さき乱れる。

　ドレスのフリルのような形をしたスイートピーが、赤、ピンク、薄うす紫むらさき色いろのグラデーションを描えがきながら揺ゆれていて、傍そばでは大輪のダリアが純白に輝かがやいている。

　円形の池には、スイレンが水を弾はじいてきらめいており、黄色や白、ピンクの花はその造形美と相まってまるで池に浮うかぶ宝石のようだ。

　池から向かって右側にはローズガーデンがあり、芳かぐわしい香かおりと共に豪ごう華かな薔薇ばらが満開となっていた。そのローズガーデンの一角、一番奥まったところに、一人の少女がしゃがみ込んでいる。

　腰こしまである灰色の髪かみは太陽の光で銀色のようにも見え、絹糸のように光こう沢たくを放っていた。ドレスが汚よごれることも厭いとわずに膝ひざをついて、紫色の瞳ひとみで一心に目の前の薔薇の木の枝を観察している。時々、持っている小さな手帳に視線を移して、葉の状態などを書き記していた。

　──よし。今日も異常はなし、と。

　少女、アメリアはホッと息を吐はいて胸むねを撫なで下ろした。

　アメリアの目の前にあるのは、一見なんの変へん哲てつもない薔薇の枝木だった。しかし周囲で咲き誇ほこっている薔薇とは違ちがい、その細い枝には蕾つぼみがついていない。これは一ヶ月ほど前に接つぎ木をしたばかりの、特別な薔薇の木だった。

「おやおや。またここにいたのですか。昼食の用意が出来たと、スージーが呼んでいましたよ」

　穏おだやかな声がして振ふり向くと、ローズガーデンの入り口からひょいと老人が顔を出した。オルブライト伯爵家の庭師であるマーティンだ。庭園の雑草を刈かっていたのだろう、持っているバケツから草がはみ出ている。

「えっ、もうそんな時間ですか」

　アメリアは慌あわてて立ち上がった。庭にいるとつい時間を忘れてしまうのは昔からだが、今は気にかかっている薔薇の木のせいで、余計に庭に出ている時間が増えた。

　一ヶ月前、アメリアはある城のローズガーデンから、薔薇の枝を持ってきてこの庭で接ぎ木をした。持ってくる際に火傷やけどを負ったが、もうすっかり癒いえて痕あとも残っていない。まさに命いのち懸がけで必死になったのは、目の前の薔薇の木が、たくさんの人の人生を左右する重要なものだからだ。

　薔薇の枝木はアメリアが育てることになり、ローズガーデンの一番奥で守られるように生長を続けている。本来なら接ぎ木をして一ヶ月程度であれば、ようやく新芽が出る程度だ。しかし、目の前の薔薇の木は、接ぎ木した普ふ通つうの薔薇の三倍ほどの速度で生長している。このままいけば、もうすぐ蕾がつくはずだ。

　マーティンに促うながされて、アメリアは一人屋や敷しきへと戻もどった。

　伯爵家当主であるユージンに引き取られてもうすぐ三ヶ月近くが経たつ。最初はその屋敷の広さのおかげで迷子になっていたアメリアも、今は足取りも確かに屋敷の廊ろう下かを歩いている。

「アメリア様！」

　理由わけあって薄うす暗ぐらく設計された廊下の奥から、スージーが駆かけ寄ってきた。走る度たびに巻き毛が揺れて、大きな丸い瞳がとても可愛らしい女性だ。彼女はアメリア付きのメイドで、アメリアにとっては頼たよれる姉のような存在でもあった。

「昼食の時間までにはお戻りくださいねって言ったじゃないですか。今日はフランスから取り寄せた最新のドレスが届いたんです！　花の刺し繡しゆうが繊せん細さいで色鮮やかな一品で、是ぜ非ひ着てもらいたいと思っていたんですよ！」

　前のめりで力説するスージーに、アメリアは苦く笑しようしながら頷うなずく。庭いじりばかりでファッションに疎うといアメリアを着き飾かざらせるのが、スージーは大好きだった。

「今から着き替がえれば昼食の時間に間に合いますね。さあ、急ぎましょう！」

　スージーがアメリアを連れ立って歩き出す。時間になっても現れないアメリアに焦じれていた様子のスージーだが、決して庭にいるアメリアの下もとへ自ら出向くことはしない。正確には、できないのだ。

　太陽の光は、スージーの白く肌き理め細こまかな肌はだを焼いてしまう。スージーだけではない。庭師のマーティンや御ぎよ者しやなど外で仕事をする使用人を除いて、オルブライト家当主と屋敷で働く使用人の多くが、日が落ちてからでないと外へ出られない体だった。屋敷に窓が少なく薄暗いのも、太陽の光を極力入れないようにするためなのだ。

　なぜなら彼らは人間ではないから。彼らは、──吸きゆう血けつ鬼きだった。

　吸血鬼、という存在は、ひとつのお伽噺として人々に認にん識しきされている。物語の世界に住む、生き血を吸う夜の生き物。アメリアもずっと、そういう漠ばく然ぜんとしたイメージしか持っていなかった。しかしその存在は今やアメリアにとって最も身近なものとなった。

　母親が病死し、父親は行方ゆくえ不明となっていたアメリアは、養子先のバーンズ家で過ごしていた。そこに現れたのがオルブライト伯爵家当主ユージンで、彼はアメリアを自身の屋敷へと連れて来た。理由はアメリアが、吸血鬼を人間に戻す秘薬を作ることのできる、ワーズワース家の血筋の者だったからだ。

　アメリア達は、母親から伝えられた歌に秘薬の材料と調合が隠かくされていることを解明した。そして実はワーズワース家について調べていた父親ロイドに導かれて、ワーズワース家の城へ向かったのだ。城のローズガーデンで銀色の薔薇を見つけ、最後の材料は整ったかに見えた。

　しかし、そこでディオンという吸血鬼に邪じや魔まをされ、銀の薔薇は燃やされてしまった。アメリアは火の中に飛び込んで、なんとか薔薇の枝を一本守った。その薔薇の枝こそが、今オルブライト家に植えられている接ぎ木をされた薔薇なのだ。

「薔薇の木は、しっかり育っているみたいです。葉も先々まで瑞みず々みずしいし、虫もついていない。後は蕾が芽め吹ぶくのを待つだけだと思います」

　スージーに声をかけると、心からの笑えみがもらえた。

「それは良かったです。ああ、咲くのが本当に楽しみだわ！」

　今やワーズワースの薔薇は、オルブライト家すべての人々の希望だった。










　自身の部屋に行くと、アメリアはすぐに視線をベッドの横に置かれた小さな机へと向けた。置き時計や、読みかけの本を置くために使っているのだが、今日はそこに花が飾かざられている。

　白い花弁だが、花の中心に進むにつれて薄紫から濃こい紫へと濃のう淡たんが変わっていく。ペチュニアだわ、とアメリアは瞬しゆん時じに花の名を呟つぶやいた。

「ユージン様からの贈おくり物です」

　アメリアが花に視線を釘くぎ付づけにするのを見て、スージーが微笑ほほえむ。ドレスを着るのを手伝いながら、「この前はベルガモットでしたっけ？」と首を傾かしげた。

「うん……」

　薄うつすらと頰ほおが赤くなっていくのを感じる。

「一ヶ月前からずっと、欠かさず贈り続けていますね」

　ユージンが、アメリアに最初に花を贈ってくれたのは、ワーズワースの城から戻って療りよう養ようしていた時だ。アスチルベという可愛かわいらしい白い花で、オルブライト家の庭園にはない。つまりユージンは、市場でわざわざ花を買ってきてくれたのだ。

　きっとお見み舞まいの意味があって、それ以上でもそれ以下でもない。そう考えながらも、アスチルベを買った時のユージンの様子を教えてくれたスージーの言葉が、アメリアの心を揺ゆるがした。

　ユージンは、アスチルベの花を買う前に、花言葉を調べていたという。アメリアは以前、ユージンにカンパニュラの花を贈ったことがあった。わざわざ花言葉から花を選んで贈ったのだ。

　──もしかして、伯はく爵しやくなりの意い趣しゆ返がえしなのかもしれない。いや、そもそも意味なんてないのかも。偶ぐう然ぜん市場でアスチルベを見て、綺き麗れいだから買ったとか……。

　アメリアの心はぐらぐらと揺れて、誰だれに聞かせるでもない言い訳を考えたりと大いに惑まどった。自分がユージンをなんとも思っていなければ、ここまで動どう揺ようしたりはしなかっただろう。だが、アメリアはユージンに恋こいをしていた。自覚したばかりで、彼のどんな言葉も些さ細さいな仕草も気になってしまう。だからこそ、すぐには調べられなかった。

　その夜のことは、今でもアメリアの脳のう裏りにはっきりと甦よみがえってくる。ベッドに座って深呼吸し、どんな花言葉が目に飛び込んでも動揺しないよう、覚かく悟ごを決めて花言葉の辞典を開いた。だが意味を知った途と端たん、早々にベッドに突つっ伏ぷすことになってしまった。

　アスチルベの花言葉は、『恋の訪おとずれ』。

　──どういう意味？

　頭の中はその疑問だけでいっぱいになった。誰の恋が訪れたというのか。まさか自分の彼への恋心がばれたのだろうか。いや、もしかして万が一、きっと絶対ないが億が一、伯爵が、私を……。

　そこまで考えて、アメリアはベッドにもぐり込んだ。自分がひどく傲ごう慢まんで勘かん違ちがいしている人間になった気がした。

　ユージンに出会うまで、アメリアの世界は養子先のバーンズ家での人間関係で閉じられていた。しかも、家族愛など生まれそうもないほど周囲に疎まれていたのだ。友人もいなかった。ましてや恋人など、遥はるか遠い世界の話だったのだ。どう考えたらいいか、どう進めばいいのかまるで分からない。

　──落ち着かなきゃ。伯爵が花言葉なんて込めてないかもしれないんだから。

　アメリアは必死に動揺を押し込めようとした。しかし、そんなアメリアの気も知らず、それからユージンはアメリアに花を贈るようになった。直接手て渡わたされることもあれば、こうしてスージーに言こと伝づてを頼たのみ、部屋に飾られていることもある。

　花を贈られる度、アメリアは花言葉を調べたいという欲求と戦うはめになった。しかし、いつも恐おそろしさの方が僅わずかに勝まさって、調べないままになっている。一度花言葉を知ってしまったからこそ、これ以上舞まい上がって期待しそうになる自分が嫌いやだと思った。

　結局アメリアが調べたのは、アスチルベの花言葉だけだった。










　新しいドレスに着替えてダイニングルームへ向かうと、この屋敷の主あるじがすでに着席していた。

「どうやら君の関心事はすべて庭に集中しているようだ。いつまでも庭園で過ごしかねない」

　紅茶を飲みながらさらりと視線を合わせられた。それだけでもう、心臓を摑つかまれたような気分になる。

　伯爵家の当主、ユージン・オルブライト。彼の青い瞳ひとみは、吸い込まれそうな深い湖面の色だ。短く切り揃そろえられた黒くろ髪かみは品よくまとまっており、なにより整った容よう貌ぼうは計算されたかのように美しくて、見る者を魅み了りようせずにはいられない。

「放ほうっておいたら、いつか庭に咲さく花のひとつになってしまうんじゃないか？」

　楽しそうに揶や揄ゆされる言葉に、カッと頰が熱くなる。ユージンはよく、アメリアを花に喩たとえる。

「私は花ではないので、ご心配は無用です」

「ああ。確かに君は花じゃない。毎日三度食事を取らなければならない人間だ」

　遠回しに、食事を疎おろそかにしようとするアメリアを責めているのが分かった。彼はアメリアが食事を抜ぬくのを殊こと更さらに嫌きらう。その理由を知っているアメリアは、神しん妙みように頭を下げた。

「あの。伯爵の言うとおりです。申し訳ありませんでした」

「……座ってくれ、アメリア。君を落ち込ませたいわけではないよ」

　苦く笑ったユージンは、どうやらこれ以上咎とがめるのはやめにしたらしい。アメリアが着席すると、絶ぜつ妙みようなタイミングで目の前のカップに紅茶が注がれた。

「ありがとうございます、グレンさん」

　紅茶のポットを持ったグレンに声をかけると、折り目正しい会え釈しやくを貰もらった。オルブライト家の執しつ事じであるグレンは、無む駄だのない動きで所作のすべてが洗練されている。よく目配りのきく、まさに執事の鑑かがみのような人物だ。

「薔薇ばらの様子を見に行っていたのですか？」

　グレンの言葉に頷うなずくと、今度はユージンの横に従っていた青年が声を上げた。

「順調そうですよね！　俺も夜に庭に出て見て来ました。早く薔薇が咲かないかなあ」

　うっとりと目じりを下げるのは、ユージンの従者であるテッドだった。明るく物もの怖おじしない性格の彼は、オルブライト家のムードメーカーでもある。

　和なごやかな雰ふん囲い気きの食事が終わり、アメリアはユージンに向き直った。

「あの、伯爵。お花をありがとうございます。さっき部屋に飾ってあるのを見ました。すごく綺麗ですね」

　花言葉を調べられず、どうしていいか分からなくなっているアメリアだったが、ユージンが花を贈ってくれた事実まで見ない振ふりをするつもりはもちろんない。どんな理由であれ、花を贈ってくれたことはとても嬉うれしいのだ。感謝の気持ちは、惜おしまずに伝えたいと思う。

「花の名は分かるかい？」

　ユージンは小さく首を傾げるようにして促うながした。

「はい。ペチュニアですよね」

「うん、知っていればいいんだ」

　意味ありげに微笑まれる。どういう意味ですか？　と聞きたいが、聞けない。それなのに、心臓だけは踊おどるように激しく動いている。ああもう、とアメリアは自分の胸むな元もとに手をやった。

　──静まって、私の心臓！

「きょ、今日は私も、伯爵の執しつ務む室に花を飾ってもいいですか？」

「もちろん」

　ユージンがアメリアに花を贈るより前から、アメリアは彼の執務室に花を飾っていた。昼に庭園で花を見ることのできない屋や敷しきの人々のために、屋内の所々に花を活いけているのだ。

[image: ]

　アメリアは彼の部屋に飾る花に、いつも花言葉を込めていた。

　今日の花は、黄色のガーベラにしようと決めている。ガーベラには黄色の他ほかにも赤や白など他の色も存在するが、アメリアが贈りたいのは黄色だった。花言葉は、花の色によっても違ちがうからだ。

　黄色のガーベラの花言葉は、『優やさしさ』。いつもユージンがくれる、真っ直すぐだったり気付かないほどさりげなく与あたえられる優しさに、感謝を込めた意味がある。更さらに黄色のガーベラには『日光』という意味もあるので、早く太陽の下を歩けるように、という祈いのりも込めた。

　ユージンが花言葉を調べなくても構わない。明るい色のガーベラは見るだけで人を陽気にさせる力があった。少しでも楽しい気持ちになってくれれば、贈った甲か斐いがある。

「どんな花だろう。楽しみだ」

　ユージンが目を細めた。心からそう言ってくれているのが分かるので、アメリアも自然と笑え顔がおになる。俄が然ぜんやる気が湧わいてきた。

「じゃあ屋敷に飾かざる花も含ふくめて、さっそく用意してきますね」

「待ちなさい」

　庭園に行こうとするとユージンに止められて、アメリアはきょとんとした。目の前の皿も空にして、食事も終えてある。引き止められる理由はないはずだ。

　困こん惑わくするアメリアの表情を読み取って、ユージンは彼にしては珍めずらしい、拗すねたような顔を作った。

「君はいつでもどこでも、花と庭園のことばかりだ。その頭の片かた隅すみにでも、私の居場所はあるのだろうか？」

「え？」

「花に嫉しつ妬としている、と言わせたい？」

「あ、あの？」

「屋敷を花で飾るのは後でいい。これから私とお茶を共にしてくれないか」

「そういうことでしたら、すぐにご用意を」

　グレンが心得たようにダイニングルームから出て行く。あたふたとグレンの背中とユージンの顔を見返していると、スージーが近付いてきて、こっそりと耳打ちした。

「最近暑い日が続いているでしょう？　アメリア様ったら長時間、水分も取らずに庭園にいらっしゃるから、倒たおれたりしないか心配なんですよ、ユージン様は」

　新聞を眺ながめているユージンを盗ぬすみ見た後、アメリアは赤くなって俯うつむいた。

　いつもからかうような言葉を言ってアメリアをどぎまぎさせるが、そこには彼の優しさが隠かくされている。心が春の日差しに照らされたようにポカポカ暖かくなった。

　そういえば黄色のガーベラには、『暖かさ』という花言葉もあることを思い出した。

　──やっぱり私、この人に黄色のガーベラを贈おくりたいわ。今すぐ。

　人の心に容積があるなら、アメリアの心は今、ユージンへの思いでいっぱいだ。花に嫉妬するなどと冗じよう談だんでユージンは言うが、本当にそれは冗談にもならない。アメリアがいつだって心を揺ゆらしてしまうのは、彼だけなのだから。

　好きという気持ちが溢あふれて行き場がない。だからアメリアはユージンに花を贈る。ではユージンはどうして、アメリアに花を贈るのか。

　怖こわくて聞けない。だがもしアメリアが勇気を持って問いかけたら、彼は答えてくれるのだろうか。
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　ロンドンの夜の街は、今日も闇やみと霧きりで幾いく重えにも包まれている。

　王立取引所やイングランド銀行が建つ周囲は、昼ともなれば商人や金きん融ゆう関係の役人が行き交かうが、深夜の今は静かで人の姿も見当たらない。

　が、そんな静せい寂じやくを破るように、複数の足音が忙せわしなく聞こえてきた。霧のベールから姿を現したのは五人の男達で、皆みな同じ制服を身につけ、特とく徴ちよう的な背の高い帽ぼう子しを被かぶっている。彼らはロンドンの犯罪を取り締しまる、スコットランド・ヤードの巡じゆん査さ達だった。

「こっちです！」

　先頭を駆かけていた男性がそう言い、メインストリートから脇わき道みちに逸それたところで足を止めた。五人の中で一番年とし嵩かさの男性が、案内してきた男性を押しのけ、目の前に広がった光景に顔を顰しかめた。

　一人の壮そう年ねんの男性が、道みち端ばたに倒れている。着ている服装から見ても中流階級以上の身分だろう、倒れた横には帽子と杖つえが転がっていた。

　最年長の巡査が倒れた男性の前で膝ひざを折った。男性の首元をゆっくりと晒さらすと、後ろで立ち尽つくす四人の巡査達が一様に息を吞のむ。

「ま、また、嚙かみ痕あと……」

　後ろから聞こえてきた震ふるえる声に、首元を調べていた巡査が立ち上がった。

「警部にすぐにお知らせしろ。──六人目の被ひ害がい者しやだ」

　慌あわてて立ち去る若い巡査の足音を聞きながら、最年長の巡査は無意識に小さく十字を切っていた。死者に対して鎮ちん魂こんを捧ささげる意味もあったが、それだけではなかった。目の前の遺体に漂ただよう禍まが々まがしさに、恐おそろしくなったのだ。神の加護に縋すがりたくなる自分がいる。

　ロンドンでは今、不気味な殺人事件が多発していた。被害者も場所も脈みやく絡らくがなく、貴族もあれば、靴くつ職人もあり様々だ。性別も年ねん齢れいも関係なく、まさに無差別といっていい。

　そしてこの事件の一番異様な点は、遺体の首筋に嚙み痕があることだった。嚙み痕以外は致ち命めい傷しようになるような傷きず跡あとは一いつ切さいない。解かい剖ぼうに回った遺体を調べると、死因は失血死で、体中の血液が抜ぬかれているのが分かった。事件を調べているスコットランド・ヤードも解剖医も、その事実に背筋が凍こおった。

　──人のできる所業ではない……。

　では誰だれが？　いや、一体何物が、こんなことをできるのか？

　脳のう裏りに浮うかんだある化け物の存在に、巡査は首を横に振る。馬ば鹿からしい、あれは物語の世界だけの存在だ、と言い聞かせる。しかし、どうしても不安が消えない。

　気付くと、ちらほらと野次馬が巡査達の周りに集まっていた。倒れた男性を見て、人々の目が驚きよう愕がくに見開かれる。まただ、と誰かの声が囁ささやく。ここまで事件が続けば、もはや箝かん口こう令れいなど意味をなさない。

　恐きよう怖ふがゆっくりと、ロンドンの人々の心を覆おおっていくのを巡査は感じた。霧のように深く、立ち込めていて先が見えない。

　何者かの射い貫ぬくような視線を感じて、巡査ははっと周囲を見回した。しかし、いるのは恐怖で顔を引き攣つらせた野次馬ばかりだ。

　巡査は息をひとつ吐はくと、残りの巡査に、遺体を運ぶよう指示を飛ばした。










「ねえ、今度の食事はあの巡査にしようか。だが愚ぐ鈍どんでもなさそうだし、仲間にしてもいいかもしれないね」

　穏おだやかな声を紡つむぐのは、冷たいガラスを思い起こさせるような繊せん細さいな美しさを持つ青年だった。エメラルドのように輝かがやく緑色の瞳ひとみは、スコットランド・ヤードの巡査達が運び出そうとしている布に包まれた遺体を楽しそうに眺めている。

　振ふり返って答えを求めると、青年の後ろには従者の男が影かげのように控ひかえていた。従者は小さく頭を下げた。

「ディオン様のご命令であれば、いかようにも致いたしますが」

「つまらないねお前は。どちらがいいかを聞いているんだよ」

「年嵩の年齢の血は美味とは言い難がたいです」

　従者の淡たん々たんとした声に、青年、ディオンはくっ、と喉のどを鳴らして笑った。

「そういえば先ほども、お前は少ししか食事をしなかったね。てっきり他の仲間への慈じ愛あいの心で譲ゆずったのだと思ったが、違ちがったようだ」

　ディオンは一時間ほど前の光景を思い浮かべていた。一人夜道を歩いていた男を背後から襲おそい、六人ほどの吸きゆう血けつ鬼き達で食事をした。確かに一度牙きばを立てた従者は、すぐに食事をやめてしまっていた。

「我々に慈愛などないのでは？」

　首を傾かしげる従者の言葉に満足して、ディオンはもう一度巡査達の方に向き直った。巡査達は己おのれの職務を全まつとうすべく険しい表情をしているが、恐怖は隠しきれていない。野次馬達はもはや恐ろしさを隠そうともしていない様子だ。

　人間達はこれからどうするだろう？　とディオンは考える。弱く愚おろかで、下等な生き物が人間だ。吸血鬼の糧かてになるしかないというのに、まだ自分達は生物界の頂点にいると勘かん違ちがいしている。

　──そんな思い違いも、今に終わる。

　忌いま忌ましいワーズワースの秘薬の完成は阻そ止しすることができた。銀の薔薇ばらはすべて燃え、さしあたっての脅きよう威いはない。これを好機と捉とらえたディオンは、仲間を一気に増やすべく暗あん躍やくしていた。人をさらっては血を飲ませ、吸血鬼として迎むかえ入れる。

　同時に、食事用だけに選ばれた人間の遺体はこれみよがしに道端に放置していた。

「ディオン様。ワーズワースの癒いやし子は殺さなくてよろしいのですか？」

「アメリアかい？　そうだね、生きていられるのも今のうちだ。せいぜいユージンと楽しく過ごしたらいい。……ああ、ほら。これが慈愛の心ってやつじゃないかい？　どうやら私にも少しは残っていたらしいよ」

　従者の疑問に、ディオンは笑いながら答えた。

　秘薬を作れる唯ゆい一いつの娘むすめが生きているのは確かに業ごう腹はらだが、その問題もいずれ解消される。
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　──さあ、下等な人間ども。私の手のひらで踊おどっておくれ。

　ディオンは美しい微笑ほほえみを閃ひらめかせた後、従者と共に霧の中へと姿を消した。
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　その日の朝もアメリアは、すでに日課となった薔薇の木を見るためにローズガーデンに向かっていた。

「あっ」

　薔薇の木の前に立ったアメリアは一言そう零こぼした後、驚おどろきに目を見張った。

　最近は天気が良いせいもあってか、枝はしなやかに伸のびて、太陽光を取り入れようと葉もびっしりと広がっている。順調な生長を喜んでいたのだが、今日は昨日とは違う点がある。

「蕾つぼみが出てる……」

　枝に、丸みを帯びた蕾がいくつも付いていた。今はまだ小さくて固く閉とざされているが、やがて蕾がふっくらと膨ふくらんで花を咲さかせるだろう。

　花が咲けば、秘薬が作れる。そう思った途と端たん、じっとしていられなくなった。

「──伯はく爵しやくっ！」

　気付けばレディにあるまじき行ぎよう儀ぎの悪さで、アメリアは屋や敷しきに駆け込んで大声でユージンを呼んでいた。

　書しよ斎さいで仕事をしていたユージンは、何事かと目を丸くしている。

「どうしたんだアメリア……」

「伯爵！　薔薇の蕾が出ました！　きっともうすぐ花が咲きます！」

「蕾が？」

「来てください！　今！　見て確かめてください！」

　この嬉うれしさを一いつ緒しよに分かち合いたい。そのまま腕うでを引っ張って書斎から出そうとするアメリアを、ユージンは苦く笑いながらやんわりと押し留とどめた。

「落ち着きなさい。アメリア、私は外に出られない」

「あ」

　動どう揺ようしてすっかり忘れていたが、今はまだ朝だった。固まるアメリアの頰ほおを、さらりとユージンの指が撫なでる。

「君がこういう冗じよう談だんを言わないことは分かっている。蕾が出たんだね？」

「は、はい」

「分かった、教えてくれてありがとう。日が落ちたら私も見に行こう。だからとりあえず、息を整えるんだ」

　ユージンはそう言いながら開けっ放しになった扉とびらに視線を向けた。見るとグレンが立っている。

「グレン、そういうことだ。彼女に水を持ってきてくれ」

「かしこまりました」

　会え釈しやくをして踵きびすを返すグレンの頰が心なしか紅潮している。喜んでいるのだと分かって、アメリアはようやくじわじわと蕾が出た事実が頭に染しみてきた。

　ユージンに促うながされて、書斎のソファに腰こし掛かける。運んできてもらった水を飲んで、心を落ち着かせた。

「接つぎ木をしてから一ヶ月とちょっとで蕾が出るとは、ものすごい急生長だな」

　ユージンが記き憶おくを辿たどるように視線を彷徨さまよわせ、やがて笑った。

「未知の薔薇だし、こうなったら明日花が咲いていても驚かないよ」

　冗談めかしたユージンの言葉に、アメリアも頷うなずいた。蕾が出たことはグレンによってすぐに屋敷中に知られ、明るい雰ふん囲い気きで溢あふれている。

　もうすぐだ、という思いが皆みなの胸の中にも芽生えたのが分かる。

　もう夜に庭を見る必要もなくなる。太陽に怯おびえずに外へ出て、血を飲まなくてもいい生活が過ごせる。あの、銀の薔薇さえ咲けば──。










「蕾が出たんだって？」

　ノックもなしに執しつ務む室に入ってきた男を見て、書き仕事をしていたユージンは眉まゆを顰ひそめた。

　浅黒い肌はだに引き締しまった体たい軀くは、四十を過ぎた年ねん齢れいから考えるとよく鍛きたえられている。目じりに少しだけアメリアの面おも影かげを感じさせる、彼女の父親であるロイドだ。

「入室を許可した覚えはないんだが？」

　冷たく言ってやるが、ロイドは全く気にした様子も見せずにソファにどんと腰こしを落とした。まるで自分こそがこの屋敷の主人のような、堂々とした振る舞まいだ。

「ケチケチすんなって。俺とお前の仲だろ」

「そうだったな、お義父とうさん」

「お義父さんって呼ぶな！　んなもん許可した覚えはないぞ！　アメリアはやらん！」

　すかさず怒ど鳴なり返してきたロイドに溜ため息いきを吐きながら、「冗談だ」と一応訂てい正せいしておく。基本的には懐ふところも広く大らかな男だが、自分の娘のこととなると驚くほど狭きよう量りようになるのだ。

「で？　街はどんな様子だった」

　話を振ふると、ロイドもすぐに表情を改めた。その険しい顔を見ると、芳かんばしい状態ではないのだろう。

「どうもこうも、皆ビクビク暮らしてるって印象だな。夜に街を歩く人が少なくなったのはお前も知ってるだろう？　皆、殺さつ人じん鬼きに怯えてる」

　ロンドンでは今、連続殺人事件が横行していた。連続と断定されているのは、残された遺体に嚙かみ痕あとがあり、全員が血を抜ぬかれて死んでいたからだ。

「ディオンとかいう吸血鬼至上主義者の奴やつらの仕し業わざか？」

「断定はできない。だが、吸血鬼の仕業であることは確かだ。私も一度、野次馬に交ざって遺体を見たから間ま違ちがいない」

　ユージンは、ロイドに街の様子を探さぐってもらっていた。ユージン自身も連日夜にテッドを連れて調べてはいるが、今は街で夜に出歩くものは少ない。人々から話を聞くにしても、昼に動ける人物が必要だった。そこで、ロイドに頼たのんだのだ。

　ロイド自身も吸血鬼の中では有名人で顔が知れているため、変装し、くれぐれも身元がばれないようにと言い含ふくめていた。

「まるで吸血鬼の仕業です、って言ってるようなもんだぜ。街の人達も、吸血鬼なんて架か空くうの生き物だって思っていながらも、まさかって不安がってる。──見ろよ、これ」

　ロイドが机に新聞を放ほうり投げた。紙の質も悪い、いわゆる低級紙の類たぐいだ。『世紀末に現れた吸血鬼！』と文字が躍おどっている。

「『ロンドンの紳しん士し淑しゆく女じよの皆みな様さま、出歩くのは太陽のある昼の間に。にんにくと十じゆう字じ架かの用意をお忘れなく！』だとよ。ったくふざけやがって」

「……確かにふざけてはいるが、出歩くのは太陽のある昼間にしろ、とあるのは間違っていない。注意喚かん起きにはなるだろう。あいにく、にんにくも十字架も効かないが、太陽には弱い」

　事実を淡たん々たんと述べると、なぜかロイドが更さらに不ふ機き嫌げんそうな顔になった。

「注意喚起なんて本気で考えてねーよ、この記事を書いた奴らは！　人が恐こわがるのを煽あおってるだけだ」

「なぜお前が怒おこるんだ」

　ユージンが苦く笑しようすると、ロイドは苛いら立だったように頭を搔かいた。

「とにかく！　街は嫌いやな雰囲気一色だ。頼むから、もうアメリアを夜に一人で屋敷から出すようなことはしないでくれよ」

　ユージンは「分かっている」と頷いた。ロイドには、アメリアを屋敷に引き取ってからのすべてを話してある。一度、アメリアが屋敷から出て吸血鬼に襲おそわれかけたことがあった。それを言っているのだろう。

「……まあ、アメリアを十年放っておいた俺が言う資格なんてないかもしれないが」

　ふとロイドが弱気な顔を見せた。ロイドがアメリアと十年間音信不通だったことは、彼がひとりの父親として一生背負う罪のようなものだ。それはきっと当の本人であるアメリアが許したところで、変わらない。

　やむを得ない事情だったとユージンも承知している。アメリアのために、ロイドは一いつ切さいの接せつ触しよくを絶った。それくらいしなければ、ロイドやワーズワースの生き残りを捜さがす吸血鬼達の追っ手から逃のがれることはできなかったのだ。バーンズ家に預ける前に、もっと養子先について調べればよかったのかもしれないが、その時間は与あたえられなかった。ロイドの傍そばにアメリアがいる一分一秒が、アメリアの命を脅おびやかしているのも同然だった。

　だがロイドは、ユージンにも頼たよることをしなかった。吸血鬼しかいないユージンの所に、幼いアメリアを預けることはできなかったのが理由のひとつ。そしてもうひとつは──。

「お前がアメリアをバーンズ家にやったのは、普ふ通つうの女性としての当たり前の生活を与えてやりたかったからだろう？」

　ユージンの静かな言葉に、ロイドがはっとした表情を見せる。その驚おどろいた顔が、ユージンの指し摘てきが正しいのだと教えてくれる。

　ワーズワース家の生き残りという、特とく殊しゆな境きよう遇ぐうのアメリア。吸血鬼に命を狙ねらわれ続け、平へい穏おんとは無む縁えんだ。いつかは決着をつけなければいけないにしても、ロイドは吸血鬼達の目を自分に向けさせ、ワーズワースの秘密を探っている僅わずかな間だけでも、アメリアに普通の生活を享きよう受じゆさせたかったのだろう。

「残念ながら、バーンズ家はそれを叶かなえるような家ではなかったが」

　アメリアと会ったバーンズ家での思い出が甦よみがえると、自然と険しい表情になってしまう。そしてアメリア自身もきっと、平穏で普通の生活よりも、危険でもいいから、たった一人の家族である父親と過ごす生活を求めていたはずだった。

「返す言葉もない」

　すっかりしょげかえってしまったロイドに、ユージンは少しだけ口調を和らげた。

「過ぎてしまったことはどうしようもない。これから、どうするかだろう？　大だい丈じよう夫ぶだ。アメリアもお前の気持ちは感じ取っている。『父様の愛が重い』ってうんざりした顔をしてたよ」

「おい……」

　じっとりした目で睨にらまれても怖こわくもなんともない。ユージンが肩かたを竦すくめてみせると、ロイドは少し気が晴れた表情で話題を変えた。

「で？　そっちは調子良さそうじゃないか。蕾つぼみが出たってアメリアから聞いたぞ」

「ああ。まだ安心はできないが」

「相変わらず慎しん重ちようだね、お前は。もっと屋や敷しきの奴らと同じで喜べばいいのに」

　苦笑するロイドに、ユージンも小さく笑った。

「アメリアが命懸けで持ってきた薔薇ばらの木だ。もちろん咲さいてほしいと思っている。だがそれでも色々考えてしまうのは、もう習い性みたいなものなんだ」

　没ぼつ落らくしたオルブライト伯はく爵しやく家を建て直し、吸血鬼仲間を導いてきた。その間、百年以上の時を過ごしている。希望も絶望も裏切りも孤こ独どくも、嫌というほどこの身に受けてきた。すべて終わって解決するまでは、安あん堵どで息を抜くことはできない。そう言い聞かせて生きてきた。

　だから自分自身の未来を考えるのは、すべての仲間が人間になった時だ。それまでは仲間の為ために頑がん張ばろうと、ずっと思ってきた。

　ユージンがアメリアに花を贈おくるのは、今は言えない思いを少しでも伝えたいからに他ほかならない。言えない言葉を花言葉にのせて、贈る。

　アメリアが、自分の贈った花の花言葉を調べていないのはなんとなく察していた。それでいい、とユージンは思う。自分も口に出して伝えていないのだ、彼女に一方的にすべて委ゆだねて、知ってほしいと強制したいわけではない。

　ユージンは今まで、なにかに託たくしてまで思いを伝えたいと感じたことはなかった。言いたいことと言えないことをはっきりと分けて、言うべきではないと判断すれば絶対に口にしない。

　しかしアメリアを前にすると、どうしても感情の抑おさえがきかない。不確かなことをしていると分かっていても、花を贈って喜ぶ顔を見れば、何度だってその顔を見たいと願ってしまう。

　視界の先に、数日前に飾かざってもらったガーベラの花が見えた。黄色いガーベラの花言葉を、ユージンは調べた。『優やさしさ』『暖かさ』『日光』。どんな思いで、彼女はこの花を選んだんだろうか。

　──いつか、尋たずねてみたい。

　すべてが終わったら、聞いてみたい。恥はずかしがるアメリアの口を開かせるのは楽しそうだ。だが、その時口を開くのは彼女だけではない。自分もそうだ。自らの口で、彼女に贈った花言葉をひとつひとつ、声に出して告げられたら。

　それはとても幸せな未来だなと、ユージンはガーベラをそっと撫なでながら思った。

「おいユージン。急に黙だまり込んで、何を考えてるんだよ？」

　訝いぶかしげなロイドの声が背中にかかって、ユージンは笑って答えた。

「花のことを」

「花？　ああ、銀の薔薇のことか」

「いいや。もっと美しくて得え難がたい花の話だ。摘つみ取って自分のものにしたい気もするが、もう少しだけ傍でその可か憐れんさを眺ながめていたい気もする」

「……ちょっと待て。なんだろうか、ものすごく嫌な予感がするんだが。それ、何かを比ひ喩ゆしてるわけじゃないよな？」

「鋭するどいな。さすが娘むすめのこととなると、猟りよう犬けん並みに鼻が利きく」

「おいこら！　やっぱりアメリアのことか！」

「冗じよう談だんだ」

「お前の冗談は全く笑えないんだよ！」

　執しつ務む室にロイドの罵ば声せいが響ひびいた。
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　順調な日々だった。そうアメリアは信じて疑わなかった。しかしそれが間ま違ちがいだったと覆くつがえったのは、蕾が出た翌朝のことだった。

　アメリアはいつものようにローズガーデンに行き、銀の薔薇の枝木の前に立った。しかし、目の前に現れた惨さん状じように言葉を失なくす。

「……どうして？」

　疑問がぽろりと言葉となって零こぼれ落ちる。昨日まで瑞みず々みずしく緑に繁しげっていた葉は、かろうじて枝に繫つながっているかのように力なく萎しぼんでいた。枝は瘦やせ衰おとろえ、根本も細くぐらついている。

　なによりアメリアを震しん撼かんさせたのは、葉先が黄色く変色していることだった。

「……枯かれ始めてる？」

　自分の言葉にぞっとする。しかし目の前の現実は、容よう赦しやなくアメリアに薔薇の木の変へん貌ぼうを突つきつけていた。

　──昨日はあんなに瑞々しかったのに。一晩でここまで衰えるなんて。

　どうして。原因は？　心の中で問いかけ、だが自分がその答えを持っていないことに唇くちびるを嚙かみしめた。

　──原因が分からない。種類だって知らない。どういう薔薇なのか、どんな育て方がいいのか悪いのか、分からない。

　アメリアは毎日、銀の薔薇の木を観察し記録を付けていた。それによって分かったことは、普通の薔薇と見た目も生育過程も同じだということだ。

　確かに急激な速度で蕾が出たのは普通ではないが、それ以外は他の薔薇と変わりない。それゆえ普通の薔薇と同じように育ててきただけだ。

　しかしこうして枯れてしまいそうな薔薇の木を目にした今、アメリアは対策のひとつさえ立てられない。

　だが手をこまねいている場合ではないだろう。目の前の薔薇の木は、このまま放ほうっておけば枯れてしまう。

　アメリアはまず、庭にいたマーティンを呼んで薔薇の枝木の現状を見せた。銀の薔薇の世話はアメリアがすべて一人でやっていたが、マーティンにも協力を仰あおぐ。

　二人は一いつ緒しよに屋敷へと戻もどった。そしてすぐにダイニングルームにいたユージンに事情を話した。傍にはグレン、テッド、スージーや他の屋敷の人達、そしてロイドの姿もある。

　ユージンは表情こそ変えなかったがなにか考え込むように黙り、話を聞いていた他の使用人達は一様に顔が青ざめて不安げな様子だ。ずっと希望を持っていたからこそ、落らく胆たんや不安に思う気持ちが強いのだろう。

　アメリアは内心で自分を叱しつ咤たした。

　──一番不安なのは、伯爵や屋敷の人達なんだから。私まで不安な顔してどうするの。しっかりしないと……。

「一番の問題は、薔薇の木が枯れ始めている理由が分からないことだな。マーティン、病気や虫が付いていて、そのせいで枯れているということはないんだな？」

　ユージンが声を上げると、マーティンが思案げに髭ひげを撫でながら言う。

「病気の可能性は捨てきれませんが、私が見た限り、枯れている以外なにかの病気の兆候は見当たりません。そもそもこの薔薇はどういう原種からきているのでしょう？　情報がなさすぎますよ。これではお手上げです」

　マーティンにはっきりと言われて、ユージンは苦く笑しようする。

「ある城から貰もらってきた薔薇の木でね、我々も分からないことが多すぎるんだ。──マーティン、お前は庭師の伝手つてを使って、他の庭師や園芸業者、種業者に問い合わせて、似たような薔薇や、症しよう例れいを調べてみてくれないか」

「分かりました。やってみましょう」

　マーティンは頷うなずき、さっそく知り合いに声をかけてみるとダイニングルームから出て行った。

　ユージンはロイドや屋や敷しきの人達を見回し、小さく笑えみを作る。

「薔薇が全ぜん滅めつしたわけじゃないだろう。まだ遅おそくない。もう一度、薔薇とワーズワース家のことを調べ直すんだ」

　パン、と手を叩たたいて皆みなに行動を促うながす。沈しずんだ空気が少し浮ふ上じようするのが分かって、使用人達が動き出した。

　アメリアはユージンに駆かけ寄る。

「あの、私もなにか手伝いたいです」

「君は銀の薔薇ばらの木を見ていてくれ」

　アメリアはもどかしげに首を横に振ふった。

「それは当たり前のことですから！　お願いです、なにかしたいんです」

　ユージンはアメリアの苦しそうな顔を見て少し考えると、「ではマーティンを手伝ってくれるか？」と言った。

　アメリアは頷いて、マーティンを追いかけるようにダイニングルームを出た。










　翌日から、アメリアは薔薇の様子を見ながら、マーティンの助手のような仕事をしていた。しかし、すぐにもどかしさを嚙みしめることになる。実際動き回るのはマーティンで、アメリアが手伝えることなど僅わずかなものなのだ。

　マーティンの方も、芳かんばしい情報は上がってきていないようだった。そんな時、マーティンがある提案をしてきた。

「私の伝手にも限界はあります。一番いいのは、品評会などに出かけることでしょう。そこにはたくさんの園芸業者や種業者、名のある貴族の庭師達、何より王立キューガーデンを取り仕切る植物の専門家がやって来ます。情報を得るには一番だ」

　品評会とは、品種改良した植物や、異国の植物を集めて展示し、買い付けたりする場のことだ。植物に関する職業の人間が一堂に会する祭典でもあり、勉強の場でもある。

「実は二日後、毎年恒こう例れいになっている、王立キューガーデンが主しゆ催さいする品評会が開かれることになっているんです」

「キューガーデンの……。それならたくさんの人が集まりますね」

　王立キューガーデンは、過去に宮きゆう殿でん併へい設せつの庭園から始まった、植物園のことだ。ただ眺めるだけの庭園ではなく、異国からの植物や果物など、ロンドンの気候風土に合わせるために品種改良を行ったりしている。新種の発見にも積極的に取り組んでおり、品評会や勉強会も数多く開かれていた。植物を愛する人間にとって、キューガーデンは聖地のような場所なのだ。

　だが、とマーティンは続けた。

「王立で主催するような品評会は、貴族の社交場でもあります」

　アメリアは頷いた。庭園は、貴族の豊かさを象しよう徴ちようするものでもある。珍めずらしい植物をいち早く取り入れて庭を造り上げていくことは、一種のステータスだ。

　だから貴族は庭に大きな関心を持つ。品評会に足を運んでは最新の植物を買い付け、自分の庭にいち早く新しい風を取り入れ、磨みがき上げていくのだ。

「権けん威いある方の集まる品評会は、それなりの身分を持った人間でなければ行けません。伯はく爵しやくが行ってくだされば、私も庭師として共に同行できるのですが……」

　そこで言葉を飲み込んでしまったマーティンの気持ちも分かる。マーティンはユージンが吸きゆう血けつ鬼きだと知らないが、彼が昼に絶対に外に出ないことは知っている。

　──品評会が行われるのは昼だし、外でのことが多いわ。伯爵も屋敷の人達も、品評会には行けない……。

　では、行ける人間が行けばいい。

　アメリアが逡しゆん巡じゆんしたのは一いつ瞬しゆんで、すぐにユージンの下もとへ向かった。

　書しよ斎さいでアメリアの考えを聞いたユージンは、すぐに「許可できない」と一いつ蹴しゆうした。

「話は終わりだ」

「す、少しは考えてから答えてください！」

　アメリアは慌あわてて言い募つのる。ここまでばっさり切って捨てられるとは思わなかった。

「君を昼とはいえ屋敷から出して品評会へ行かせるなんて、少し考えなくても答えはひとつだ」

　ユージンの硬かたい声に、だがアメリアも負けるわけにはいかない。

　アメリアがユージンに提案したのは、マーティンを同行させてアメリアが品評会に出向くというものだった。

「私なら、吸血鬼のことも秘薬のこともすべての事情を知っています。昼にいくらでも歩き回れますし」

「そうだな。だが、君はディオンに命を狙ねらわれているのを忘れたのか？」

「吸血鬼は昼は外に出ません。日が落ちる前に必ず帰ってきますから」

「ディオンの息がかかった人間がいないとも限らない。だめだ」

「伯爵、お願いです。十分気を付けますから」

　懸けん命めいに頼たのんでも、ユージンは首を縦には振らない。

「秘薬が作れるのはこの世で君だけだ。君になにかあれば、たとえ銀の薔薇が咲さいたとしても意味がなくなる」

　ユージンの言い分も痛いほど分かる。昔のアメリアなら、すぐに諦あきらめて自分の意見を畳たたもうとしただろう。

「でも銀の薔薇が咲かなければ、秘薬だって作れません」

　しかしアメリアは踏ふん張って、自分の意見を通すべくユージンに食い下がった。

「品評会に行っても手がかりはないかもしれない。でも私が屋敷に閉じこもっていても、なにも進展しないかもしれない。そんな『かもしれない』なら、私は外に出るほうを選びたいんです」

　アメリアはもう、バーンズ家で暮らしていた頃ころの気弱な少女ではない。目を閉じて耳を塞ふさいでやり過ごすような逃にげ方を、したくないのだ。

「薔薇が枯かれていくのを黙だまって見ているなんて耐たえられません。私は私の出来ることをやりたいんです。危険を冒おかしても、外に出て可能性を探さぐるべきです。その価値はあるはずです！」

　アメリアはユージンを真正面に見み据すえて、訴うつたえかけた。青いユージンの瞳ひとみは、怒いかりにも似た鋭するどい輝かがやきを放っている。その眼光を目まの当たりにすると、思わず逸そらしたくなる。

　だが、アメリアの意志も固い。ここでユージンを説得できないようでは、品評会で他人と話し合うなど無理だろう。

「お願いです、伯爵。私に外に出る機会をください」

　痛いほどの沈ちん黙もくと緊きん張ちようが書斎に張りつめる。

　やがて、ふ、とユージンが小さく息を吐はいた。力を抜ぬいて椅い子すに体を預ける。

「君は私に、したくもない決断をさせるんだな」

「え？」

「君を大切にしたいと思う私の気持ちを、君自身が一蹴してしまう」

　大切にしたい、という言葉に、アメリアの心臓が大きく鳴る。

「忘れていたよ。君は私などよりずっと勇ゆう敢かんだ」

　ユージンは背もたれに体を預けたまま天てん井じようを見上げた後、アメリアに向き直った。

「アメリア。約束してくれ」

「は、はい」

「無茶は絶対にしない。いいね？　銀の薔薇のために火の中に飛び込んだことを、私は忘れていない。あんな無む謀ぼうな真ま似ねは一度で十分だ」

　アメリアは目を見開いた。ユージンの瞳から険がなくなっている。

「それって……、品評会に行ってもいいということですか？」

「ああ」

　頷うなずくユージンを見て、アメリアは笑え顔がおを閃ひらめかせた。

「ありがとうございます！」

　喜ぶアメリアに、ユージンはすかさず釘くぎを刺さした。

「だが、約束は絶対だ。破ったりしたら、その時は何を言ってもこの屋敷から出さない。そうだな、四六時中私の目の届くところにいてもらおう」

「し、四六時中……？」

　嬉うれしいような気もするが、心臓が持たない気もする。アメリアは神しん妙みような面おも持もちで頷いた。

「分かりました。……絶っ対に！　約束は守ります」

「そこまで強く言い切られると、まるで私と一いつ緒しよにいたくないように聞こえて複雑だ」

　ユージンが苦笑いする。思ってもみない言葉をかけられて、アメリアは慌てた。

「そ、そんなことないですよ！　私、伯爵と一緒にいるの、好きです、楽しいです！　時間が経たつのが早いなっていつも思うし、まだ話してたいなって何度思ったかわからな──」

　そこまで言って、はっと口を噤つぐんだ。喋しやべり過ぎた口に手を当てるがもう遅おそい。

　痛いほどのユージンの視線が顔に注がれ、アメリアは耐えきれず俯うつむいた。

「……今のは、忘れてください」

「あいにくと、しっかり聞いてしまった」

「じゃ、じゃあ今のは噓うそです」

「そんな真っ赤な顔で言われてもね」

「……………」

「…………君はひどい女性だ」

　気まずい沈黙の後に聞こえてきたのは、大きな溜ため息いきと、意味は分からないが責めるようなユージンの言葉だ。

「はっ？」

「私が苦く渋じゆうの決けつ断だんで君を屋や敷しきから出すことにしたのに、そういうことを今言うだろうか」

「な、なに……、どういう……」

「そんな風に、閉じ込めたくなるような可愛かわいいことを言わないでくれ。せっかくの決断が揺ゆらぐ」

　顔だけでなく、全身が熱くなった。悲しくなんてないのに、目が潤うるんでくる。

　──伯爵こそ、心臓に悪いようなことは言わないでほしい。

　言い返したいが、口を開いたらもっと余計なことまで言葉にしそうで言えない。

　固まってしまったアメリアにこれ以上言げん及きゆうするつもりはないらしく、ユージンは態度を切り替かえて言った。

「では、マーティンも交えて、品評会に調べに行くための打ち合わせをしようか」

　ユージンは両手を組んで、アメリアを見つめる。

「ありがとう、アメリア。頼たよりにしている」

　先さき程ほどまで漂ただよっていた甘い雰ふん囲い気きがガラッと変わって、信しん頼らいを寄せる瞳が向けられた。

　これこそが、ユージンが人の上に立つ器うつわを感じさせる所以ゆえんだ。ぐっと背筋が伸のびて、期待に応こたえたいと心が奮い立つ。

　アメリアは「まかせてください」と大きく頷いた。
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「初めまして。セドリック・オールストンと申します」

　そう自己紹しよう介かいしてきた青年の焦こげ茶色の短たん髪ぱつは、急いで撫なでつけてきたのか少々崩くずれている。だが、糊のりのきいた白いシャツは皺しわひとつなく、身なりはきちんとしていて清潔感があった。

　会え釈しやくをして真正面から向き合った顔には、親しみのこもった笑みがのっている。くりっとした丸い瞳は小動物のようだが、体は服の上からでも分かるようにほどよく筋肉がついていた。

「ユージン・オルブライトだ」

　ユージンがセドリックに手を差し出す。ユージンの顔を見たセドリックは目を見開き、一いつ瞬しゆん呆ほうけたように動きを止めた。

　ユージンの横に立ってそれを見たアメリアには、彼の気持ちが手に取るように分かった。男性だろうと関係ない、ユージンのあまりに整った容よう貌ぼうに驚おどろいたのだろう。

　セドリックは「お、お会いできて、光栄です」とぎこちなくユージンの手を握にぎった。

「初めまして。アメリア・フォーガスと申します。どうぞよろしくお願いいたします」

　今度はアメリアが挨あい拶さつし、目の前の青年の前で軽く膝ひざを折った。それからもう一度視線を合わせると、じっとアメリアを凝ぎよう視しするセドリックの顔がある。ユージンを見ていた時よりも長い。

「……あの？」

　困こん惑わくに首を傾かしげると、はっとした表情になったセドリックが自分の手をぶんぶんと横に振ふった。

「あ、申し訳ありません！　航海から帰ってきたばかりで、ずっとむさ苦しい男ばっかりに囲まれてたんです。久ひさしぶりに、しかもこんな可愛らしい女性に会ったので、つい目が離はなせなくなったというか……」

「え？」

　アメリアは面めん食くらってぽかんとした顔になる。その時、照れて頰ほおを搔かいているセドリックの後頭部を誰だれかが結構な勢いで叩たたいた。

「痛っ」

「この馬ば鹿か息むす子こ。それが初対面に会ったレディに対する挨拶か。礼れい儀ぎ作法を海に捨ててきたわけじゃないだろうな。しっかりしろ」

　マーティンが、アメリアには見せないような苦虫を嚙かみ潰つぶした顔をしている。

「イエッサー！　申し訳ございませんでした！　父上殿どの！」

　セドリックがびしっと敬礼をするので、アメリアは内心笑ってしまった。

　彼、セドリックはマーティンの一人息子であり、イギリス海軍に所属する士官だった。

　庭師を父親に持ったセドリックだったが、彼自身は植物に興味がなかったらしく、恵めぐまれた体たい軀くを活いかして軍人になる道を選んだ。しかし、陸軍で士官になれるのは貴族だけだ。

　そこでセドリックは身分が低くても士官になれる可能性のある、海軍へと進んだ。能力があったらしく、上官にも目をかけられて礼儀作法を習い、社交の場にも付き人として出向いたこともあると聞いた。

　今は長期の航海から帰ってきて休きゆう暇か中らしい。そこでマーティンは、自分の息子をアメリアの付き人兼けん護衛にしてはと提案したのだ。

　品評会は明日に迫せまっていた。ユージンはアメリアを品評会へ行かせるにあたって、ひとつの条件を付けた。それは、必ず護衛をつけることだった。ではその護衛を誰にするのかという問題だが、赤の他人を雇やとうわけにもいかず、できれば信頼のおける腕うでのいい人間がいい。

　ロイドが最後まで、アメリアの代わりに自分が品評会に行くと主張していたが、吸きゆう血けつ鬼きの間ですっかり顔の割れたロイドでは目立つという結論になった。

　もちろんアメリアも吸血鬼にとって有名人ではある。しかしユージンがアメリアを屋敷から極力出さなかったことで、ロイドに比べればまだ吸血鬼に顔が知られている割合は少ない。

　なにより、アメリアは秘薬の作り手だった。銀の薔薇ばらを咲さかせるため、自分で材料となるものを手繰たぐり寄せるべきだという思いがある。

　護衛の選出はかなり悩なやんだらしいが、マーティンが自分の息子をすすめてくれて解決した。

「繊せん細さいさとは無む縁えんな男ですが、体だけは頑がん丈じようですので。盾たてでもなんでも使ってください」

　マーティンは眉まゆを寄せてそんなことを言うが、一人息子を自じ慢まんに思っているのは伝わってくる。気の置けない会話を聞いていると、親子で仲がいいのが分かった。

　ちらりとセドリックを見上げると、にこっと微笑ほほえんでくれる。口元がマーティンそっくりで、人見知りなアメリアもあまり緊きん張ちようすることがなかった。

　──セドリックさんがいい人で良かった。品評会も、頑がん張ばろう。

　ユージンの手を離れて、オルブライト家から外へ出て行くのは初めてのことだ。アメリアをずっと保護してくれた優やさしい箱庭から出て行く日が、とうとう明日に迫っていた。
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「うーん。ああいう天然の好青年っていうのが、実は一番性質たちが悪いんですよねえ」

　品評会当日、アメリアはスージーに、頭から爪つめの先まで貴族の令れい嬢じようらしく仕立て上げられていた。

　複雑に編み上げられ纏まとめた髪かみに、白薔薇をかたどった髪かみ飾かざりが付けられる。芳かぐわしい香かおりが漂ってきそうなほど、精せい巧こうに作られた一品だ。その髪飾りが見えるように、帽ぼう子しを斜ななめにかぶって固定してもらう。

「セドリックさんが、どうして性質が悪いんですか？」

　こてんと首を傾げるアメリアを、「ああ、頭を動かさないでください」とスージーが諫いさめる。会話は、昨日会ったセドリックについてだ。アメリアとセドリックのやりとりを眺ながめていたスージーは、なにか思うところがあるらしい。

「計算して近づいてきた男には警けい戒かいもできますけど、天然だとガードが緩ゆるくなるじゃないですか」

「警戒って、セドリックさんのなにを警戒するんですか？」

　困惑するアメリアを見て、スージーは自分の頭を乱暴にかき混ぜた。

「ああもう！　アメリア様が無防備すぎて心配です！　ユージン様の心労が思いやられますよ」

「確かに、屋敷から出て心配をかけますけど」

「そっちの心配じゃない！」

　スージーには悪いが、意味がさっぱり摑つかめない。終始不満顔のスージーだったが、アメリアが最後に手て袋ぶくろを付けて、くるりとその場で回ってみせると、ようやく笑えみがもらえた。

　さすがスージーが選んだだけあって、幾いく重えにも重なった白いドレスの襞ひだが薔薇の花弁を思わせる、上品でありながら華はなやかなドレスだった。

「どこからどう見ても、美しい深窓のご令嬢です」

　スージーに手をひかれ、皆みなの集まっている玄げん関かんホールへと向かう。

　玄関ホールは、螺ら旋せん階段を下りた先にある。ドレスの裾すそに気を付けながら階段を下りていくと、最初に気付いたロイドが恭うやうやしくお辞じ儀ぎをしてみせた。次いでテッドが「お綺き麗れいです！」と潑はつ剌らつとした笑顔で褒ほめてくれる。

　セドリックは、アメリアを見るなり気持ちのいい笑みを浮うかべた。

「まるで真しん珠じゆみたいですね。ピカピカ光って、すっごく綺麗だ！」

「真珠、ですか？」

　アメリアは目を瞬またたかせた。白いドレスは、セドリックには真珠を連想させたらしい。海で働くだけあって、喩たとえもアメリアの予想外で新しん鮮せんだった。

「ええとですね、これは白薔薇をイメージしてるんですが」

　スージーが一言漏もらすと、セドリックは固まり、それから少し顔を赤らめて言った。

「あ、も、申し訳ありません。そういえばこれからキューガーデンに行くんですもんね。そうか、ドレスを花に合わせてるのか……。俺、見けん当とう違ちがいなことを言ってしまって」

　物慣れない様子で頭を搔くセドリックはどこか微笑ましくて、憎にくめない。いつもならファッションに関しては厳しいスージーも、肩かたを竦すくめてこれ以上は口を開かなかった。

　最後に、ずっと様子を眺めていたユージンの前に立つ。

「伯はく爵しやく、では行ってきますね」

　ぐっと自分の両手を握にぎって気合いを入れると、ユージンは笑ってアメリアの手を取る。

「約束は覚えているね？」

「はい。絶対破りません」

　目を見てはっきり告げれば、ユージンは「なら、いいんだ」と一度瞼まぶたを伏ふせた。そして次の瞬しゆん間かんには、いつもの泰たい然ぜんとした笑みを浮かべている。

「アメリア。これからキューガーデンで出会う人にも、今のように目を合わせて、背筋を伸のばして接してみなさい。臆おくすることなんて何もない。──君はもうできるはずだ」

　アメリアは虚きよを衝つかれて目を見開いた。キューガーデンに行くと決めてから感じていた不安を、言い当てられた気がしたのだ。

　ずっとバーンズ家の屋や敷しきだけで過ごし冷れい遇ぐうされ、外で人と触ふれ合う機会がなかったアメリアは、他人が恐こわいとすら思っていた。オルブライト家にやって来てようやく、一から他人との関係作りや距きよ離りの取り方などを学んだのだ。だがそれも、ほとんどアメリアに好意的な人達の中で、ゆっくりと得てきたものだった。

　社交に慣れ親しみ、裏表の顔を使い分ける貴族達や、職人気質で気難しい園芸関係者などを相手に、たった一日でどこまで話を聞き出せるのか本当はずっと不安だった。言葉を覚えたばかりの赤ん坊ぼうが、大人の中に飛び込んでいくような無む謀ぼうな行いだと自覚はしている。

　それでも、やると決めたのは自分だった。不安な顔も態度も一いつ切さい見せないようにしてきたはずなのに、目の前の相手には噓うそがつけないらしい。品評会へ行く直前、最後の最後でこんなことを言うなんて、彼はやはり一枚も二枚も上手だった。

　ずるいなあ、と思う。そしてそれ以上に、好きだなあ、と思ってしまう。

　きつく握りしめていた手にユージンの指が触れて、緩やかに解ほどかれていく。心まで解かれていくような心ここ地ちを味わいながら、アメリアはホッと息を吐ついた。

「……ありがとうございます、伯爵」

　先ほどより柔やわらかい声で告げれば、ユージンは安あん堵どしたように笑ってくれた。

「アメリア」

「はい」

「ひとつ言い忘れていた」

「何ですか？」

「今日の君もとても美しい」

「……は」

　さらりとそんなことを言われて、アメリアだけでなく、なぜか横で聞いていたセドリックまでもが赤面している。

　物慣れないセドリックとは真逆で、ユージンという人物はまるで息をするように自然に甘い言葉を言う。どちらにせよ、心臓に悪いことに変わりはない。だが、いい具合に体の力が抜ぬけたのは確かだ。最後までアメリアを和なごませようとする、ユージンの優しさを感じる。
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「さて。馬車の準備ができましたよ」

　背後から声がかかって振ふり向けば、マーティンが外へと続く扉とびらを開けて、アメリアとセドリックを促うながした。

　セドリックが、はっとした様子でアメリアの横に行き、腕うでを差し出す。エスコートするのは男性の仕事だ。

　アメリアは素す直なおにその腕に手を載のせ、ユージン達に「行ってきます」と言って歩き出した。馬車の止めてある外まで、彼らが見送ることはできないからだ。

　外へ出て、屋敷の扉が閉まる前に、最後にユージンの顔が見たくなった。一いつ瞬しゆんだけ視線を向けたユージンはどこか痛みを受けたような表情で目を伏せており、思わず足が止まりかける。

　──伯爵？

　もう一度見たいと思った時には、重く重じゆう厚こうな扉は閉とざされてしまっていた。










　馬車に乗って馬が走り出しても、アメリアは先ほどの光景が脳のう裏りに残って、どこか落ち着かない。

「あの」

　向かいの席に座るセドリックが声を上げた。マーティンは馬を操あやつる御ぎよ者しやの隣となりに座っているため、馬車の中には二人しかいない。

「さっきは申し訳ありませんでした。俺、女性のドレスってよく分からなくて、スマートな言い回しをもっと勉強しろって、上官にも言われるんです」

　まごつくセドリックに、アメリアは笑って首を横に振った。

「私、不快な気持ちになんてこれっぽっちもなっていません。それに私も、ドレスには詳くわしくないんです。今、スージーさんを先生にして、勉強の最中なんですよ。だから、一いつ緒しよですね」

　セドリックはきょとんとした顔になると、次いでまぶしそうな笑えみを浮かべた。

「やっぱり、俺には真珠に見えるな」

「え？」

「ドレスもそうですけど、あなたのその柔らかい雰ふん囲い気きが、丸い綺麗な真珠みたいだ」

「あ、ありがとうございます……」

　言われた方が照れてしまうような、真っ直すぐな賛辞だった。

「俺、女性のドレスには疎うといですが力仕事は得意です。しっかり護衛しますから、どうか安心してください」

　頭を下げられて、アメリアは笑顔を作って頷うなずいた。ユージンに不安を言い当てられたことや、馬車の中で浮かない顔をした自分を見て、セドリックも彼なりに気き遣づかってくれているのかもしれない。

「私、屋敷の外に出るのはこれで三回目くらいなんです。伯爵の付き添そいがないのは、今日が初めてで。だから、セドリックさんの言葉はすごく心強いです」

　セドリックは目を丸くした。

「ご令れい嬢じようって、舞ぶ踏とう会に出たりお茶会したり買い物に行ったりするものじゃないんですか？」

　彼の令嬢のイメージらしい。確かに普ふ通つうの令嬢であれば、セドリックの想像通りなのかもしれない。現にバーンズ家の娘むすめであるレイラは、よく出かけていた。

　だが、アメリアはずっとバーンズ家で育ってきて、屋敷から出ることを許されていなかった。そしてオルブライト家に来てからも、ディオン達のことがあるため、簡単に外に出ることはない。

「まあ、色々ありまして」

　アメリアが言葉を濁にごすと、セドリックは自分が護衛を任せられたことに思い至ったらしかった。理由は分からないにしろ、アメリアに何か特とく殊しゆな事情があることを察したのだろう。

　彼はそれ以上言げん及きゆうすることなく、「それじゃあ」とアメリアに笑ってみせた。

「アメリア様は今日が、初航海ってことですね」

「え？」

「まだ見たこともない海に、初めて出ていくようなものでしょう？」

　海軍の男らしい表現で場を和ませてくれるセドリックに、アメリアも自然に笑みが出る。

「はい。航海の仕方も分からない素しろ人うとですが」

「何事も勉強ですよ、アメリア様」

　先ほどドレスについて勉強すると言った会話からの返しだろう。

「ふふ。そうでしたね」

「アメリア様の初航海に立ち会えて恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　芝しば居いがかった仕草で胸に手を当ててアメリアを笑わせたセドリックは、ふと優やさしげな顔になった。

「知らない海に出るのは、怖こわいですよね」

　マーティンそっくりの顔で言われて、そういえば声も似ているかもしれないと思った。心にすっと入り込んでくる、柔らかい低音だ。

「俺も最初は怖かったですよ。でもね、今まで見たこともない景色や人に出会えたりするんです。青と赤の境目みたいな色の、海に沈しずんでいく夕日とか。その土地にまつわる昔話を百個くらい完かん璧ぺきに覚えてるおじいさんとかね」

　まるで今、目の前に夕日が見えているかのようにセドリックが語る。

「悪いこともありますが、いいことも必ずありますよ」

　にっ、と日に焼けた顔で笑みを作るセドリックに、アメリアは大きく頷いた。

　──頑がん張ばろう。絶対、キューガーデンで手がかりを持って帰ろう。

　アメリアは決意を新たにし、馬車の揺ゆれに身を任せた。










　キューガーデンは、ロンドンの南西部リッチモンド地区に建つ王立植物園だ。

　広大な敷しき地ちの中に、世界各地から集められた珍めずらしい植物が咲さき誇ほこっている。

　このキューガーデンでひときわ目をひくのが、パームハウスと呼ばれる温室だった。柔らかな曲線美を描えがく見事なガラス建築としても有名で、訪おとずれる人々が必ず足を止める場所でもある。

　品評会は、このパームハウスの前で行われていた。

「うわあ。見たことない植物ばかりですね」

　アメリアの斜ななめ後ろに控ひかえているセドリックが、感かん嘆たんの声を漏もらす。アメリアも、駆かけ寄ってまじまじ観察したい気持ちを抑おさえる。

　パームハウスの前には、横に長い台が置かれ、その上に様々な植物の鉢はちが置かれている。台に載せられないような大型の植物もあり、種類ごとに分かれていた。

　並べられた鉢の前では、紳しん士し淑しゆく女じよが花を見ては談だん笑しようしており、園芸業者や庭師が難しい顔で議論する姿もある。パームハウスより少し離はなれた場所ではテーブルが置かれ、年とし頃ごろの令嬢達がティータイムを楽しんでいる。彼女達は花を愛めでるというよりは、両親の付き合いでやって来たのだろう。

「アメリア様。あちらに薔薇ばらが置いてあります」

　マーティンがアメリアに耳打ちする。アメリアは今回、オルブライト伯はく爵しやくの従妹いとこという役どころでこのキューガーデンを訪れていた。この場しのぎの噓うそではあるが、一時でも伯爵家という家名を背負うのは緊きん張ちようを強しいられる。

　アメリアはマーティンとセドリックを伴ともなって、薔薇が集中して置かれている台へと近付く。丁度、熱心に薔薇を観察している男性がいた。服装などを見る限り、園芸業者か種業者の人間だろう。

　アメリアはごくりと喉のどを鳴らした。話しかけようとして口を開き、また閉じてしまう。横でマーティンが、物言いたげな顔をしているのが分かった。自分が話そうかと、様子を窺うかがっているのだろう。だが、話しかけるのは絶対に自分からだと、マーティンにも言ってあった。

　──自分から、楽な方に逃にげてはだめだ。

「あのっ」

　心臓が痛いほどに縮んでは膨ふくらむ。ようやく上げた声は震ふるえていたが、男性の耳には届いたようだった。

「何でしょう？　レディ」

　瘦やせた長身の男性で、笑みを浮うかべてはいるがどこか抜ぬけ目ない印象がある。

「ええと、そのっ、薔薇についてお詳しいですか？　少し教えてほしいことが……」

「薔薇！　ええもちろん、一番うちで取り揃そろえている花になりますよ。サイズはいかがなさいますか？　やはりお庭が華はなやぐような大輪のもので？　そうそう香かおりも重要な要素となりますね、ダマスク・ローズなど素す晴ばらしい香りで有名な系統です。注文していただければ種付けからすべて我々でやらせていただきますよ。予算については要相談です。本日はご両親と一緒ですか？　まずはご挨あい拶さつさせていただきたい」

　そこまで一息で言って、男性は期待に目を輝かがやかせてアメリアを見た。

「え。あ、いや。私は、薔薇が買いたいのではなくて……っ」

「……なんだ、違ちがうのですか？」

　アメリアが慌あわてて首を横に振ふると、男性はあからさまに声のトーンを落とした。そして、アメリアを一いち瞥べつして言う。

「花を冷やかしにきただけなら、あちらでご令嬢とお茶でもしてくればよろしいのではないですか？」

「ち、違います、私は」

「では失礼。私は仕事で来ていますので」

　仕事、の部分を強調した後、男性は足早に去って行ってしまった。

「園芸業者にとっては、貴族の揃うこの場は大きなビジネスのチャンスでもありますからな。まあ、ここまであからさまな人も少ないですが……。災難でしたね」

　マーティンが励はげますように、優しく肩かたを叩たたいてくれる。さっそく出で鼻ばなを挫くじかれた気分だが、いちいち呆あつ気けにとられたり怖おじ気けづいたりしている場合ではない。

「つ、次行きます！」

　アメリアがそう言って、声をかけたのは高こう齢れいな貴族の老紳しん士しだった。横で観察してみて分かったことだが、業者との専門的な知識にもついていくほどの愛好家のようだった。

「申し訳ありません、今、お話ししてかまいませんでしょうか」

　老紳士が振り向く。毎日手入れをしているだろう髭ひげに隠かくされた口は厳格に結ばれ、アメリアを品定めするように眺ながめた。

「これは、どちらのお嬢じようさんでしたかな」

　アメリアは居住まいを正して、マナー通りに膝ひざを折った。

「オルブライト家の、アメリアと申します」

　心臓がドキドキと脈打つ。大だい丈じよう夫ぶだとユージンから言われてはいるが、オルブライト家を名乗るのは勇気がいった。

「オルブライト家？」

　怪け訝げんな声に顔が上げられず、どっと冷や汗あせが出る。

　──どっ、どうしよう、偽にせ者ものってばれた……？

「たとえ伯爵家だろうとも、娘むすめの分際で私に声をかけるとは」

　しかし、吐はき捨てるように言われた言葉は、アメリアが懸け念ねんしたものではなかった。だがその声は、刃やいばのように鋭するどくアメリアの胸に突つき刺ささる。

「オーデン家の当主である私に話しかけるなら、それなりのしかるべき手順が必要だろう。せめて娘でなく、伯爵家の当主自身が声をかけるべきだ。それとも私が誰だれか分からずに声をかけたのか」

　アメリアは蒼そう白はくになった。品評会に出ると決まってから、貴族年ねん鑑かんを読み込んできた。しかし、所しよ詮せんは付け焼き刃ばだ。ここまで怒おこるということは、オーデン家は明らかにオルブライト家よりは上の爵しやく位いを持っているのだろう。伯爵より上の爵位なら、相当高いということになる。

　社交界というのは階級が物を言う世界でもある。自分よりも上の家はどこか、下はどこか、すべて把は握あくして対応していかなければ上手うまく渡わたっていけない。

「こんな礼れい儀ぎ知しらずな娘がいるなど、オルブライト家もいい恥はじさらしだな」

　──恥さらし。

　その言葉に、アメリアの心が一気に冷える。

『この家の恥さらしだ』『バーンズ家に恥を塗ぬりたいの？』。

　養子先のバーンズ家に住んでいた頃ころに、いつも言われていた叱しつ咤たが頭に響ひびいた。そうやって否定されるたびに、自分とは価値のない人間なのだと思ってきた。

　だが、今は違う。違うことを、教えてくれた人達がいる。

　背後でセドリックが身じろぎし、アメリアの前に出ようとするのを感じる。

　振り向けばやはり、怒いかりを堪こらえるような顔をしていた。彼も身分の絶対的な壁かべは分かっているはずだ。階級社会である軍に身を置く人間としても、自分が口答えする立場にないことを弁わきまえている。それでも、アメリアを庇かばおうとしてくれているのが嬉うれしかった。

　気付いたマーティンが、自分の息むす子こを止めようと肩に手を置いた。アメリアはそれを確かく認にんしてから、またオーデン家の老紳士に向き直る。

『アメリア。これからキューガーデンで出会う人にも、今のように目を合わせて、背筋を伸のばして接してみなさい。臆おくすることなんて何もない。──君はもうできるはずだ』

　ユージンが言ってくれた言葉が甦よみがえる。それはアメリアの顔を上げさせ、背筋をピンと伸ばしてくれる魔ま法ほうの言葉だ。

「すべては私自身の勉強不足です。花や植物を愛いとおしむべきこの場所で、不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまって、大変申し訳ありませんでした」

　目を合わせて謝罪した後、アメリアは真しん摯しに頭を下げた。戸と惑まどったような雰ふん囲い気きが老紳士から感じられ、何も言わずに踵きびすを返してアメリア達から離れていった。

「ご立派でしたね、アメリア様」

　マーティンが労ねぎらいの言葉をかけてくれる。アメリアは苦く笑って首を横に振った。

「本当に、自分が未熟だって思い知らされます。もっともっと勉強して、経験を積まないといけないんだなって分かりました」

　屋や敷しきにいるだけでは分からない、本を読むだけでは身に付かないものが、この世にはたくさんある。マーティンは皺しわの刻まれた顔を柔やわらかく崩くずして言った。

「経験から学び、どうすればいいのか分かったなら、もう成長する一歩を踏ふみ出していますよ」

「ありがとうございます、マーティンさん」

　アメリアは微笑ほほえみ、息を吐いて気持ちを整えた。時間はないのだ、どんどん話しかけて、少しでも何か役立つ情報を持って帰りたい。

　それからアメリアは、様々な人達の輪に入っては薔薇の症しよう例れいを教えてもらったり、珍めずらしい色の薔薇が存在しないかなどを聞いていった。

　話しかけた人達の態度は様々だ。オーデン家の老紳士のようにすげなく会話を切る人もいれば、逆に親身になって色々教えてくれる人もいた。

　──本当に、たくさんの人がいる。色々な考えがあって、思う気持ちもひとつじゃないんだ。

　そんな当たり前のことを、アメリアはずっと知らないままだった。

　話しかけることを繰くり返すと、少しずつだがぎこちなさが消えていくのが分かる。バーンズ家で暮らしていた時の自分が今の自分を見れば、きっと信じられないと目を見張るはずだ。

　アメリアに当たり前のことを教え、変えてくれたのはユージン達、オルブライト家の人達だった。

　──絶対、皆みんなを人間に戻もどしてみせる。

　オルブライト家の屋敷から初めて離はなれてみて、改めて胸に誓ちかう。

　視界の先に、園芸業者の姿が入った。息を大きく吸って、「すみません！」と一歩踏み出す。この一歩一歩が、手がかりへ近づいていればいいと思いながら。










　キューガーデンへ来て三時間ほどが経たったが、未いまだアメリア達にこれといった情報は入ってこなかった。さすがに疲つかれた顔のアメリアを見て、少し休んだ方がいいとマーティンが提案する。

　パームハウスの近くにあるベンチに腰こし掛かけ、紅茶を飲む。マーティンは、知り合いの同業者を見つけて少し離れた所で談だん笑しようしていた。

　アメリアは少しだけぼうっとしてしまう。目の前に広がる景色はまさに夢のようだ。青々と繁しげる芝しば生ふは太陽に照らされ、奥の方に見える木々達が風でさざめいている。そんな緑色のキャンパスの中に、何百種類ともいえる花々が点在し、鮮あざやかな一枚絵のように収まっているのだ。

　なんて綺き麗れいなんだろうと思い、この風景をオルブライト家の人達に見せたいと願う。

　──伯はく爵しやくとここを歩いたら、どんな風かな。

　美しい青い瞳ひとみの人の事を考える。きっといつものようにアメリアをからかっては、楽しそうな笑えみを浮うかべるのだろう。

　──この紅茶を飲んだら、また話を聞きに行こう。まだ時間はあるんだから。

　そう考えていた時、ふと足元に視線がいった。ベンチの脚あしの近くに、小さな花が咲さいているのが見える。

　白い花弁は根本が薄うすい緑色になっており、芝生と同化してあまり目立たない。アメリアも名前を知らないことから、どこからか種の飛んできた野花だろう。

　誰かに気付かれず踏まれてしまったのか、細い茎くきはくたりと力なく横たわっている。

　それでも、その花はまだ生きていた。

　アメリアはベンチの脚元にしゃがみ込むと、手て袋ぶくろを脱ぬいだ。そして躊ちゆう躇ちよなく手で花を掘ほり返していく。

「アメリア様？　何してるんですか？」

　セドリックがぎょっとして後ずさる。

「ちょっとだけ位置を変えたいんです。ここじゃ日当たりも悪いし、気付かれずに踏まれてしまうから」

「こんなところに生えているということは、雑草、ですよね？　それ」

　屈かがみこんで花を見つめるセドリックに、アメリアは花に視線を落としながら頷うなずいた。

「はい。でも、せっかくここに種が落ちて根付いたんですから、誰かの目に留まってほしいじゃないですか。ここは自然を愛する人たちの集つどう場所だから、この花を素す敵てきだと思う人がきっといます」

　セドリックはじっとアメリアの横顔に視線を注いでいたが、ふっと優やさしく笑った。

「……うん。いいですね、その考え方。現に、あなたの目に留まったわけですし」

「ね？　私は、見た目は儚はかなげなのに、けっこうたくましいこの花が好きです」

「私も同感ですな」

　楽しげな声が背後にかかって、アメリアとセドリックは地面に膝ひざを折ったまま振ふり返った。

　目の前に、一人の男性が立っている。年ねん齢れいは五十代ほどの、優しげな風ふう貌ぼうの紳しん士しだ。身なりも上品さが感じられるが、貴族特有の硬こう質しつな雰囲気は感じられない。

　アメリアは自分の今の恰かつ好こうを思い出し、慌あわてて立ち上がろうとした。しかし、男性がそれを制す。それどころか、自分もアメリアの隣となりに膝をついた。

「ああ。花を植え替かえてからでいいです。そのまま続けてください」

　にこにこ笑う顔はまるで子供のように邪じや気きがなく、それでいて垂れた瞼まぶたから見える茶色の瞳には思し慮りよ深ぶかさがある。

　茶色の瞳が花に注がれ、感心したような声が上がった。

「これはこれは。なんという名の花だろう？　今までそれなりの植物を見てきましたが、初めて見ますね」

「私も分からないんです。きっと野花の一種だろうとは思うんですが」

「そうですか。全く、それなりに長く生きてきたつもりでも、まだ新たな発見があり、知らないことがある。自然は我々に、多くのことを教えてくれます」

　──ああ。この人、植物が好きなんだ。

　花に注がれる優しい眼まな差ざしを見ていて、アメリアはなんだか嬉しくなってしまう。

「初めまして、アメリア嬢じよう」

　男性は、花を見るのと同じ柔らかな視線をアメリアに向けた。

「えっ？　どうして、私の名前を」

「あなたがオーデン卿きようと話しているのが目に留まりまして。それから、薔薇ばらについて尋たずねて回っているのを見ておりました」

　アメリアは目を瞬またたかせる。

「あの。失礼ですが、あなたは一体……」

「ウォルター・スコット様!?」

　驚きよう愕がくした声は、マーティンが上げたものだった。談笑を終えたのか、こちらに戻って来たようだ。しかし大の大人が三人地面にしゃがんでいる姿を見て、愕がく然ぜんとした顔をしている。

「……ウォルター・スコット様って」

　アメリアはその名をぽつりと口にして、マーティンが驚おどろいている理由を遅おくればせながら理解した。ぽかんと口を開けて、目の前の紳士を見てしまう。

　紳士ウォルター・スコットは、悪戯いたずらが見つかった子供のような顔で笑った。

「ようこそ、我々の美しき庭へ。心より歓かん迎げいしますよ、レディ」

　彼は高名な植物学者であるとともに、ここキューガーデンの園長だった。
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　アメリア達は、ウォルターに招かれて、キューガーデンに隣りん接せつする彼の仕事場へと来ていた。

　ウォルターの仕事場は、様々な植物の図ず鑑かんなどが保管された書しよ斎さいと、種や植物の様子を観察する実験場に分かれている。

　アメリア達が通されたのは、部屋の壁かべという壁に本が並んでいる書斎の方だった。

「なにやら、薔薇についてお知りになりたいようですな」

　ウォルターが書斎の椅い子すに座りながら言う。マーティンは、長年憧あこがれていた植物学者に会えたとあって、尊敬の眼差しを注いでいた。

「はい。あの、薔薇には様々な色がありますよね。赤や黄色、白にピンク。現存している色以外の薔薇が、歴史上発見されたことはあるのでしょうか？」

　ウォルターは、ふむ、と髭ひげを撫なでた後、答えた。

「それは例えば、青い薔薇のようなものを言っているんですかな？」

　青い薔薇。それはどんなに品種改良を重ねても未だ実現できていない色の薔薇だ。

「そうですね。同じようなものだと思います」

　首を傾かしげながら、ウォルターは椅子から立ち上がって書斎を歩き回り、なにやら本の背表紙を次々確かめていく。

「私の知識の中にも、そういった珍めずらしい色の薔薇が咲いたという事実はなかったと思いますが、まあ、私もすべてを網もう羅らしているわけではないですからなあ」

　そこでウォルターは足を止め、何冊かの本を抜ぬき出した。くるりとアメリア達に向き直って言う。

「先人が遺のこした記録を見てみましょうか」

「記録？」

　ウォルターがテーブルに置いてくれたのは、歴史を感じさせる古書だった。日光に当たって色が変わっており、開くだけですぐ朽くちてしまいそうなほど劣れつ化かが激しい。

「だいぶ古いもののようですね。セドリック、お前は触さわるなよ。お前の馬ば鹿か力ぢからじゃ、本が壊こわれてしまう」

　マーティンが本を眺ながめながら、興きよう味み津しん々しんに覗のぞき込んでいるセドリックに釘くぎを刺さす。

「これは、まだキューガーデンが宮きゆう殿でん併へい設せつのガーデンだった頃ころの、庭師の記録書になります。一番古いものでは、百年以上前の記録もあるんですよ」

　庭師というものは、見習い時代から記録を付けることを厳しく指導される。仕事内容はもちろん、植物の生長の過程や、温度と湿しつ度どの管理など記録することは多た岐きに亘わたった。

　アメリアも銀の薔薇が接つぎ木されてから簡単な記録は取っているが、本職の庭師の記録書は素しろ人うとのものとは比べられないほどに細かく、豊富な知識と観察眼で溢あふれている。

「珍しい薔薇がもしキューガーデンにあったなら、記録に残っているかもしれません。それか、噂うわさだけでもあれば、庭師が日々の日記に書きこんでいるかもしれない。さあ、調べてみましょう」

「そんな貴重なものを見せていただいて……、あの、ありがとうございます！」

　アメリアは頭を下げた。

「あなたが、真しん剣けんになにかを調べようとしていたのは見ていて分かりました。なにより、植物を愛する心をお持ちだ。私の持論に、自然を愛する人に悪い人はいない、というものがありましてな。当然私も、自然を愛する一人です」

　茶目っけたっぷりに片目を瞑つぶってみせられ、アメリアの心が和なごんだ。

　それからは手分けして、記録書を読み込んでいった。保存状態が悪いために所々分からない部分があるが、それはウォルターに手伝ってもらい、なんとか読み進めていく。

　セドリックも「頭を使う仕事は苦手です」と言いながらも、おっかなびっくりページを開いて格かく闘とうしてくれていた。

　──薔薇。銀の薔薇……。お願い。どうか、なにか書いてあって。

　必死に銀の薔薇という単語を探していたアメリアは、その文を見つけた時危あやうく読み飛ばしてしまうところだった。

　──ん？

　ある日の庭師の記録に、大量にハーブの苗なえを植えたという記述があった。植えたのは三種類らしく、やけに乱れた走り書きだった。急な要よう請せいだったのかもしれない。

　──ハーブの種類は、リコリス、ラベンダー、タイム……。

　記録書を持つ手が震ふるえた。その三種類のハーブは、見覚えがあり過ぎる。秘薬の材料となるハーブだ。慌てて、記録書の日付をもう一度確かく認にんした。

　百二十年前。アメリアはさっと腕うでに鳥とり肌はだが立ったのが分かった。ユージンが言っていた言葉を思い出す。

　──百年以上前に、吸きゆう血けつ鬼きが人間を支配しようと戦いが起こったって言ってたわ。ワーズワースの秘薬は、その時作られた。これは偶ぐう然ぜん？
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　心臓がドキドキと脈打つのを感じながら、アメリアは記録の続きを辿たどっていく。大量のハーブを作るよう命じたのはどうやら王家らしく、育ったらある庭師へ送るよう指示が出ているらしかった。

　庭師の名はエイブラム・マコーリー。一字一句逃のがさず読んだが、ワーズワースという名はどこにも出てこず、ハーブを大量に作った理由も全く語られていない。

　もし彼が、ワーズワースの庭師だったらどうだろうか。吸血鬼との戦いに終しゆう止し符ふを打つため、秘薬が大量に必要になった。銀の薔薇はワーズワース家でないと育てられないにしても、他ほかのハーブは別だ。彼は大量のハーブを作るよう王家に要請したのかもしれない。

　──全部、仮定の話だわ。

　だが、このエイブラムという庭師を調べていけば、なにか分かるかもしれない。今日アメリアが初めて摑つかんだ手がかりだ。

　アメリア達はその後も記録書を読み込んだが、銀の薔薇に関する記述は見つからなかった。書斎の小さな窓を見ると、もう日が暮れかけている。

　ウォルターに礼を言い、アメリア達は彼の書斎を後にした。










「アメリア様！　よくぞご無事で！　どうでしたか？　怪け我がなんてしていませんよね？　変な人に絡からまれたりとかしませんでしたか？」

　オルブライト家の屋や敷しきに入った途と端たん、玄げん関かんホールで、待っていたとばかりにスージーが抱だきついてきた。心配げな表情で、アメリアにどこか変わった所がないか忙せわしなく視線を走らせている。

「そんな心配しなくても、危険はありませんでしたよ。ね、アメリア様」

　セドリックが苦く笑しようしながら言うのに、アメリアも頷うなずく。

「はい、大だい丈じよう夫ぶですよ。スージーさんが選んでくれたドレス、皆みんな褒ほめてくださいました。とてもセンスがいいって。さすがスージーさんですね」

　にっこり笑えば、スージーはようやくほっとした表情を見せてくれる。

「お帰り、アメリア」

　ユージンが一歩前に出て、声をかけた。

『お帰り』。そう言われてようやく、家に帰ってきたのだと実感が湧わいた。そして、朝からずっと張りつめていた気持ちが緩ゆるむのを感じる。

　ユージンはスージーと同じように、アメリアを頭から足先まで一いち瞥べつした。それから、横に立つセドリックに向き直る。

「彼女を守ってくれてありがとう」

　セドリックは目を見張り、すぐにぶんぶんと手を横に振ふった。

「いえっ、俺は大したことはなにもしていませんから！　お礼を言っていただくことはありません」

「そうですよ、伯はく爵しやく。この馬ば鹿か息むす子こには過ぎた言葉です」

　マーティンが憮ぶ然ぜんとした顔で言うのを見て、ユージンが小さく笑う。

「そんなことはない。マーティンもご苦労だった」

　ユージンはそう言って労ねぎらうと、マーティン親子にキューガーデンでの報告を求めた。聞き終えると、労うように二人の肩かたを叩たたいた。

「本当によくやってくれた。今日はゆっくり休んでくれ」

「ありがとうございます。セドリック、行くぞ」

　マーティンがお辞じ儀ぎをして退室しようと、息子の名を呼ぶ。

「あっ、ちょっと待って」

　セドリックはマーティンに制止をかけると、アメリアに駆かけ寄った。

「今日はありがとうございました」

　律りち儀ぎに頭を下げるセドリックに、アメリアは微笑ほほえむ。

「お礼を言うのは私の方ですよ。付き添そってくれて、ありがとうございました」

「初航海はどうでした？」

　キューガーデンに行く馬車での会話が思い返される。目を閉じて、今日一日を振り返った。

「セドリックさんの言う通り、初めての景色が見られました。それに、たくさんの人と出会えました」

　アメリアの答えに、セドリックは「良かった」と笑う。

「たくさんの人の中には、セドリックさんも入ってますよ」

　そう言い添えると、セドリックは目を丸くし、次いでくすぐったそうに頰ほおを搔かいた。

「俺はまだ休きゆう暇か中なんで、何かあれば呼んでください。すぐ飛んできますので！」

　頼たのもしい笑え顔がおでそう言い添えると、セドリックはマーティンと共に屋敷から出て行った。

「……やっぱり油断ならないわ」

　スージーがむうっと唇くちびるを歪ゆがませてセドリックの背中を見ていたが、アメリアは気付かなかった。










　アメリアは、さっそくユージンの書しよ斎さいで報告をした。グレンとテッドもユージンの後ろに控ひかえてアメリアの話を聞く。

「エイブラム・マコーリーは、私の方で調べてみよう」

　ユージンがグレンをちらりと見ると、心得たというようにグレンが頷いてみせた。

「お願いします。キューガーデンの園長にも一応調べてもらえないかお願いしたんですが、だいぶ昔の方なので、他に記録が残っているか分からないって言われて」

「昔の人間を調べるなら、私達の方が得意だよ」

　確かに、彼自身百年以上生きているのだから、いくらでも調べようがあるのだろう。優やさしい笑みを浮うかべてくれたが、アメリアは不意に目の前のユージンが、悲しんでいるように見えた。

　──朝に扉とびらが閉まる前に見た時の顔も、こんな表情だったわ。

　どうしたのだろう、とアメリアは不安になる。有力な情報かは分からないが、こうして手がかりは見つかったはずだ。それなのにユージンは、あまり元気がないように見える。

　アメリアの視線に気付いて、ユージンが笑みを返す。この笑顔が曲くせ者ものだといつも思う。アメリアを嬉うれしがらせる笑顔だが、これ以上踏ふみ込んでくるなと壁かべを作られるのもまた、この魅み力りよく的な笑みなのだ。

　ユージンが指示を出して、グレンとテッドが部屋から出て行く。

　急に二人きりにされて、アメリアは落ち着かない気分になった。

「アメリア。キューガーデンはどうだった？　今まで行ったことがなかったんだろう？」

「え？　ええと、はい。本当にすごく素す敵てきでした。見たこともない植物がいっぱいで、特に南国から取り寄せたものは色使いが鮮あざやかで驚おどろきました。腕のいい庭師の技術のおかげで、そんな異国の植物さえ調和がとれるんです。夢みたいな場所でした」

「そうか」

「敷しき地ちも信じられないくらい広くて、私はすぐ疲つかれてしまったんですけど、セドリックさんは体力が有り余ってるみたいでした。この芝しば生ふは走り込みをするのに適してます！　なんて言っていて思わず吹ふき出してしまいました」

　思い出してくすっと笑い、ユージンがじっとこちらを見ているのに気付いて我に返った。

「あ！　でも私もセドリックさんも、遊んできたわけじゃなくて！」

「分かっている。こんな手がかりも見つけてきてくれたんだ。遊んでいたなんて思わないよ」

「そ、そうですか」

「少しでも、君がキューガーデンに行って楽しかったと思えたら、それでいいんだ」

　優しい言葉だった。それなのに、距きよ離りを感じる。

「あの、伯爵……」

「長く話に付き合わせて悪かった。今日は疲れただろう、早く眠ねむったほうがいい」

「伯爵」

　話を畳たたもうとするユージンの言葉を、静かな口調で遮さえぎった。ユージンが、少し驚いたように目を瞬またたかせる。

　アメリアは赤くなっていく頰を自覚しながら、ユージンに目を合わせて言う。どうしてか今、言わなければいけない気になった。

「キューガーデンは、確かに素敵なところでした。でも、そこにオルブライト家の皆みんながいてくれたら、もっと素敵だったのにって思いました。私の横を伯爵が歩いてくれたら、一いつ緒しよに同じ風景が見られたら……、きっともっと、幸せだっただろうなって」

　最後は声が掠かすれ、恥はずかしさに負けて俯うつむいてしまう。ユージンの顔が見えなくなったが、アメリアの言葉に息を吞のんだような雰ふん囲い気きが感じられた。

　沈ちん黙もくが痛い。耐たえられなくなったのはアメリアの方だった。

「なんて、あの、ちょっと思っただけです。ごめんなさい、変なこと言って。じゃ、じゃあ私、部屋に戻もどりますね……」

　情けないが、逃にげることしかもう考えられない。ソファから立ち上がって扉に向かって歩こうとすると、背後から足音が聞こえて、目の前に腕うでが差し入れられた。アメリアの行く手を阻はばむように、ユージンが壁に手をついたのだ。

　前には進めない。だが後ろに下がっても、ますます部屋の奥に足を踏み入れるだけだ。どこにも逃げ場がないことに焦あせる。『捕とらわれる』という言葉が不意に頭を過よぎった。強く拘こう束そくされたわけでもないのに、この腕の中から抜ぬけ出せない。

　真横から感じるユージンの視線に、耳が焦こげ付くように熱くなっていく。互たがいの息いき遣づかいが聞こえてきそうなほど、距離が近い。

「あの……っ、こ、これじゃ部屋に帰れません」

「うん」

　震ふるえた声で訴うつたえると、相手の低い響ひびきが鼓こ膜まくを震わす。

　顔を合わせられない、と思った。ユージンの方を向いてしまったら、あの青い瞳ひとみを見てしまったら、本当にどこにも行けなくなってしまうような危機感が襲おそってきて、出て行くべき扉を一生懸けん命めい睨にらみながら声を上げた。

「早く眠ったほうがいいって、伯爵が言ったんですよ……」

「……うん」

　聞いているのかいないのか、判別のつかない声だ。

「なにか、あったんですか……？」

　ユージンは答えない。それなのに、視線だけは何かを訴えるかのように雄ゆう弁べんだ。

　アメリアは言い方を変えた。

「私に、なにかできることはありますか？」

「できること？」

　ようやくユージンが答えてくれて、アメリアはせっかく摑つかんだ会話の糸口を切らないよう慌あわてて頷うなずく。

「私にできることなら、します。だから、言ってみてください！」

　ふ、と空気が動いた。ユージンが悩なやましげな溜ため息いきを吐ついたのだ。

「……前々から思っていたが、君は迂う闊かつすぎる」

「え？」

「私がなにかを言う前から、そんな簡単に安やす請うけ合いをしてはだめだ」

「か、簡単にじゃありません。ちゃんと覚かく悟ごを決めて言ってます」

「君を泣かせてしまうようなことでも？」

「…………」

「君は泣いて嫌いやがるかもしれない。そういうことを、私がしたいと言っても？」

　アメリアは混乱した。なにを要求されているのかが分からない。

　──分からない、けど。これだけは分かる。

　アメリアは、自分の言葉通り覚悟を決めてユージンに向き直った。

「私が嫌がることを、伯はく爵しやくはしません」

　ユージンはぎゅっと眉まゆを寄せた後、皮肉な笑みを口元に乗せた。

「随ずい分ぶん信しん頼らいしてくれているようだが、それは買い被かぶりだ」

「買い被りじゃありません。それに、本当に私が嫌がるようなことなのか、聞いてみないと分からないじゃないですか。泣かないかもしれないし、もしかして私にとって、う、嬉しいことなのかもしれない」

　虚きよを衝つかれたようにユージンが目を見開き、次いで大きく首を横に振ふった。

「ない」

「え？」

「そんなことは絶対にない」

　吐き捨てるような声だった。

「伯爵？」

「すまない、アメリア。出て行ってくれ」

　目の前から、腕が外される。ユージンは片手を自分の顔に当てており、表情は見えない。

「勝手を言ってすまなかった。──一人にしてほしい」

　それがあまりに胸に迫せまる声で、アメリアはこれ以上何も言えない。彼の懇こん願がんどおり、静かに部屋を後にする以外、できることはなかった。










　バタン、と扉が閉まる。

　アメリアがいなくなると、部屋はいっそう暗さを増した気がする。

　ユージンは壁に体重を預け、目をきつく閉じた。自分を戒いましめるように、一度だけゴンと壁に軽く後頭部を打ち付ける。

　──何をやってるんだ、私は。

　ここ数日、ユージンは自分の中の暗い感情を必死に抑おさえこもうとしていた。

　アメリアが品評会に出ると言い出した時、頭では冷静に、彼女の提案に乗るのが得策だと計算する自分がいた。オルブライト家では、昼に出歩くことのできる人間は少数しかいない。ましてやすべての事情を知る人間となると、アメリアかロイドしかいない。

　危険は百も承知だが、アメリアが外へ出て行くことで、手がかりを得る可能性はずっと高くなった。その場で足あし踏ぶみをしているような現状から打開されたのだ。現に彼女はこうして、重要な手がかりを見つけ出してきてくれた。

　──それなのに私は、手がかりを得たことを心の底から喜んでいない。

　ユージンは、思い知っていた。

　品評会に行くために、セドリックの腕に手を載のせたアメリアの姿。二人はそろって、ユージンが決して出ることの叶かなわない光の下もとへと出て行った。

　ユージンがアメリアの横を並んで歩けるのは、暗い夜の闇やみの中だけだ。だが人間であるセドリックは、アメリアをいつだって明るい場所に連れ出し、彼女の愛する光溢あふれた庭園へと導いてやれる。

　二人の寄り添そう姿を目まの当たりにした時、ユージンが感じたのは、焦げ付くような嫉しつ妬とと、自分の無力さだった。

　何度も味わってきたはずの人間と吸きゆう血けつ鬼きの壁かべを再び思い知らされ、それでも冷静になろうと努めてきた。その壁をなくすために今、自分も仲間も、そしてアメリアも頑がん張ばっているのだ。嫉妬など見けん当とう違ちがいも甚はなはだしいと、自分を律してきた。

　だがどうしても消えない、拭ぬぐえない思いがある。それは太い根を張ってユージンの心に巣食い、呪のろいのように繰くり返し存在を主張してくる、仄ほの暗ぐらい感情だった。

　──私はアメリアを、どこにも出したくないと思っている。

　アメリアが外に出ていくことは、本来は喜ばしいことだ。吸血鬼に狙ねらわれてさえいなければ、もっと屋や敷しきから出して、人と触ふれ合ってほしいと思っている。彼女の人ひと柄がらならば、すぐにたくさんの友人ができるだろう。彼女もきっとそれを望むはずだ。

　バーンズ家でずっと閉じ込められるように過ごしてきたからこそ、自分のところでは自由に振る舞まってほしい。その気持ちに、噓うそ偽いつわりはないと言える。幸せになってほしいと今も心から願っている。……それなのに。

　品評会にアメリアが出ている間、ユージンは彼女が心配でたまらなかった。

　なにか危険なことがあっても、自分はすぐには助けに行けない。今この瞬しゆん間かんにも彼女は命の危険にさらされ、悲鳴を上げているのかもしれない。

　想像はあまりに鮮せん明めいにユージンの脳のう裏りに描えがかれ、狂くるおしいほどもどかしい時間を過ごした。

　──この屋敷に、自分の腕の中にいれば、どんな危険からも守ってやれるのに。

　閉じ込めたい、誰だれの目にも触れさせたくないとユージンは思った。太陽の下ではなく、夜の闇の中に隠かくれて、自分の腕うでの中にずっといてくれればいいのに、と。

　はっと我に返った時、ユージンは自分の湧わき上がった感情に戦せん慄りつした。

　恋こいに浮うかれた可愛かわいい独どく占せん欲よくなどでは決してない。相手の意思など無視した、自分が不安から逃のがれたいだけのひどく矮わい小しような考え方だ。これでは、バーンズ男爵がアメリアを屋敷に閉じ込めていたことと何も変わらない。

　それだけではない。ユージンは、自分が清せい廉れん潔けつ白ぱくとは程ほど遠とおい人物だと知っている。吸血鬼になった経けい緯いからしてそうだ。そして百年以上生きていくなかで様々な人と出会っては別れ、裏切りや欺ぎ瞞まんなど、嫌な部分を嫌というほど見続けてきた。

　グレンと出会う前などは、決してアメリアには聞かせたくない過去だ。弟が死んで自じ暴ぼう自じ棄きになっていた頃ころで、まだ動物の血で贖あがなえると知らなかった。ユージンは嫌けん悪おでのたうち回りながらも、耐たえられない飢き餓が感かんから人間を何度も襲った。何度も人を騙だましてきた。

　生きる為ためだと、仕方がないことなんだといくら言い聞かせても、血を啜すする自分の獣けもののような行動が恐おそろしかった。冷静に食料を仕留めようと算段する自分を心底軽けい蔑べつした。

　いつもは感じない。だが心の奥底には常に、そんな暗く鬱うつ屈くつした自分が存在していた。

　アメリアに惹ひかれていくたび、彼女の真っ直すぐな清廉さを目にするたび、汚けがれた自分を実感する。それはアメリアを外に出したことで、急速に深まった。セドリックの隣となりで微笑ほほえむアメリアの姿が、本来あるべき彼女の未来なのではないだろうかと、あの瞬間考えてしまったのだ。

　ユージンはくしゃりと手で自分の髪かみを乱した。

　先ほど、アメリアが言ってくれた言葉が思い返される。

『私にできることなら、します。だから、言ってみてください！』

　アメリアは優やさしい。いつも大きな心で、ユージンを包み受け止めてくれる。それに何度も救われてきた。だが今は、彼女の優しさが、向けられる信しん頼らいが苦しい。その信頼を手て酷ひどく裏切ってやりたくなるような、凶きよう暴ぼうな気持ちが身の内を渦うず巻まく。

　こんな暗さや歪ゆがみを持つ自分が、アメリアの傍そばにいていいのだろうか。本当に彼女の傍にいるべきなのは、あの実直なセドリックのような青年なのではないか。

　自分を嫌ってほしい。ユージンは初めて、身勝手にもそんなことを考えた。
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　品評会から二日が経過し、銀の薔薇ばらの木に目立った変化はなかった。枯かれもしないが、生長もしていない。今日も朝からローズガーデンに出ていたアメリアは、薔薇の木を見て安あん堵どとも落らく胆たんともつかない溜ため息いきを漏もらした。

　じりじりと気が焦あせる思いを抱かかえながら屋敷に戻もどると、グレンがアメリアを呼ぶ。

「アメリア様。ユージン様の書しよ斎さいに来ていただけますか。エイブラム・マコーリーのことで、分かったことがありますので」

「本当ですか！」

　アメリアは急いで書斎へと向かった。

　書斎にはユージンがいつものように座っており、テッドとスージー、ロイドの姿もあった。アメリアの後ろからグレンが部屋に入ってきて、扉とびらを閉める。

　ユージンがゆっくりと手を組んで話し出した。

「エイブラム・マコーリーだが、少し捜さがすのに手間取ってしまってね。というのも、彼は名前を変えていたんだ」

「名前を？」

「ああ。ジェイク・スペンサーというのが、彼の第二の名前だ。妻と二人の息むす子こがいたが、彼らも名前を変えた。家族そろってヨークシャーで農業に携たずさわっていたらしい」

　ヨークシャーはイギリスの北方に位置する地域だ。

「名前を変えた、ね……。俺もあちこち転々としてた時は偽ぎ名めいを使ったなあ」

　ロイドがしみじみ考え込むように腕を組んで言った。

「そういうことをしたがる人間の心理はいくつかあるが、まあ一番は、誰かから身を隠したいってことだな」

　身を隠す。アメリアはごくりと喉のどを鳴らした。一体誰から？

「とにかく、エイブラム・マコーリーもといジェイク・スペンサーは、ヨークシャーで新たな生活を始めた。その後、二人いる息子のうち二じ男なんは、父親の才を受け継ついだのか、ロンドンの男だん爵しやく家で庭師になった」

　そこで言葉を切り、ユージンは部屋にいるアメリア達を見つめた後、続ける。

「そして今、二男の孫がエルフォード家の庭師として働いているらしい」

「ええと息子の孫だから……、ジェイクは曾そう祖そ父ふってことですか」

　テッドが自分の指を折りながら首を傾かしげた。

「そうなるな。とにかく、一度その庭師に会ってみたい。まずはエルフォード家に許可をもらわなければならないから、夜会に行ってくる。随ずい分ぶん前から、招待状はもらっていたんだ」

　今は社交シーズンであり、どの屋敷でも連日夜会が開かれている。名家であり、見み目め麗うるわしい独身の当主がいるオルブライト家も、溢れるほどたくさんの招待を受けていた。

　ユージンも最近は夜会に赴おもむき、色々と情報を探さぐっているようだ。

「あのっ、私も行ってもいいですか」

　アメリアは手を上げた。ユージンが溜息を吐つく。

「言うと思ったよ。だが私一人で大だい丈じよう夫ぶだ」

　テッドが明るい声で口を挟はさんだ。

「いいと思いますよ。夜会なら俺も護衛できますし。パートナーがいた方が、エルフォード家の方々ともスムーズにお話しできるんじゃないですか。それにユージン様、夜会に行くとご令れい嬢じよう達がいつも集まってきて大変そうですし。ここでアメリア様を連れていけば、彼女達もいらない期待を持たないで済みます」

「テッド」

　ユージンが睨にらむが、テッドはどこ吹ふく風で、にこりとアメリアに微笑む。

　ロイドが慌あわてた様子で声を上げた。

「待て待て待て！　勝手に話を進めるな。俺は反対だぞ！」

「ロイド様には聞いていません」

　今度はスージーが、テッドを援えん護ごするように言い含ふくめる。

「ユージン様、どうぞアメリア様と一いつ緒しよに行ってきてください」

　ユージンは何も言わず、困ったような顔をしただけだった。
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　そうして夜会当日。

　エルフォード伯はく爵しやく家の屋や敷しき前は、夜会の招待客の馬車でごった返していた。その中のひとつから、まずはユージンが降り立つ。テッドが開けた馬車の扉から現れた見目麗しいユージンの容よう貌ぼうに、屋敷に入る前から令嬢達が騒さわぎ出している。他ほかの客人達も、思わずといった様子で彼に視線を向けて、ひそひそと噂うわさ話ばなしに興じる。

　しかし、それらの声はすぐに止やんだ。いつもならそのまま屋敷へ入ろうとするユージンが、馬車の中へ向かって手を差し出しているのだ。

　手て袋ぶくろに包まれた華きや奢しやな手が、おずおずとユージンの手のひらに載のる。

　ユージンに導かれて姿を現したのは、真っ青なドレスに身を包んだ女性だった。滑なめらかな生き地じが光こう沢たくを放っており、女性が歩くたびに淡あわく輝かがやく。装そう飾しよくが少ない代わりに、ひとつに纏まとめられた髪に飾かざられた大きな白い百合ゆりの花が目を惹き、可か憐れんな上品さを醸かもし出している。

　女性、アメリアは、向けられる視線の数に圧あつ倒とうされていた。思わずユージンの腕に置く手に力を込めると、気付いたのか顔を寄せてくる。

「どうした？」

「……なんでもありません」

　向けられる視線が更さらに鋭するどさをもって増えた気がする。主に若いご令嬢から。

「声が震ふるえている。やはり屋敷に戻ろうか」

　気き遣づかわしそうに言ってくるが、その手には乗るものかとアメリアは精せい一いつ杯ぱい背筋を伸のばした。

「か、帰そうとしても、そうはいきませんから！　平気です！」

　渋しぶっていたユージンを説得して連れてきてもらったのだ。足手まといにならないようにしなければならない。

　ユージンは困ったように溜息を吐いた。

「私は帰りたくなってきたよ」

「ですから、私は平気……」

「こんなに綺き麗れいな君を、どうして他人に見せなくてはいけないんだ」

　アメリアはぐっと言葉を飲み込み、意地で真顔を保った。

「……そうやって茶化しても無む駄だですから。さあ、行きましょう」

「おや。毎回君の反応する姿を見るのが楽しかったのに、もう慣れたのかい？　残念だ」

　やっぱりからかわれたのだと、アメリアはユージンを睨む。だが、楽しそうな顔をしているとばかり思っていたユージンは、どこか複雑な笑えみを浮うかべている。

　やはり、最近のユージンはどこかおかしい。なにかをずっと思い悩なやんでいるようだった。だが、彼の心は固く閉とざされている。そこにアメリアを立ち入らせてはくれない。

「仕方がない。君が大丈夫だと言うなら、中に入ろう」

　ユージンに背中を軽く押される。テッドの方を見ると、ひらひらと手を振ふってくれた。彼はとりあえずは、御ぎよ者しやと共に馬車に残るようだった。

「いってらっしゃいませ。なにか異常があればお呼びします」

　テッドの声に送られて、二人で歩き出す。

　夜会の会場に入った途と端たん、アメリアは眩まぶしさに目を細めた。煌きらびやかなシャンデリアの下、美しく着き飾かざった貴婦人や令嬢、そして貴族の男性達が思い思いに談だん笑しようしている。部屋の奥では弦げん楽がつ器きの四重奏が演奏されていた。

　ユージンとアメリアが入ってきた途端、一いつ斉せいに好こう奇きの目が向けられる。

「まあ、見て。オルブライト伯爵よ」

「いつ見ても素す敵てきねえ」

「隣となりにいる方はどなた？　見かけない顔だけど」

「どこのご令嬢だろう。伯爵の婚こん約やく者かな」

　様々な憶おく測そくが囁ささやかれるのが分かる。こんなにも注目を集めているというのに、ユージンは悠ゆう然ぜんと前を向き、穏おだやかな笑みまで浮かべている。

「アメリア」

　周囲に気をとられていると、不意に耳元で名前を囁かれた。

「向こうにいるのがエルフォード家の当主であるクラークだ。行こう」

　ユージンは流れるような仕草でアメリアをエスコートし、クラークの前へと立った。

「本日は、お招きいただきありがとうございます」

　ユージンが軽く目礼する。クラークは、四十代後半のすらりとした体たい軀くの男性だった。

「おお。オルブライト伯爵。あなたが来ると、女性達がざわめくのですぐ分かるな」

　茶化した様子で軽口を叩たたくクラークに、横にいる奥方だろう女性も微笑ほほえむ。

「でも今日は皆みな様さま、伯爵の隣にいらっしゃるレディに興きよう味み津しん々しんみたいだわ。そちらは？」

　奥方の視線がアメリアに向けられた。ユージンはにこやかに言う。

「従妹いとこです。実は体が弱くてずっと屋敷で療りよう養ようしていたんです。ようやく回復してきたので、華はなやかな場に連れて行きたいと思いまして」

　すらすら噓うそを言うユージンに紹しよう介かいされて、アメリアはぎこちなく膝ひざを折った。

「アメリアと申します」

　会場の人達が、こちらに耳をそばだてているのが分かった。ユージンが従妹だと明かすと、溜ため息いきのようなさざなみが会場中に広がる。

「だったら今日は心行くまで楽しんでちょうだいね。ああ、娘むすめを紹介するわ。ベルよ」

　両親の後ろから、女性がひょいと顔を出した。輝くような金きん髪ぱつの持ち主で、アメリアより少し年とし嵩かさくらいだろう。

「ベルもずっと病弱な子だったの。きっと辛つらさや楽しさを分かち合えるんじゃないかしら」

　確かに、抜ぬけるような肌はだの白さと瘦やせた体軀は母親の言う病弱さを感じさせるものだったが、丸い瞳ひとみは利発そうに輝いており、儚はかなげな印象はない。

「初めまして。お会いできて嬉うれしいわ」

　にっこり気持ちよく微笑まれて、アメリアもドキドキしながら「初めまして」と微笑み返す。

「ベル様。アメリアの友人となっていただけたら嬉しいです」

　ユージンが言い添そえると、ベルは大きく頷うなずいた。

「もちろんよ。ねえアメリア様は、花はお好き？　我が庭園を是ぜ非ひお見せしたいわ」

　アメリアははっとしてユージンと顔を見合わせる。願ってもない申し出だ。

「今はだめよ、ベル。今日アメリア様は夜会にいらしたんだから」

　奥方が窘たしなめると、ベルは「分かってます」と肩を竦すくめてみせた。

　アメリアも今すぐ庭園を見たいとは思ったが、行ってもこんな夜に庭師がいるはずもない。逸はやる気持ちを抑おさえて、ベルに向き直った。

「あのっ、是非、今度お庭を見せてください！　それで、庭師の方ともお会いできたら……」

「庭師？」

　ベルがきょとんと首を傾かしげる。

「アメリアは植物が好きなんです。庭造りにも興味がありまして。エルフォード家の素す晴ばらしい庭園を見せていただけるなら、大変ありがたいことです。その庭園を造った庭師にも、話が聞けたら嬉しいのですが」

　焦あせるあまりに少々唐とう突とつになってしまったアメリアの言葉を、ユージンがフォローしてくれる。

　ベルはそういうことなら、と乗り気になって、明日庭園を案内してくれると約束してくれた。










　エルフォード家との挨あい拶さつが終わり、アメリアとユージンはワインを片手に夜会に参加していた。ちらちらと若き令れいじ嬢よう達の視線が向けられているが、ユージンは体ごとアメリアに向き直って、他と話すつもりはないと態度で示している。

「また君を屋敷から出すことになってしまったな」

　昼に庭園を訪おとずれる約束をしたため、ユージンは同行できない。またセドリックに頼たのまなければならないだろう。

「私は大だい丈じよう夫ぶですよ」

「君はどんどん強くなるな」

　心配させないよう努めて明るく言うと、ユージンが苦笑する。厭いとうているようには見えないが、心から嬉しがっているようにも見えない。だが理由を聞いても、きっと答えてはくれないだろう。アメリアはまた、自分との間に壁かべを作られているように感じて悲しくなった。

「……吸きゆう血けつ鬼きの……」

　不意に背後で聞こえてきた単語に反応して、アメリアは肩を揺らした。ユージンが宥なだめるように一いつ瞬しゆんだけアメリアの腕うでに触ふれる。

　そっと振り向くと、五人ほどの男女がひそひそと会話を交かわしていた。

「昨夜も死人が出たのですって。やはり全身の血が抜かれていたそうよ」

「まあ、恐おそろしい」

「本当に、まるで吸血鬼だわ……」

　貴族達が話しているのは、ここ最近ロンドンを恐きよう怖ふに陥おとしいれている殺人事件のことだ。今やゴシップ紙だけでなく、貴族が読む高級紙までもが連日報道しているため、アメリアも知っている。ユージンにおいては、深夜にテッドと出かけては、殺人事件について調べているらしい。

　ちらりと窺うかがったユージンの顔に、特別な感情は見受けられない。だが、だからといって何とも思っていないはずがないのだ。

「あの、伯はく爵しやく……」

「おやおや！　麗うるわしき伯爵が壁の花とはもったいない！」

　アメリアがユージンに呼びかけると同時に、陽気な声が上がった。

　振り向くと、ワインで顔を赤らめた紳しん士しが笑っている。

「これは……、アッカー侯こう爵しやく」

　ユージンが丁てい寧ねいに目礼する。

「オルブライト伯爵は可愛かわいい従妹殿どのに夢中で、他ほかの女性には見向きもしないようだ。だったら、向こうで男同士の話をしないか？　君の領地の経営手しゆ腕わんについて聞きたい人間がたくさんいるんだ」

　アッカー侯爵の指差す先には、確かに数人の紳士の姿がある。ユージンが逡しゆん巡じゆんするような表情を見せた。積極的に行きたいわけではないが、侯爵という身分から、無下にも断れないという迷いが感じられた。

　アメリアはそっと伯爵の腕に手を添えて促うながす。

「伯爵。私ならここで大人しくしていますので、どうぞ行ってください」

「アメリア」

「ほら、従妹殿もこう言ってくれているではないか」

　ユージンは迷ったような顔をしたが、再三の申し出を受けて、アッカー侯爵のところへ行くことに決めたようだった。

「アメリア。私の目の届く範はん囲いにいること。分かったね？」

　最後に心配そうに言い添えた言葉に、アメリアは大きく頷いておいた。

　紳士達と談笑するユージンの背中を視界の隅すみに捉とらえながら、アメリアはゆっくりとバルコニーへと向かった。

　バルコニーへと出ると、庭園が一望できる。暗くてしっかりとは見えないが、左さ右ゆう対たい称しようの計算された整形庭園が眼下に広がっていた。ベルが庭を見せたがっていたことも頷ける。エルフォード家の庭師は、素晴らしい力量の持ち主らしい。

「すごい……」

　しばしば庭園に見とれていると、バルコニー付近で話をしている貴族達の会話が耳に入ってきた。最初は気に留めていなかったのだが、不意にユージンの名前が出てきて思わず凝ぎよう視ししてしまった。

「侯爵に取り入って、金の算段か。こういう時ばかりは顔を出すんだな、オルブライト伯爵は」

　見ると、二人の若い紳士が会話している。時折皮肉げにユージンを見つめる姿には、ありありとした鬱うつ憤ぷんが感じられた。

「狩しゆ猟りようも競馬も射しや撃げきも、どんなに誘さそっても来ない。来るのは夜会だけなんて我々貴族を馬ば鹿かにしている」

　アメリアはもどかしさに唇くちびるを嚙かんだ。狩猟も競馬も射撃も、すべて日の下で行うものだ。ユージンが参加できないのは当然で、好きで断っているわけではないだろう。だがそんなことは、目の前の若い紳士達には知るべくもないことだ。

「オルブライト伯爵は、社交という貴族としての責務を果たしていない。それなのに、伯爵家はますます繁はん栄えいの一いつ途とを辿たどっている。我々が必死に上の貴族に取り縋すがろうと努力している行こう為いを、嘲あざ笑わらわれているようだ」

　嘲笑ってなどいない。アメリアは拳こぶしを握にぎりしめる。

「夜にしか姿を現さない伯爵か……。まるで、今噂うわさになっている吸血鬼のようではないか」

　思いついたように上がった声に、心臓が凍こおりついたように冷たくなった。

　片割れの貴族が笑う。

「吸血鬼だなんて、架か空くうの生き物だろう」

「ふん。そんなことは分かっている。だったら日のある内は、怠たい惰だに寝ねているのだろうな。昼は眠ねむって、夜はご令嬢達の注目の的か。なんとも楽な人生だ、代わってほしいものだよ」

　──楽な、人生？

　凍りついていた心臓は、貴族が吐はき捨てた言葉で急速に熱を持った。もう我が慢まんができず、アメリアは二人の貴族の前へ行って、声を上げた。

「伯爵は領民のことを考えるよき領主です！　立派に貴族の責務を果たしています。怠惰に寝ているとか、楽な人生だとか……、今すぐその言葉を撤てつ回かいしてください！」

　突とつ然ぜん目の前に現れた令嬢に目を丸くする貴族達だったが、アメリアがユージンの従妹いとこと紹介されていた娘むすめと気付いて、ふん、と鼻を鳴らした。

「伯爵は、女性を味方にするのが上手うまいな。まあ、外見だけはいいようだから」

「外見なんて関係ありません。私は、彼が誠実な方だと思うから、そう言っているだけです」

　アメリアだって、多くを知るわけではない。だが日々一いつ緒しよに過ごしていくなかで、ユージンという人物に触れてきた。

　オルブライト領の広大な領地と住民を統すべる領主として、ユージンが昼間書しよ斎さいにこもって仕事をしているのを知っている。それに加えて、吸血鬼から人間に戻もどるために案を考え、指示を飛ばしていた。

　ようやく動き出せる夜を待って、昼に外に出られない代わりに夜会に赴おもむき、貴族同士のつながりを持つために奔ほん走そうする。そして限られた時間を使って、自分の足でロンドンの殺人事件の調査に向かう。

「楽な人生なんて、誰だれのところにもありません。あなたの目に伯爵がそう映るなら、伯爵は辛つらさを隠かくすのが上手なだけです」

　ユージンが弱音を吐くのを聞いたことがない。ユージンが休んでいるところだって、見たことがない。いつ眠っているのかと心配になって聞いたが、ユージンは「吸血鬼は頑がん丈じようにできているんだ」などと言って笑うだけだった。

　領民を大切に思っていることを知っている。屋や敷しきの仲間を、家族のように思っていることも。一刻も早く彼らを人間に戻したいと、苦しみながらも挑いどみ続けているのを、アメリアは知っているのだ。

「伯爵は、傷ついても何度だって前に進もうとする。諦あきらめないことの大切さを、私に教えてくれたんです。そういう人なんです！」

　アメリアはもう一度強く繰くり返した。

「撤回してください。さっきの言葉を」

「生意気な娘が……！」

　若い貴族の瞳ひとみに怒いかりが走り、アメリアの手首を荒あら々あらしく摑つかむ。アメリアが痛みに思わず顔を顰しかめた時だった。

「私の大切な人に、乱暴するのはやめてくれないか」

　いつの間にかユージンが現れ、貴族の手を摑んで鋭するどい口調で言う。

「オ、オルブライト伯爵」

「放していただけますか？　彼女が痛がっています」

　貴族の青年は怯ひるんだようにアメリアから手を離はなした。するとユージンは、アメリアを背中に庇かばうようにして後ろに引き寄せる。

「先ほどから、何事かと注目されていますよ。女性に乱暴するなど、紳士のする行為ではありませんね」

　見れば確かに、周囲の人達がこちらを心配そうに、もしくは興味の滲にじんだ顔で見つめている。夜会の主しゆ催さい者しやであるエルフォード家の当主も眉まゆを寄せているのを見て、二人の青年紳士は慌あわてたようにその場を離れていった。

　ユージンは二人の背中を見送ると、今度は周囲の人々に向かって、心配ないとばかりに穏おだやかな笑えみを浮うかべた。

「お騒さわがせしまして申し訳ありません。もう大だい丈じよう夫ぶですので」

　また会場が、和なごやかな雰ふん囲い気きに戻っていく。しかし、アメリアはじっと地面に視線を落としたまま動けなかった。

　頭上で、大きな溜ため息いきが聞こえた。

「……アメリア」

「…………」

「おいで」

　何も言えないアメリアの手を引いて、ユージンは会場を後にする。連れて行かれたのは庭園だ。屋敷の灯あかりが漏もれ出ただけの、ほとんど暗くら闇やみに包まれた庭園が出で迎むかえる。

　ユージンがアメリアに向き合う。

「アメリア。私は君に教えなかったかい？　勇気と無む謀ぼうは違ちがう。ああ、こうも言ったな。君は時々、向こう見ずになる」

　静かなユージンの声だけが聞こえてくる。今まで散々注意されてきたことだ。顔を上げられないまま、ぎゅうっと目を瞑つぶる。

「ごめんなさい」

「全くだな」

「迷めい惑わくをかけてしまって」

「君は私の心臓を止めたいらしい」

「勝手なことばかりして、あの」

「ありがとう」

「……え？」

　会話がずれている気がして思わず顔を上げると、ユージンは想像していたような怒おこった顔はしてなかった。それどころか……。

「どう、して。笑ってるんですか……？」

「ん？　君があまりに、嬉うれしいことを言ってくれたものだから」

「嬉しいって、私は伯はく爵しやくに迷惑をかけたんですよ？　伯爵の連れとして出向いたのに、あんな風に夜会の席で言い争ってしまって」

「うん。君はすごく勇ましかった。あの貴族の若造に全く負けていなかったよ」

「からかわないでください……！」

「からかってなどいない」

　ユージンの雰囲気が変わる。青い瞳に搦からめ捕とられ、アメリアは身動きできなくなった。

「私のために怒ってくれた。それが嬉しかった。心臓が、とまるかと思うほどに」

　ユージンはそっと、大事なものに触ふれるように慎しん重ちように、アメリアの頰ほおを包んだ。

「……歯がゆいな。この嬉しさを、どう君に伝えていいか分からない。言葉などでは、到とう底てい足りない気がする」

　もどかしげな様子でそう言われ、アメリアはユージンをじっと見上げる。

　彼はどこか困った顔をしていて、珍めずらしく言葉に窮きゆうした様子で拙つたない物言いをしていた。いつも余よ裕ゆうなユージンとは違うその姿は新しん鮮せんで、アメリアは可愛かわいいなと思ってしまう。心が温かくなり、気付けば笑みが浮かんでいた。

「伯爵が嬉しいと思ってくれたなら、もうそれでいいです」

「以前から思っていたが、君は無欲すぎるな。もっと欲しがるべきだ。丁度ここに、君に甘えてほしいと思っている男がいるんだが？」

　茶化したように片目を瞑るユージンに、動どう揺ようさせられるばかりのアメリアも言い返したくなった。

「だったらここに、伯爵を甘えさせたいと思う人間もいますよ」

　アメリアが両手を広げると、ユージンは思わぬ反はん撃げきを受けたように目を見開かせ、それから苦く笑ってみせた。端たん整せいな顔が、アメリアに近付く。

「……私は、君と違って無欲ではないよ」

　表情と潜ひそめられた声だけで、和んだような先ほどの雰囲気は瞬しゆん時じに搔かき消される。代わりに、甘い緊きん張ちよう感かんが身を包んだ。

「君は私を調子に乗らせるのが本当に上手い。君といると、すべてを許されたような気分になる。どんな自分も受け止めてもらえるのではないかと錯さつ覚かくする。そして──」

　ユージンは、アメリアの頰をついと指で撫なでた。優やさしいのにどこか熱っぽい仕草に、心まで撫で上げられたような気持ちになる。

「どこまで私を許してくれるのか、試ためしたくなる」

　つい先ほど、目の前の人を可愛いと思ったのが噓うそのようだった。今アメリアの前にいるのは、彼女の知らない大人の男の人だ。ユージンはなにかに耐たえるような表情をしていて、だがどこか、決定的な引き金が引かれるのを待っているような顔でもあった。

　今、試していいと許可を口にしたらどうなるのか。今アメリアの頰を撫でる指は、この近すぎる距きよ離りは、どうなってしまうのだろう。

　アメリアは何も想像できなかった。何も知らなかった。だから、恐こわいと思った。

　動揺が思いきり顔に出て、アメリアの顔を見たユージンが我に返ったように目を瞬またたかせた。それから、ゆっくりと離れていく。

「……帰ろう、アメリア」

　紳しん士しらしく手を差し伸のべるユージンに、先ほどの雰囲気はもうない。アメリアは小さく頷うなずくことしかできなかった。










　エルフォード伯爵家の夜会が終わり、ユージンとアメリアはオルブライト家へ帰る馬車に揺ゆられていた。

　馬車にはユージンとアメリアしかいない。

　先ほどから、アメリアがユージンの方をちらちらと見るのだが、ユージンが視線に気付いて見返すと、すぐに顔を俯うつむけてしまう。

　無理もない、とユージンは内心苦く笑う。すっかり恐がらせてしまったようだった。

　──抑おさえがきかなかった。

　ユージンは夜会を思い返す。貴族に言い返しているアメリアは、もうバーンズ家で怯おびえていた彼女ではなかった。折に触れて、アメリアが変わっていったのは分かっていたつもりだった。だがこうして目まの当たりにして、本来持っていた優しさはそのままに、花開くように変わっていくアメリアを、ユージンは誇ほこらしいと思った。

　アメリアは、自分自身の努力で得た強さでもって、しっかりとあの場に立っていた。閉じ込めて守りたいなどと言っていた自分が、おこがましいと思うほどだ。

『伯爵は、傷ついても何度だって前に進もうとする。諦あきらめないことの大切さを、私に教えてくれたんです。そういう人なんです！』

　──あんな風に思ってくれているなんて、知らなかった。

『伯爵は領民のことを考えるよき領主です！　立派に貴族の責務を果たしています』

『楽な人生なんて、誰だれのところにもありません。あなたの目に伯爵がそう映るなら、伯爵は辛つらさを隠かくすのが上手なだけです』

　必死に言い募つのってくれたアメリアの気持ちが、嬉しかった。オルブライト家の領主として努力し続けることは当然のことだと思っている。誰に評価されなくても、領民や仲間達が幸せであればいいのだ。だから何も知らない他人の批判など痛くもないし、今まで無視してきた。しかしアメリアが怒ってくれたことは、思った以上にユージンの感情を揺らした。

　ユージン本人さえ気づかなかった心にできた小さな傷を、アメリアは守ってくれたのだ。

　だから、距離を見誤って一歩踏ふみ込んでしまった。危なかったと自分でも思う。アメリアの怯えた顔を見なかったら、なにをしていたのか分からない。

　そこまで考えて、口元に歪ゆがんだ笑えみがのる。嫌きらってほしいと思いながら、決定的には遠ざけられない自分の中ちゆう途と半はん端ぱさがおかしい。

　──私は一体、彼女をどうしたいのだろう？

　その時、ガタン、と馬車が急停止した。バランスを崩くずすアメリアを、ユージンはすぐさま抱だき留める。

「な、なに？　どうしたんでしょう」

　ユージンの腕うでの中で、アメリアが困こん惑わくしたように外を見ようと窓に視線を向ける。

「テッド。何かあったのか？」

　ユージンは中から、御ぎよ者しやと共に外にいるテッドに声をかけた。

「それが、急に人が飛び出してきて……」

「──助けてください！」

　御者の声を搔き消すようにして、ドン、と馬車を叩たたく音と悲鳴のような女性の声がした。

　ユージンはアメリアを後ろに下がらせた後、すぐに扉とびらを開けた。

　もつれるようにして馬車の床ゆかに飛び込んできたのは、若い女性の姿だった。

　幾いく度ども転んだのか、腕に擦すり傷が何か所かあり、綺き麗れいに結ばれていたであろう髪かみは無残にも崩れてほどけかかっている。

　その姿を見たアメリアは、ユージンが止める間もなく横に来て、女性の手を取った。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　どうしよう、震ふるえてる……」

　アメリアが急いで自分の外がい套とうを女性に羽織らせようとして、ギクリと動きを止めた。ユージンもさっと険しい顔になる。

　女性の首筋に、小さな穴が二つ開いていた。そこから、血が流れている。

「落ち着いてください。怪け我がをしているようだ、これは？」

　ユージンが首元の傷について問いかけると、女性は涙なみだを流しながら恐きよう怖ふで喘あえいだ。

「きゅ、急に背後から襲おそわれたんです。拘こう束そくされたと思ったら、く、首元に嚙かみつかれて、血を……っ」

　そこで女性は、はっとしたように開け放たれた馬車の扉の先を見つめた。

「追いかけられているんです！　どうしよう、こっちに来たら……！」

　アメリアは今度こそ外套を広げて、女性ごと抱き締しめた。

「──アメリア。彼女とここにいなさい。絶対外に出ないこと。いいね？」

　アメリアは女性を抱き締めながら頷いた。

　ユージンは外に出ると、周囲を見やった。相変わらずの霧きりで、周囲が見えない。御者が、興奮した馬を宥なだめていた。

「ユージン様」

　音もなく、テッドが傍そばにやって来た。

「テッド。ここにいて、アメリア達を守ってくれ」

「ユージン様はどうするんですか」

「少し外を見てくる」

　ユージンは、ゆっくりと気配を探さぐりながら歩き出した。周囲には人ひと影かげもない。皆みな、血を抜ぬかれるなどというおぞましい殺人の被ひ害がい者しやにはなりたくないのだ。

　ここ最近、夜会に出ない日はロンドンの殺人事件を探っていたユージンは、足取りも確かに進んでいく。今歩いている道も、テッドを伴ともなって何度も歩いた道だった。

　しばらく歩いた頃ころだった。右側の小さな裏通りから不意に人影が襲ってくる。ユージンは体を捩ねじって躱かわし、間合いを取って人影と対たい峙じした。

「やはり、ディオンの手先か」

　見たことのある顔だった。いつもディオンの後ろに、影かげのように控ひかえている従者だ。

　従者は肯こう定ていも否定もせず、次の攻こう撃げきにうって出る。彼は短たん剣けんを持っていた。閃せん光こうが閃ひらめき、ユージンの眼前に刃やいばが迫せまる。ユージンは動きを読んでおり、剣共々振ふり降りてきた腕を、自身の左ひだり腕うでで防ぼう御ぎよしながら勢いを殺した。そのまますばやく腕を返して、相手の短剣を持った腕を捕とらえる。

　従者は顔色を変えることなく、自分の腕を捻ひねってユージンの手から逃のがれた。適切な間合いをとって、すぐさままた腕を振り上げて剣を向けてくる。ユージンは攻撃を防ぐと、すばやく自身の胸むな元もとから短剣を取り出し、刃を従者の手首に押し付け、留めた。それから相手の腕を右側へと力いっぱい引く。

　従者の手が引き寄せられるのを見て、ユージンは自分の持つ剣の柄つかで相手の頭を打ち付けようとした。気付いた従者が腕を上げると、ユージンはすぐ自分の腕を引いた。それから死角となって眼前に現れた従者の腕めがけて短剣を突つき刺さす。

　痛みに息を吞のむ従者が、後ずさるように下がって、それからぱっと身を翻ひるがえした。

「待て！」

　ユージンが追いかけるが、その姿はすぐに霧に紛まぎれて見えなくなってしまった。深追いする危険は冒おかさず、ユージンはその場で大きく息を吐はく。

　──とにかく、一連の事件がディオンの仕し業わざなのは確実になった。

　苦々しい事実を嚙みしめながら、馬車へと急いだ。

　馬車に戻もどると、そこにはすでに人だかりがあった。テッドが呼んだのか、スコットランド・ヤードの巡じゆん査さ達の姿もある。更さらに騒さわぎを聞きつけて、命知らずの野次馬が現れていた。

　襲われた女性は、恐怖が引き金となって、興奮気味に事件のあらすじを巡査に語っていた。首筋を晒さらして血を吸われたと証言すると、その場の人々が大きくざわめく。今までは、襲われた人間はすべて亡なくなっていた。しかし目の前の女性は、初めての生きた証言者なのだ。

「本当に人が血を吸ったのか？」

「どうやって？　嚙み痕あととは違ちがうんだぞ。まるで鋭するどい針に刺されたようじゃないか……」

「人間にこんなことはできない」

「でも、それじゃあ……」

　野次馬の声がそこで途と切ぎれた。皆、同じことを考えたのだと分かった。恐おそろしくて口にできなかっただけだ。

　彼女の証言により、人々の脳のう裏りにはっきりとひとつの疑ぎ惑わくが浮うかんだのをユージンは感じ取った。それは今までは、「まさか」と一いつ蹴しゆうされてきた可能性だ。

　だが今、人々は「もしかして」と思い始めている。

　もしかして本当に、吸きゆう血けつ鬼きと呼ばれる存在がロンドンの人達を襲っているのかもしれない。

　ユージンは胸むな騒さわぎを感じて落ち着かなくなった。

　恐怖というものは伝でん染せんし、大きくなるほど制せい御ぎよが利きかないものだ。それが今、ロンドンの街を覆おおっている。そして人々は、恐れるべき、排はい除じよすべき対象を知ったのかもしれない。

　では人間は、その時どうするのだろうか？

　その答えをユージンはまだ知らない。だが、知るのはすぐだった。
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　エルフォード伯はく爵しやく家での夜会から一夜明けた次の日、アメリアはさっそく昼に屋や敷しきを訪おとずれた。ワーズワース家の庭師だったエイブラム・マコーリーのひ孫、マドック・スペンサーに会うためだ。

　アメリアの傍かたわらには従者に扮ふんしたセドリックがおり、興味深そうに屋敷を眺ながめている。アメリアはセドリックに、マドックの曾そう祖そ父ふについて調べていると簡単にだが説明していた。

「ひ孫といっても、マドック氏は七十近いんですよね？　曾祖父のことをどれだけ知っているんでしょうか」

　ひそりとセドリックが耳打ちする。アメリアとユージンも懸け念ねんしていることだった。

「ええ。なにか聞いているといいんですけど」

　他人の記き憶おくに頼たよらなければいけないのはなんとも頼りないものだが、今は少しでも手がかりとなるものがほしい。

　アメリアが祈いのるような気持ちでいると、エルフォード家の一ひと人り娘むすめベルが出で迎むかえてくれた。

「アメリア様。ようこそ我が家へ」

　ベルがにこやかに挨あい拶さつをして、アメリア達はエルフォード家の庭園へと招かれた。

「マドックと話したいとおっしゃっていたから、お茶も庭に運んでもらったの」

「お気き遣づかいありがとうございます。ベル様」

　アメリアは丁てい寧ねいに礼を言って、彼女の後を追って庭園の中へと足を踏ふみ入れる。

　庭を見回し、思わず感かん嘆たんの溜ため息いきを漏もらした。

「昨夜ゆうべ、少しだけ見させていただいた時も美しかったですが、こうして明るい時間に見るといっそう庭の素す晴ばらしさが分かりますね」

　エルフォード家の庭園を一言で表現するなら、『緻ち密みつな庭』だろうとアメリアは思う。

　庭園の造り方には色々あって、あえて仕切りなど拘こだわらず無造作に植物を植えることで、手を加えていない自然な風景を造り出す方法があり、アメリアとマーティンが造る庭はそれに近い。逆に、細部の細部まで計算し、色の調和や花が咲さくタイミングまで演出する庭造りがある。

　今、アメリアの目の前に広がる庭は、人の知識と手が極限まで加えられた、丁寧で精緻な庭だった。

　──でも……、あれ？

　ふとアメリアは違い和わ感かんに目を眇すがめる。計算され尽つくし、一分の隙すきもなさそうに見える庭に、僅わずかな欠落感のようなものを感じたのだ。

　──なんだろう？　なにかが……足りない？

　庭をゆっくりと眺めながら、無意識にマーティンの言葉を思い返していた。マーティンはアメリアの庭造りの先生でもある。

『庭師は、どの場所にどんな花を植えるか考えます。種類だけでなく、色の配色も重要な要素です。最も美しく調和のとれた色使いを、日々勉強しているのですよ』

　そう、配色だ。アメリアは確信する。

　──この庭、青い花がひとつもない。

　なにかが欠けていると感じる違和感の正体は、色の欠けつ如じよだった。他ほかの色はまんべんなく庭に配色されているのに、青色だけがない。だから調和が取れていないのだ。

　気付いてしまえば、次の疑問が頭を過よぎる。

　──どうして、青い花を植えないんだろう？

　ここまで完かん璧ぺきな庭を造り出しているのだ。マドックは配色についても必ず勉強しているはずだ。それなのに青色がないのは、あえて避さけているからとしか考えられない。

「──アメリア様？　聞いていらっしゃる？」

　訝いぶかしげにベルが声をかけて、アメリアははっとして意識を戻もどす。違和感を探さぐっていたアメリアは、ベルの言葉を聞いておらず頭を下げた。

「申し訳ありません！　すごく綺き麗れいな庭で、ぼうっと眺めてしまって……。もう一度おっしゃっていただいてよろしいですか？」

「あら。お褒ほめに与あずかり光栄だわ。きっとマドックも喜ぶと思う。どうぞお座りになって、と言ったのよ。もうすぐマドックが来るから」

　見ると噴ふん水すいがきらめく池の近くにテーブルと椅い子すが置かれ、すでにお茶やスコーンが用意されている。

　アメリアは逸はやる心を抑おさえて、椅子に着席した。

　──どんな方なんだろうか。マーティンさんみたいな感じかな……。

　優やさしい好こう々こう爺やとしたマーティンの顔が思い浮かぶ。

「ああ、マドック。こっちよ」

　ベルが嬉うれしそうに声を上げ、手を振った。アメリアはベルの視線の先を見つめる。イチイの木の陰かげから姿を現し、こちらに向かってくる老人の姿があった。

　白い洗い立てのシャツに、緑色のエプロンをつけたエルフォード家の庭師は、厳いかめしい顔つきをしていた。短く刈かり上げられた髪かみに、顔には深く刻まれた皺しわが走っている。眦まなじりはきりっと上がっており、そのせいか眼光が鋭く見えた。

「アメリア様。こちらが我が家の庭師、マドック・スペンサーよ。見習いだった頃ころから、ずっと家うちで庭師をやってくれているの」

　アメリアは席から立ち上がり、挨拶をした。

「初めまして。アメリア・フォーガスと申します」

「アメリア様は、今はオルブライト伯爵家で過ごされているの。今日はあなたと庭造りについて話したいそうよ。うちの庭園に感かん銘めいを受けてくださったの」

　ベルの言葉に、マドックが眉まゆを寄せた。実際は怪け訝げんそうな顔をしただけなのかもしれないが、一見すると怒おこっているような顔に見える。

　アメリア達はしばらく庭について話したが、マドックは口数も少なくあまり会話にのってこなかった。そのうちに、ベルが一度席を中座した。

　ここが話すタイミングだと悟さとり、アメリアはセドリックに席を外してほしいと言った。やがて、アメリアとマドックだけがその場に残される。

　ごくりと唾つばを飲み込み、これから言う言葉によってマドックの表情が変わるのか否いなか、見み逃のがさないように視線をしっかり合わせた。そうして覚かく悟ごを決めた後、口を開く。

「私は、ワーズワースの血筋の者です」

　アメリアは正せい攻こう法ほうで、自らの手の内を明かす道を選んだ。回りくどいことをしている時間もなく、なにより真実が知りたいなら、自分も相手に対して真しん摯しでいなければいけないと思ったからだ。

「私は今、そのワーズワース家のことを調べています。そして彼らが育てていた銀の薔ば薇らのことも。マドックさん、ワーズワースと薔薇について何か知っていることはありませんか？　お父様やおじい様から、聞き及およんでいることはないでしょうか？」

　アメリアは僅かな表情の変化も見逃さないよう目を凝こらしたが、実際はそんな必要はなかった。マドックの態度の変へん貌ぼうは劇的だった。

「──お帰りください」

　硬かたい声が、強こわ張ばった表情が、全身でアメリアを拒こばんでいた。

「今すぐ、屋敷から出て行ってください」

「知っているんですね？　ワーズワース家のこと」

　アメリアは逸る気持ちを抑えきれずに懇こん願がんした。

「お願いです！　なにか知っていることがあれば教えてください！」

「私はなにも知らない。お帰りください」

「マドックさん、おねが──」

「知らないと言っているでしょう！」

　マドックは鋭するどく声を荒あららげると、あとは心を固く閉とざしたように、それ以上どんなに頼たのんでも語らなくなった。

「……青い花を植えないのはなぜですか？」

　会話の糸口が欲しい。そう考えて無意識に出た言葉に、マドックが驚おどろいたように目を見開く。

「なぜ、それを」

「庭を見ていたら、なんとなく気付きました。素晴らしい庭だと思います。こんなに見事に計算されて整った庭、なかなか見られません」

「この庭は、不完全です」

　一言だけ呟つぶやき、マドックは目を伏ふせる。

「青色がないから？　でもあの、ベル様はこの庭をとても好きだとおっしゃっていましたよ」

　マドックは顔を伏せると、なにかを考え込んだように黙だまって、それからようやくアメリアの方を向いてくれた。

「ベル様は、もうすぐ結けつ婚こんされるんです。お体が弱いことが原因で遅おそくなってしまいましたが、ようやくまとまったご縁えんなのです。ベル様にはこの屋や敷しきを出ていかれるその時まで、平へい穏おんに過ごしてほしい。それだけが私の願いなのです」

　マドックは逡しゆん巡じゆんしながらも再び口を開いた。

「私は祖父や父から、ずっと言われ続けてきたことがあります。『ワーズワースの人間には関かかわるな』」

　アメリアは息を吞のむ。

「どういう意味かは知りません。だが、祖父は随ずい分ぶん苦労してきました。身分を変えて、息を潜ひそめ隠かくれるように生活していた。祖父の父も、そうやって生活していたようです。常に何かに怯おびえていた。ワーズワースの人間が関わっているのだと、それだけは分かりました」

　マドックは剪せん定ていしていた木の葉を撫なでる。

「父に一度聞いたことがあります。『ワーズワースの人間とはなんなのだ』と。父はこう答えました。『その名を口に出すと、悪あく魔まが現れる。自分も周囲も、めちゃくちゃにされる』と」

　──悪魔。

　それはたぶん、ワーズワースの人間を根絶やしにしようとした吸きゆう血けつ鬼き達のことを言っているのだろう。マドックの曾そう祖そ父ふであるジェイクは、ワーズワース家の名を出すことで自分の家族に危険が及ぶことを恐おそれたのだ。

　それは今も呪のろいのように、ひ孫であるマドックへと受け継つがれている。見えない悪魔の存在に怯えていた祖父や父親を見て育ったマドックにも、得体のしれない恐ろしさと強い警けい戒かい心しんが育っていたのだ。

　だからマドックは、アメリア達をここまで拒んでいる。ベルに迷めい惑わくがかからないように、危険が降りかからないように。

　──大切な人を、守ろうとしているんだ。

「お願いです。どうかもうここには来ないでください。出自の曖あい昧まいな私を、エルフォード家は雇やとってくださいました。一生返せないほどの恩義があるのです」

　マドックは頭を下げた。彼の気持ちが痛いほど伝わってきて、アメリアは何も言えなかった。










「ごめんなさい、アメリア様。マドックったらどうしたのかしら」

　中座していたベルが戻もどってきた時には、すでに席にマドックの姿はなかった。その後どんなにベルが呼んでも姿を見せてくれなかったため、席を外してくれていたセドリックとも相談し、お茶会はお開きとなった。

「気にしないでください。今日はこれで帰ります。美味おいしいお茶をありがとうございました」

　本音を言えばもう一度マドックに会いたいが、今はこれ以上話しても頑かたくなになるだけだと分かっている。それでも、焦あせりは消えない。

　アメリア達には時間がない。正しくは、時間がどれくらい残されているのかが分からないのだ。薔薇の木がいつ枯かれてしまうのか、明日なのか一ヶ月後なのか、考えるだけで毎日気が気ではない。

　──でも、それは私の都合だわ。マドックさんの事情も考えず、押し通すことはできない。

「ベル様。決してマドックさんの不利益になるようなことはしませんから、明日もこちらに伺うかがってよろしいでしょうか。どうしても彼と話がしたいんです」

　アメリアが頭を下げると、「それは構わないけど……」とベルは少し戸と惑まどった様子で頷いた。

「マドックに、うちの屋敷の庭造りについて聞きたいわけではないのね？」

「……はい。噓うそを吐ついて申し訳ありません」

　アメリアは深く頭を下げた。ベルの思案するような視線が注がれているのが分かる。

　するとベルは、アメリアの肩かたに手を置いた。

「ではアメリア様。お約束していただける？　彼は私の大切な庭師で、友人なの。彼を悲しませたり辛つらい思いをさせないと、約束してほしいの」

　居住まいを正して、真しん剣けんな表情で言い募つのるベルに、アメリアは頷いた。

「約束します」

　そこでベルは、小さく笑った。

「おかしいと思う？　伯はく爵しやく家の娘むすめが、庭師を友人と呼ぶなんて」

「いいえ、ちっとも」

「アメリア様のように言ってくれる方は、とても少ないわ。身分を弁わきまえなさいって、いつも周囲から言われる。でもね、マドックは本当にいつも私を見守ってくれる友人なのよ。父様や母様が忙いそがしくしている時、体の弱い私と一いつ緒しよに遊んでくれて、彼とたくさんの花を植えたわ。今も花を見るたび思い出すの」

　記き憶おくをそっと撫でるように懐なつかしむベルに、アメリアは微笑ほほえんだ。

「素す敵てきですね。花にひとつひとつ、思い出がつまっているなんて」

「ええ。この庭自体が思い出よ。もうすぐ嫁とついでしまうから、余計愛いとおしむ気持ちになるの」

　ベルの言葉に、アメリアは膝ひざを折って言葉を添そえる。

「ご結婚おめでとうございます」

「ありがとう」とベルは面おも映はゆい笑え顔がおを向けた。これが、マドックが守りたいものなのだ。

　アメリアは丁てい寧ねいにお礼を言って席を辞した。

　ベルはアメリアを見送ろうと玄げん関かんまで付いてきてくれ、扉とびらの外が薄うす暗ぐらくなっているのを見て、心配そうな顔になる。

「気を付けてお帰りになってね。近ちか頃ごろ、ロンドンの夜は物ぶつ騒そうだから」

　夜会の夜に、吸血鬼に襲おそわれた女性と出会ったことを思い出し、アメリアは「……そうですね」と小さく相あい槌づちを打った。

「私の友人達もすっかりおびえてしまって、十じゆう字じ架かと聖水を枕まくら元もとに置いてるって言うし。貴族の中には、怪あやしげな霊れい媒ばい師に助けを求める人もいるらしいわ」

　ベルは溜ため息いきを漏もらしながら続ける。

「恐ろしいのは分かるけど、冷静さが欠けているんじゃないかとも思うわ。とにかく、早く犯人が捕つかまってほしい」

　アメリアはひやりと心が冷える。ベルの懸け念ねんは、そのままアメリアの懸念でもあった。

　最近ロンドンは、恐きよう怖ふで浮うき足立っているようにも見える。新聞の内容はどんどん過激になってきて、信しん仰こう心で立ち向かおうと教会に通う人々も増えたという。

　──ベル様のように、冷静でいてくれる方もいるけど……。

　沈しずんだ気持ちになりながら、エルフォード家を後にした。マドックはやはり最後まで、姿を現さなかった。










　何の収しゆう穫かくもないまま、馬車に揺ゆられてオルブライト家に帰るのは辛かった。落ち込んだアメリアを、セドリックは励はげまそうとしてくれる。

「元気を出してください。海と一緒ですよ。嵐あらしの日もあれば、凪なぎの日もある。でもずっと荒あれたままではないですから」

　優やさしい心こころ遣づかいに、アメリアも小さくだが笑みを浮うかべた。

「ありがとうございます。大だい丈じよう夫ぶ、諦あきらめたりしませんよ。もっと頑がん張ばります」

　そこでセドリックは、少し眉まゆを寄せた。

「十分頑張っているとは思いますけど……。そうだ、明日は伯爵に付いていってもらったらどうですか？　あの庭師の方が、貴族だからと簡単に口を開くとは思いませんが、色々方法は試ためすべきだと思います」

　アメリアは首を横に振ふる。

「伯爵は、他ほかのことで忙しいので……」

　こんな風に当たり障さわりのないことを言うしかない。昼に外へ出られないユージンがマドックに会うとしたら夜しかないだろう。マドックの住む家を訪ねるしかないが、先さき程ほどの態度を考えると扉さえ開けてもらえないかもしれない。つまりマドックに確実に会うには、昼に彼の仕事場であるエルフォード家を訪ねるのが一番なのだ。

　しかし、そんなことは当然だがセドリックには分からない。

「忙しいって……、アメリア様が困っているのを、伯爵は助けてくれないんですか？　そもそも伯爵は、屋や敷しきにこもっていることが多くないですか？　今ロンドンは連続殺人事件で物騒なのに、あなただけ外に出すなんて……」

「もう十分すぎるほど助けてもらっているんです。お願いです、伯爵を誤解しないでください」

　アメリアは慌あわてて、向かい合って座るセドリックの腕うでを摑つかんだ。ユージンの行動の不ふ審しんさを、セドリックも薄うす々うす感じとっているのだろう。だが理由を説明するわけにもいかない。

　セドリックはアメリアの必死な顔を見て、口を開く。

「アメリア様とユージン様って、恋こい人びと同士なんですか？」

「ち、違ちがいます！」

「違うんですか。俺はてっきり……」

　てっきり、なんだと言うのだろうか。アメリアは真っ赤になって首を横に振る。

「では伯爵は、いつかは結けつ婚こんされるんですね。あなた以外の人と」

　アメリアは動きを止めて、セドリックを見つめてしまった。秘薬を作って、伯爵やオルブライト家の人達を人間に戻す。このことだけに精せい一いつ杯ぱいになっていて、人間になったユージンの隣となりを誰だれが歩くのか、誰と結婚するのかなど、アメリアは具体的に考えてこなかった。

　──でも、そうだわ。人間に戻れれば、伯爵は自分に相応ふさわしい女性を選んで、結婚できる。そういう未来があるんだ……。

　アメリアは息を詰つめて、きつく掌てのひらを握にぎりしめた。それから、はっとしてまた首を横に振る。

　──ううん。今はそんな未来の話を考えている時じゃない。なんとかマドックさんに話を聞かなくちゃ。

　必死に気持ちを切り替かえようとするが、思い浮かべた未来の姿は、アメリアの心に残ったままだった。




　それから翌日、翌々日とエルフォード家を訪ねたアメリアだったが、マドックの意志は固く、ベルが取り成してくれても全く口を開かなかった。ベルが不在の時に尋たずねた日などは、姿さえ現してくれない。

　気き遣づかわしげな顔で励ましてくれるセドリックになんとか応こたえながら、アメリアは、どうすればいいのか分からなくなっていた。
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　アメリアがエルフォード家に通うようになってから三日が経たった。しかし今日も芳かんばしい結果を得られなかったのは、アメリアが沈んだ顔で屋敷に帰ってきた時点で分かっていた。

　ユージンは、書しよ斎さいでアメリアとセドリックから話を聞いた後、アメリアにゆっくり休むよう言って、部屋から下がらせた。

　しかし、一緒に報告に来たセドリックが書斎を後にする気配がない。

「君ももう下がっていい」

　ユージンが言うが、セドリックは首を横に振って、真剣な表情を向けた。

「ひとつ、お聞きしてよろしいでしょうか」

「ひとつで済みそうにない顔だ」

　煙けむに巻くように肩を竦すくめて答えると、セドリックは意を決したように口を開く。

「アメリア様のことをどう思っていらっしゃるんですか」

「それを、君に話さなければいけない理由はないな」

「ではこう言いかえます。俺はアメリア様が好きなので、あなたとの関係が気になります」

　好意的でない視線を受けていると言うのに、ユージンは少し微笑ましくなってしまった。目の前の青年の裏表のない実直さは、見ていて気持ちがいい。

「大切に思っている」

　誠実な問いには、誠実に答えるべきだ。ユージンは多くは語らず、それだけを言った。

「それならばなぜ、あなたがアメリア様に付いてあげないんですか？　今日も、彼女は一人で頑張っていました。品評会の時だってそうです。それに今はロンドンだって物騒なのに……」

「それこそ君に話さなければいけない理由はない」

　先ほどと違って強い口調で言うと、セドリックは押し黙だまった。ユージンの鋭するどい眼光に気け圧おされたかに見えたが、彼は最後に勇気を振り絞しぼった。

「アメリア様を、あまり外に出したがらないのはなぜです」

　ユージンは答えない。

「俺なら、彼女をたくさん外に出します。人に会わせて、新しい世界を見て経験して、笑ってほしい。それこそ危険なら、自分が付いていればいい」

　そう、彼ならばそうするのだろう。不器用でも誠実に、彼女の手をとって外へ連れ出すはずだ。その手には自分と違って一点の曇くもりもない。

「アメリア様がキューガーデンを最初に目にした時の、瞳ひとみのきらめきを知っていますか？　彼女だって新しい景色を見ることを望んでいるはずです」

「そうだな」

　静かに肯こう定ていするユージンに、セドリックが不意に憤ふん慨がいしたような声を上げた。

「あなたは怒おこるべきです。俺に対して、知ったような口を叩たたくな、彼女は渡わたさないって、そう言えばいいんです。なぜ言わないんですか？」

　セドリックという男は、どこまでも人が好よかった。彼の本意を悟さとってユージンは苦く笑しようする。

「驚おどろいた。君は私をけしかけにきたのか」

「海の男は、喧けん嘩かを吹ふっかけられたら必ず受けて立ちます。あなたは俺の挑ちよう発はつにも乗らない。同じ舞ぶ台たいにすら立ってこない男なんて、俺は認めません！」

　言うと、セドリックは乱暴な足取りで書斎を出て行った。

　ユージンが溜ため息いきを吐ついて椅い子すに座り直すと、すぐさま扉とびらが叩かれた。入室を許可すると、グレンが顔を出す。ユージンはグレンの顔をちらりと見て言った。

「お前、聞いてたな」

「セドリック様は海軍で働くだけあって、声が大きくていらっしゃるので」

　悪びれた様子もなく、しれっとそんなことを言って、グレンは「お茶です」と紅茶を勧すすめる。

「さすがマーティンの息むす子こだ。いい男だよ」

「そうですね。誰かさんより、よほど男前です。真ま面じ目めで誠実で、後ろ暗い過去もない。アメリア様をお任せするのに相応しい」

　そこでグレンは言葉を切り、真意を確かめるようにユージンを見つめた。

「……と、言ってほしいんですか？」

「あえて聞いてくるところが、お前の性格の悪さを表しているな」

　ユージンは手厳しい従者の言葉に笑おうとしたが、失敗した。その様子を見て、グレンは溜息を吐いて主人に向き直る。

「恐おそれながら、ユージン様がなにを考えているかは推測できます。セドリック氏と一いつ緒しよになった方がアメリア様は幸せになれるかもしれないとお考えなのでしょう。人の血を知っているあなたではなく」

　ユージンはなにも言わなかったが、それこそが肯定の返事だ。

「ですがユージン様。その理り屈くつに合わせるなら、我々は全員、人間に戻もどったら恋こいもできないのでしょうか。幸せになれないと？」

　ユージンは首を横に振ふった。

「そうではない。これは私の問題であって──」

「そう。これはユージン様だけの問題です」

　グレンはユージンの答えを予想したかのように、言葉を被かぶせてくる。黙ったユージンを見て、グレンは声を和やわらげた。

「……ユージン様を許せないのは、ユージン様だけです」

　はっとして、ユージンは青い瞳を見開く。目の前にいるのは、何十年も苦楽を共にしてきた相棒ともいえる人物だ。

「あなたは人の幸せばかり考えてきて、自分が幸せになる想像をしてこなかった。ずっとお傍そばにいたのです、知っています。そして今、秘薬が出来そうになって、アメリア様と出会って、未来を思い描えがいた時に恐ろしくなったんでしょう」

　踏ふみ越こえてください、とグレンは祈いのるようにして言った。

「過去を背負って、それでも幸せになる覚かく悟ごをしてください。今ある場所から踏み越えてきてください」

　真しん摯しなグレンの瞳を、ユージンは静かに見返した。胸のつかえが少しだけ下りた気がして、先ほどより自然に笑うことができた。

「……そうか。私は幸せになることに尻しり込ごみしているのか」

「そうでなければ、先ほどセドリック氏に言い返しているはずでしょう？　言っておきますがユージン様が幸せにならなければ、我々だって真実幸せにはなれないのですよ」

「そうか」

「そうです。知らなかったのですか？」

　グレンの淹いれた温かな紅茶が心に染しみた。誇ほこらしい仲間達だと、不意に世界中の人達に自じ慢まんしたい気持ちになった。

「さて。まずは目先の仕事を片付けよう」

　ユージンが気持ちを切り替えてそう言うと、「いいえ」となぜか声がかかる。怪け訝げんに思ってグレンを見やれば、にっこりと絶対零れい度どの微笑ほほえみで告げられた。

「ユージン様がこれからなさる仕事は、休息をとることです」










　ユージンには早く休めと言われたが、アメリアは部屋でじっとしていられずに庭園へと足を運んだ。

　銀の薔ば薇らの接つぎ木は、蕾つぼみを付けたまま、やはり時を止めたようにその場にあった。何度零こぼしたか分からない溜息が出る。

　自分だけが努力すればいいのであれば、いくらでも頑がん張ばる覚悟はあった。しかし、マドックにも守るべき者がいる。彼らの平へい穏おんを崩くずそうとしているのが分かって、アメリアは立ち止まってしまった。

　──でも、前に進まないといけない。どうすればお互たがいの大切な人を守れるのか、考えるのを止やめてはだめだ。

　アメリアは庭を見回した。この屋や敷しきに来てから、自ら植えた花達がどんどん増えているのを見てとる。庭園は、すっかりアメリアの居場所になっていた。優やさしく心を落ち着かせてくれる。

　じっと薔薇の木を見つめながら、どれくらい時間が経たったのだろう。さすがに真っ暗な中でいつまでも庭にいるわけにもいかない。アメリアは屋敷へと入っていった。

　部屋に戻る途と中ちゆう、向こうから廊ろう下かを歩いてくるグレンに会った。

「グレンさん。伯はく爵しやくは？」

　自然と出た問いに、グレンが答える。

「最近は睡すい眠みんもとらずにお疲つかれの様子だったので、さすがに目に余りまして無理やりベッドに寝ねかせてきました」

「寝ていなかったんですか？」

「アメリア様が外に出ているのに、自分ばかりが寝ていられるはずがないとおっしゃっていまして」

「そんな、私は気にしないのに……。むしろ、きちんと休んでほしいです」

「ええ。アメリア様はきっとそう言ってくれますよ、と宥なだめて、それでも納なつ得とくされなかったので、今度は私達屋敷の仲間全員で頼たのみ込みました。ほとんど泣き落としのようなことをして、ようやく寝しん室しつで横になってくれた時はほっとしました」

　責任感の強いユージンのことだ、確かにそれぐらいのことをしなければ、休息を己おのれに許さないのだろう。そういう部分を、アメリアはもどかしく悲しく思う。

　──とにかく、休んでくれたのなら良かった。

「じゃあ、私も自分の部屋に戻りますね」

　アメリアが言うと、グレンは珍めずらしく迷ったような顔でアメリアを見た。

「あの、アメリア様」

「はい」

「レディにこんなことを頼むのは、甚はなはだ失礼だとは思うのですが……。寝室に、顔を見せに行っていただけませんか」

　アメリアは目を丸くした。品行方正で厳格なグレンの言葉とは思えない。アメリアもさすがに、男性の寝室に足を踏み入れるほど無知でも恥はじ知しらずでもない。

「でもあの、それは」

　知らずに顔が赤くなる。襲おそわれる心配をするほど自分を魅み力りよく的だと思っているわけではないが、やはり女性として抵てい抗こうがある。当たり前だが、男性の寝室など入ったことはないのだ。

　アメリアの戸と惑まどいを受け、それでもグレンは言い募つのった。

「きっとユージン様は眠ねむっていないでしょう。それでも、私やテッドが懇こん願がんしたので横にはなっていてくれているかもしれませんが。あなたの顔を見れば、ユージン様はきっと安心して眠れるはずです。これは、アメリア様でないと意味がないのです」

　グレンの瞳ひとみには、一生懸けん命めい自分の主を気き遣づかう色があった。非常識な願いを口にしていると分かっていて、それでもなにかをしてやりたいという気持ちで溢あふれている。

　アメリアも、心は一緒だ。

「……分かりました。では少しだけ、行ってみますね」










　カチャリ、と寝室のドアノブが回る音がして、ユージンはベッドの中で薄うす目めを開けた。

　薄暗い寝室に横になって、三十分ほどが経過していた。

　グレンと書しよ斎さいで話していただけだったのに、なぜこんなことになったのかと眉まゆを寄せる。

　最初はグレンだけだったはずが、次々に書斎に仲間達が入ってきては懇願という名の脅おどしをかけられ、果てはスージーなどに心配なのだと泣かれ、ユージンはようやくしぶしぶとベッドへと向かっていた。

　久しぶりに横になったベッドは柔やわらかくユージンを包んでくれたが、やはり眠れるはずもない。

　グレン達には悪いが、あと五分が限界だと考えていた矢先だった。

　寝室のドアが開けられ、ふわりとカモミールの香かおりが漂ただよう。

　グレンともテッドとも違ちがう、おずおずと音を立てないように歩き、でもやや失敗している拙つたない足音。

　足音の正体に思い至った瞬しゆん間かん、ユージンは横になっているのにも拘かかわらず眩暈めまいがして、目を閉じた。

　それが、いけなかった。

「……良かった。ちゃんと眠ってる」

　アメリアの囁ささやくような声が真上から聞こえる。目を閉じたユージンを見て、眠っていると判断したらしい。こうなるともう、目を開けられない。完全に起きるタイミングを逸いつしてしまった。

「どうしよう。安あん眠みんのためのカモミールティーを作ってきたんだけど、いらなかったわ」

　ふんわり漂うカモミールの香りは、アメリアお手製のお茶らしい。

　飲みたいな、と思い、起きていいだろうかと様子を窺うかがう。しかし、アメリアがはあ、と大きな溜ため息いきを吐ついたので、また機会を失う。

「私って、恥はずかしい……」

　思わず出たというようなか細い声に、ユージンはじっと次の言葉を待ってしまう。

「ユージン様はアメリア様の顔を見れば安心して眠れるでしょう、なんてグレンさんに言われて真に受けちゃうなんて……。私っていつからこんなにうぬぼれ屋になったの？」

　どうやら、アメリアをけしかけたのはグレンらしい。テッドに当たりをつけていただけに、意外な思いがした。

　──それにしても。

　どうやらアメリアは、ユージンを安心させるために来たのに、予想に反してユージンが眠っていた事実に、心底恥ずかしがっているらしい。

　馬ば鹿かな娘むすめだ、と堪たまらなくなる。自分の価値が、まるで分かっていない。

　──グレンの言う通りだ。アメリアの声を聞いて、ようやく心が穏おだやかになった。

　ふと、アメリアが黙だまり込んでいることに気付く。しかし、視線は感じたままだ。じりじりしながら待っていると、やがてアメリアがぽつりと呟つぶやいた。

「……伯爵って、眠っていてもかっこいいのね」

　噴ふき出しそうになるのを堪こらえる。注がれる視線がくすぐったくてしょうがない。夜会の席で、どんなに美しい令れい嬢じようの視線を受けても、ここまでユージンを甘く捕とらえる瞳はない。

「起きてるうちはなかなか見られないから、今の内によく見ておこう」

　──起きてるうちに見てくれ。

「うん。目を閉じていると、安心して見られるわ」

　──こっちは目を開けて君を見たいんだが。

「目が合うとやっぱりダメ。ドキドキして心臓が持たない。伯爵こそ、私の心臓を止めたいのよ、きっと」

「…………………」

　もう、くすぐったいどころの話ではない。心臓に悪いことばかり言う彼女の細い手首を摑つかんで、自分の腕うでの中に攫さらってしまいたい。

「ああもう、どうしよう。勘かん違ちがいしたくない、うぬぼれたくないのに」

　不意に、感情が高ぶったようにアメリアの声が震ふるえた。

「それなのに時々、あなたの瞳を覗のぞき込みたくなる。そこに自分がどう映っているのか、確かめたくなるの」

　……どんな顔で。

　一体どんな顔で、そんな言葉を言っているのだろう。

　──私の中の君は、どんな花より美しい。

　言えない言葉が、伝えたい言葉が降り積もる。

　互たがいにその思いを知らないまま、いつまでも。
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　翌日、アメリアとセドリックはエルフォード家の門をくぐった。まずは当主であるクラークに一言挨あい拶さつした後、マドックの下もとへ向かう。

「いい加減諦あきらめてください」

　眉を顰ひそめたマドックに、アメリアは頭を下げた。

「お願いです、私も引き下がるわけにはいかないんです。だからまずは話をしましょう。マドックさんの大切な人を守る方法を考えましょう。その上で、マドックさんの知っていることを教えてほしいんです」

　マドックの瞳が揺ゆれたように思えた。しかし、すぐに表情を消してしまう。

「……話し合いなど無意味です。あなた達と関わらなければ、それでいいんですから」

　セドリックの心は固く閉とざされている。だが、今回はアメリアもすごすごと帰るわけにはいかない。しかし、途と中ちゆうでベルに呼ばれたために話を中断することとなった。

「アメリア様！　どう？　マドックとお話しできたかしら？」

「いいえ、まだなんです」

　自然と声が落ちてしまうアメリアに、ベルも眉を下げた。だが気を取り直したように、アメリアに微笑ほほえむ。

「アメリア様。少しの時間だけ、一いつ緒しよにお茶を飲まない？　マドックは逃にげたりしないから」

　アメリアは「でも」と逡しゆん巡じゆんする。するとセドリックが「まだ時間はありますから」と頷うなずいた。

「お願い。私の我が儘ままを聞いてちょうだい」

　ベルに懇願され、アメリア自身も少し彼女に聞きたいことがあったので、「では、お言葉に甘えて」と頷くと、お茶の席はすぐに用意された。

　庭園の見えるテラスで、ベルと紅茶を飲む。

　芳かぐわしい香りの紅茶を飲みながら、アメリアはマドックと話していて気になっていたことを尋たずねた。

「ベル様。この庭園は本当に素す晴ばらしいですが、青い花は植えていないのですね？」

　ベルはビクリと肩かたを揺らした。飲みかけだった紅茶のカップを、そっとテーブルに置く。そのまま、沈ちん痛つうな面おも持もちで視線を落としてしまった。

「あ、申し訳ありません……！　私、なにか気に障さわることを言ってしまったでしょうか？」

　おろおろとベルを見やると、ようやく顔を上げてくれる。

「ごめんなさい、少し驚おどろいてしまって。……アメリア様はよく庭を見ているのね。今までこの庭を見た客人の方々は、気付きもしなかったのに」

　ベルはじっと、痛みに耐たえるような顔で庭園を眺ながめた。

「マドックのせいではないのよ？　彼は勉強熱心で、庭の配色についても色々考えてくれていたの。最初にもらった設計図にも、ちゃんと青い花はあった。見事な色の調和だと思ったわ。……青い花を植えないでと言ったのは、私なの」

「なぜ、とお聞きしても？」

　ベルは笑って、紅茶を一口飲んだ。

「私は父方の祖母ととても仲が良かったの。祖母も植物が大好きだったから、私の植物好きは祖母のおかげね。この屋や敷しきに一緒に住んでいて、もちろんマドックとも親しかった。三人で庭園に入る時が、一番楽しい時間だった」

　過去形で語られる話には、悲しさが滲にじんでいる。アメリアはその理由を知っている。アメリアが亡なくなった母親について語る時も、こんな声こわ色いろになってしまうのだ。

「ある日ね、祖母が言ったの。あなたの心を写しとったかのような花がもうすぐ咲さくのよって。私はどんな花って聞くんだけど、実物を見せるからと言って名前すら教えてくれなくて。だから、花が咲いたらすぐに見せて、持ってきてって頼たのんだわ。部屋に飾かざりたいからって」

　ふ、とベルが言葉を失ったように沈ちん黙もくし、また口を開く。

「私が十四になった朝、祖母が庭園で倒たおれているのを私が見つけたの。その時はもう亡くなっていたわ。元々心臓が悪くて、あの頃ころはもう庭にも出られなくなっていた。それなのに早朝庭に出たことで、気温差が負担になったんじゃないかって話だった。夏にしては寒い日だったの」

　ベルの祖母が倒れていた横には、青い花が咲いていたという。祖母はこれを取りに行っていたのだ。

「私が、花を持ってきてくれなんて頼んだから……」

　それはベルのせいではない、と言うのは簡単だ。庭に出たから倒れたというのも、色々な要因が重なっただけの結果論だろう。だが、たとえ世界中の人がそう慰なぐさめても、ベルが自分自身を許さない限りどうにもならない。

「だから、青い花を植えないんですか」

「どうしても、祖母が亡くなった時のことを思い出してしまうの。倒れていた時に咲いていた青い花が、目に焼き付いて……」

　マドックはベルのその気持ちを汲くんで、青い花を避さけていた。

『不完全な庭』とマドックは言っていた。それはベルの、祖母を亡くした喪そう失しつ感かんが作り上げていたのだ。

　アメリアはベルと同じように庭園を眺めた。花には思い出が詰つまっているとベルは微笑んでいた。そこには、大切な人を失なくしてしまったという思いも含ふくまれているのだ。

　──でも、それでは悲しすぎるわ。

「……ベル様。青い花とおっしゃいましたが、名前はお分かりですか？」

「ええ。忘れるはずもないわ。クレマチスよ」

　クレマチス。華はなやかで大きな花を咲かせることから、蔓つる性せい植物の女王と呼ばれている。アメリアはふと思い当たって、ベルに尋ねた。

「おばあ様は、クレマチスがベル様の心を写しとったものとおっしゃったんですね？」

　頷くベルは、苦く笑う。

「どういうことかと不思議に思うわよね。それに、数ある花からクレマチスを選んだ理由が分からない」

　アメリアは、笑えみを深めてベルに向き直った。

「ベル様。花言葉ってご存じですか？」

「え？　ええ。薔ば薇らなら『あなたを愛しています』って意味でしょう？　それくらいしか知らないけど」

　確かに、普ふ通つうの人が知る花言葉は多くはない。しかし、アメリアは違ちがった。ユージンに花を贈おくるようになってから、花言葉に詳くわしくなったのだ。

「クレマチスの花言葉は、『精神の美』というんです」

「……精神の、美？」

「クレマチスの蔓って、すごく細いんです。でも、そこから咲く花はとても大きい。細いけど実は丈じよう夫ぶな蔓は、強い精神力を表します。大輪の花を咲かせることで、強きよう靭じんな精神力に支えられた、凜りんとした美しさを持つという意味の『精神の美』という花言葉が生まれたんです」

　ベルはじっと身じろぎもせず、アメリアの言葉に耳を傾かたむけている。アメリアはそっとベルの手をとった。

「おばあ様は、そういうクレマチスの姿を、ベル様と重ねられたんではないでしょうか。一見弱々しく見えるけれど、ベル様の心は優やさしくて強い。そして花のように綺き麗れいで、周囲を明るく照らしているんだって」

　ベルは目を見開いてアメリアの言葉を聞き、言葉の意味が染しみ渡わたったのかくしゃりと表情を崩くずした。そうして静かに、涙なみだを流す。

「……そう、思う？」

「ええ、思います。花は、咲こうと思ってただそこに咲いているだけです。意味をもたせようとするのも、愛する人に贈ろうとするのも、すべて人がしていることなんですよ」

　それは素晴らしいことだと、アメリアはいつも思うのだ。

「クレマチスは、今はベル様にとって悲しい花かもしれません。でもいつか、幸せな花になってくれればいいと思います」

　ベルはアメリアの手を握にぎりながら、庭に視線を巡めぐらせた。そこにはない青い花を見ているかのように、目を細める。やがて、小さくだが頷いてくれた。

「ベル様？」

　不意に背後から声がかかって振ふり向くと、庭園からマドックが険しい表情で近づいてくる。

「どうして泣いているんです？　あなたが何か言ったんですか？」

　マドックがアメリアを睨にらみつけると、後ろに控ひかえていたセドリックが背後に庇かばった。

「待って、マドック。違うの」

　慌あわててベルが涙を拭ふくが、マドックは聞く耳を持たない。

「何が違うんですか。──さあ、あなた達はもう出て行ってください！」

　マドックの大きな声に、屋敷の使用人達も顔を出してくる。泣き顔を見られて動どう揺ようするベルをこれ以上人目に晒さらすのも憚はばかられ、更さらにマドックに追い立てられて、アメリアとセドリックは屋敷を後にするしかなかった。










　オルブライト家の屋敷に帰り着き、アメリアとセドリックが乗った馬車が止まる。

　最初にセドリックが下りて、アメリアを支えるために手を差し出した。

「最後はあんな風になってしまいましたけど、ベル様、元気になってくれて良かったですね」

　微笑ほほえむセドリックにアメリアも笑い返す。マドックの、アメリアへの心証はこれ以上ないほど悪くなってしまったが、ベルの心が晴れたのならば話をしてよかったと思う。

「まだ心から、というわけにはいかないでしょうが、少しでも憂うれいがなくなったなら幸いです」

「ええ。だからきっと、あの庭師の誤解もすぐ解けますよ」

　馬車を下りたアメリアの手をセドリックは自分の腕うでに置いたまま、玄げん関かんまでの道のりを歩く。いつもはすぐ手を離はなすこともあって少し戸と惑まどうが、アメリアは拒こばむこともなく一いつ緒しよに歩いた。

「アメリア様の言葉は、魔ま法ほうみたいですね」

　しみじみそんなことを言われて、アメリアは面めん食くらった。

「え？」

「ベル様は、アメリア様の言葉が心に響ひびいたみたいでした。俺もそうです。品評会の朝、令れい嬢じようの護衛なんて上手うまくできるか分からなくて緊きん張ちようしてましたが、馬車でアメリア様が言ってくれた言葉に肩かたの力が抜ぬけたんです」

　セドリックが少し照れたように話す。そんな風に感じてくれていたとは思わなかった。

「魔法だなんて、全然そんな」

「意図して言っているわけじゃないから、余計心にするりと入ってくるんです。穏おだやかで優しくて、そういう空気がすごく好きだ」

　玄関の少し手前で、セドリックは足を止めた。腕に置いてあるアメリアの手をぎゅっと握りしめる。それがあまりに強くて、アメリアは困こん惑わくしながらセドリックを見つめた。

　緊張した様子のセドリックが、小さく息を吐ついた後、思い切りよく告げた。

「アメリア様。俺、あなたのことが好きになりました」

「………えっ」

　思いもよらない告白に、アメリアは意味を理解するとともに顔を赤くする。そして、頭が真っ白になった。こういう時の対処法など、アメリアは全く知らない。

「伯はく爵しやくより幸せにする自信があります」

　伯爵、という言葉に、アメリアは更に混乱する。

「な、なんでここに伯爵の名前が……」

「好きなのでしょう？」

　どう言えばいいか分からず、アメリアは視線をあちこちに飛ばした。だが、逃にげるなとばかりに真正面から強い視線を受ける。

「アメリア様を見ていれば分かります。──でも、伯爵はどうでしょうか？」

　そこでセドリックは一度言葉を切った後、口を開いた。

「伯爵が、あなたをまったく蔑ないがしろにしているとは言いません。でも、一人の女性として大切にしているようにも思えない。好きだと言われたことはないんでしょう？　言葉にして思いを交かわすことすらしない。それが答えなんじゃないですか？」

　答えとはなんだろう。ただ自分が、彼を好きになってしまっただけだ。同じように気持ちを返してくれなくても構わないと思っていたはずなのに、セドリックの言葉に傷ついている自分がいる。アメリアは唇くちびるを嚙かみしめた。

「伯爵は、あなたが心を傾けるような人間ではない」

「伯爵を悪く言わないでください！」

　我が慢まんが出来ずに声を上げると、セドリックが苦く笑った。

「あなたを一人で外に出すような人なのに？」

「それには理由が……っ」

「現に今、困っているあなたを助けに来ないじゃないですか。言い争っている声は屋や敷しきにも聞こえているはずですよ。それなのに、伯爵も使用人も出てこない」

　セドリックの言葉に、アメリアははっとした。まだ太陽が昇のぼっている今、アメリアが声を上げても伯爵も屋敷の人も誰だれも外に出られないと気付いたのだ。

　アメリアは息を吐いて、セドリックを見み据すえた。自分で対処するのだと、足を踏ふん張る。

「私、屋敷に戻もどります」

　セドリックに握られたままの手首を振り払はらおうとするが、今度は背中に手が回って抱だき締しめられた。

「伯爵のところに行ってほしくありません」

「セドリックさん！」

　吐と息いきがかかるほどセドリックが近付き、一言告げる。

「伯爵はあなたを愛していない」

　その言葉が心に染み渡った時、アメリアの瞳ひとみから、ポロリと涙が零こぼれ落ちた。はっと動揺したようなセドリックの顔が見えたが、涙ですぐにぼやけていく。

　次の瞬しゆん間かん、広い背中がセドリックとの間に入ってきて、拘こう束そくが一瞬で消える。「うわっ」とセドリックの声がして、倒たおれ込むような音がした。アメリアは目を瞬またたかせ、庇ってくれた背中の主を信じられない思いで見つめる。

　ユージンが、激しい怒いかりの表情でセドリックを睨みつけていた。セドリックは乱暴にアメリアから引きはがされたのか、地面に手をおいて座り込んでいる。

　──立っている。伯爵が。まだ太陽が出てるのに……。

　そこでアメリアは茫ぼう然ぜん自じ失しつから我に返った。見ればユージンの肌はだという肌が急激に赤くなっていく。皮ひ膚ふが波打つ様を見て、言葉にならない悲鳴が溢あふれた。

「…………っ」

　アメリアはユージンの腕を渾こん身しんの力で引っ張って、屋敷へと飛び込んだ。そのままバランスを失って、崩くずれ落ちるように二人で床ゆかに座り込んだ。

「……馬ば鹿かですか！　どうして外に出るんです！　信じられない！　なんで、馬鹿！」

　淑しゆく女じよ失格の暴言を吐いて、アメリアはいつの間にか泣きながらユージンを詰なじった。

「ああもうっ、火傷やけどがっ。み、水、水で冷やさないと……！」

　動揺しながらも、とにかく肌を冷やすべきだとユージンから離れようとすると、腰こしに腕を回されて抱き締められた。優やさしさの欠片かけらもない、骨が軋きしむような抱ほう擁ようだ。

「馬鹿は君だ！　どうしてもっと警けい戒かいしない？　君は迂う闊かつすぎる！」

　アメリアが怒ど鳴なった倍以上の怒りをぶつけられて、ビクリと体が揺れる。それさえ腹立たしいとばかりに、更に抱き締める強さが増した。

「な、なん……」

「警戒心が薄うすいとは思っていたが、ここまでとは思わなかった！　君は男を舐なめているのか？」
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　ひどい言われように、アメリアも顔を真っ赤にして怒鳴る。

「は、伯爵だって、私はもっと思し慮りよ深ぶかい人だと思ってました！　考えなしに外に出るなんて、何を考えてるんですか！」

「ああそうだ。私は君が思うより考えなしなんだよ！　君の声が聞こえて、勝手に体が動いていたんだ！」

「なっ、開き直りですか!?」

「君がセドリックに抱き締められているのを見て、冷静ではいられなくなった。君に触ふれる男など死んでしまえと思ったよ。私は元々こういう人間なんだ。仕方ないだろう！　失望したければすればいい！」

　怒りで冷静に頭が回っていないが、実はとんでもないことを言われているのではないかと気付いて、アメリアはついに口を閉じた。怒りとは違ちがう恥はずかしさで、みるみるうちに顔が赤くなる。

「……抱擁しながら喧けん嘩かするとかやめてくださいよ」

　頭上から声がして見上げると、テッドが呆あきれた顔で腰に手を当てている。横にはグレンがいて、水の張ったボウルを持ってきていた。

　アメリアはようやく冷静になって、聞く。

「あの。セドリックさんは」

　名前を言った途と端たん、腰に回るユージンの腕に力が入った。名を口に出すことさえ許さないと言わんばかりだ。

「大だい丈じよう夫ぶです。騒さわぎを聞きつけて、マーティンが引き取っていきましたから」

「そうですか……」

　アメリアはほっとして、ユージンから離はなれようとする。だが、彼は手を離さなかった。

「あの。伯はく爵しやく。手当てしましょう」

「ではアメリア様、よろしくお願いします。日に当たっていたといっても長い時間ではなかったですし、火傷も軽傷です。吸きゆう血けつ鬼きは治ち癒ゆ力も高いので翌日には治りますから」

　グレンが有う無むを言わせず傍そばにボウルを置いて、「向こうにおりますので」とテッドを連れて行ってしまった。

　先ほどまで怒鳴り合っていたというのに、今は沈ちん黙もくが漂ただよっている。アメリアはボウルにかかっていた布を水で浸ひたし、ユージンの頰ほおにそっと当てた。染しみるのか、ユージンの青い瞳がすうっと細くなる。

　皮膚が痛々しいほど赤くなっている。手の甲こうなどは、火傷のために気き泡ほうができていた。その事実に、胸が塞ふさがれる思いがする。人々を暖め、植物の生長に必要不可欠な太陽は、希望の象しよう徴ちようだ。だが吸血鬼にとっては凶きよう器きに等しいのだと実感する。

　太陽に弱いと聞かされてはいたが、目まの当たりにするとあまりに衝しよう撃げき的だった。

　──それなのに、助けに来てくれた。

「伯爵」

「…………」

「さっきは助けに来てくれてありがとうございました。あと、馬鹿って言ってごめんなさい」

　死ぬことはないと言うが、どれほど痛かっただろう。折に触れて、屋敷の人々が日の光に強い恐きよう怖ふ心を抱いだいていることは感じていた。

　それでもユージンは、アメリアの下もとに迷うことなく駆かけつけて来てくれた。

「怒おこってますか」

「君こそ怒っていただろう」

　ようやく、ユージンが答えてくれた。アメリアは気の抜ぬけた笑えみを向ける。

「もう、怒りなんてどこかにいってしまいましたよ」

「では、失望しているのでは？」

「なぜです？」

「君は私を信用してくれて、優しい人だと言うが、さっき怒鳴ったことが本心だ。いや、君に言えないことが、見せていない面がもっとたくさんある。聞くに堪たえないようなことだ」

　ふとアメリアは、ユージンがいつもの心の防ぼう御ぎよを脱ぬぎ去っていることに気付いた。彼は今、そのままの心をアメリアに見せている。いつも、優ゆう雅がな笑みや泰たい然ぜんとした態度に隠かくされていたユージンの本心が、無防備なままアメリアの目の前に差し出されていた。

　愛いとしさが、慕したわしさが、泉のように湧わき上がる。アメリアはそのむきだしになった心を、両手でそっと抱き締めたいと願う。

「言えないことも、見せていない面も、伯爵が伝えたくなったら教えてください。でも私はきっと、失望なんてしませんよ」

　ユージンは信じられないという顔でアメリアを見る。

「私を助けるために、太陽の下に出てきてくれました。それがすべてで、それだけでいいです」

　馬鹿な人だな、と先ほどとは違った意味で思う。火傷をした手の甲に布を当てた。──馬鹿な人。こんな風に自分を擲なげうってでも助けてくれる人に、失望なんてするだろうか。

「やっぱり伯爵は優しいです。否定しても無む駄だですよ。私が言うんだから、そうなんです」

　疑い深い青い瞳が、アメリアから噓うそを見つけ出そうとする。だが噓なんてひとつもないアメリアは、堂々とユージンを見返して微笑ほほえんでやるのだ。

　──信じて、伯爵。あなたは優しい。優しくて弱くて、でもだからこそ、強い人だ。

「……君には勝てる気がしない」

　ユージンはやがてそう言って、笑みを見せてくれた。それはすべての憂うれいを取り去ったかのような、晴れやかな笑顔だった。こんな顔が見たかったのだと、アメリアはなんだか泣きそうになってしまった。最近元気のないユージンを見てきたからこそ、殊こと更さら感じ入ってしまう。

　手の甲に布を当てていたアメリアの手を、ユージンが掬すくうようにして持ち上げる。

「アメリア。ひとつ叶かなえてほしい願いがある」

「願い？」

　アメリアはじっと次の言葉を待った。

「銀の薔ば薇らが咲さいたら、我々が人間に戻もどれたら、君に特別な花を贈おくりたい」

「え？」

　柔やわらかく優やさしい眼まな差ざしが、アメリアに注がれる。そして、ユージンは言った。

「その時はどうか、恐こわがらずに花言葉を調べてくれ」

　アメリアは息を吞のみ、身じろぎをした。

　ユージンは誓ちかいを込めるかのように恭うやうやしく、アメリアの手の甲に口づけた。
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　翌朝、オルブライト家に現れたセドリックは、右側の頰を赤く腫はらしていた。横には憮ぶ然ぜんとした顔のマーティンがおり、アメリアとユージンに向かって親子そろって頭を下げる。

「申し訳ありませんでした」

　セドリックの声が屋や敷しきに響ひびいた。

「あんな風に、泣かせるつもりはなかったんです」

　息むす子この声を受け、マーティンが口を開く。

「私からも、心より謝罪させていただきます、アメリア様。伯爵も、息子を信しん頼らいして雇やとってくれたというのに、それを裏切るような真ま似ねをして申し訳ありませんでした」

　昨日ユージンが助けに来てくれた時、セドリックの頰に腫れはなかった。つまり今日の頰の惨さん状じようは、マーティンの仕し業わざなのだろう。

　黙だまって謝罪を聞いたユージンは、「もういい」と二人に顔を上げるように言う。そのままセドリックの前に立ったユージンは、彼の瞳ひとみを真っ直すぐ射い貫ぬいた。

「私は君と同じ舞ぶ台たいに立った。こんなことは、二度はないからそのつもりで」

　その言葉に、セドリックが苦く笑った。

「挑ちよう発はつなんてするんじゃなかったな」

　後こう悔かいしたような言葉だが、顔はどこか吹ふっ切れたような清すが々すがしさがある。その表情を見て、ユージンは確信したように呟つぶやいた。

「やはり、わざとか」

　セドリックは何も言わずに笑っただけだった。ユージンもそれ以上は言げん及きゆうせず、目の前の親子に向かって言う。

「私への謝罪はいい。あとはアメリア次し第だいだ」

　すると一いつ斉せいに視線がアメリアに集まった。

　アメリアは、頰を赤く腫らしたセドリックを見つめる。眉まゆを下げた彼は、いつもの優しいセドリックだった。昨日は驚おどろいたし、怒いかりも湧いたが、やはり許せないほど嫌きらいにはなれない。思えば昨日迫せまられた時も、もっと強ごう引いんにしようと思えばできたはずなのに、彼はしなかった。

「私、セドリックさんの気持ちには応こたえられません」

「はい」

「それでもいいのであれば、今日もマドックさんの所に付き添そってもらいたいんです。お願いできますか」

　その言葉に、セドリックは目を丸くした後、優しく笑った。

「お願いするのは俺の方ですよ、アメリア様。もうあんなことはしませんから、護衛をしてもいいですか？」

　アメリアが頷うなずくと、セドリックは「ありがとうございます」と頭を下げた。










　連日訪おとずれるアメリア達に、当主のクラークもさすがに怪け訝げんな顔になったが、ベルがなにかを言い添えてくれているのか、快く迎むかえてくれた。

　そんなベルは今日も婚こん約やく者の屋敷に行っているらしく不在で、アメリア達はすぐに庭園へと向かう。

　昨日と同じようにマドックを捜さがそうとしたのだが、彼はすでに庭園の入り口にいた。アメリア達を見るなり、深くお辞じ儀ぎをする。まるで、アメリア達が来るのを待っていたかのようだ。

「マドックさん、あの」

「昨日は、あなた達の話も聞かずに追い出すような真似をして、申し訳ありませんでした」

　顔を上げたマドックの瞳は、昨日までと違ちがっていた。柔らかい光を湛たたえてアメリア達を見ている。

「どうぞこちらへ」

　マドックはアメリア達を庭園の中へと促うながした。

　ベルとお茶会をした場所へと連れて行かれ、椅い子すに座るよう言われる。

「我々の話を聞いてくださるんですか？」

　セドリックの問いにすぐには答えず、マドックはじっと自分の膝ひざに置かれた手を見つめた後、ぽつりと話し始めた。

「ベル様が今日、クレマチスを庭に植えてくれないかと頼たのんでこられました」

　アメリアは驚きに目を見張る。

「それも、青い花弁のものを選んでくれと。サムシングブルーに使いたいからだとおっしゃっていました。結けつ婚こん式のブーケにするそうです」

　サムシングブルーとは、サムシングフォーと呼ばれるまじないのひとつだ。結婚式の当日、新しいもの、借りたもの、古いもの、青いものを身につけると、永遠の幸せが訪れるという。青いものは、花はな嫁よめの清らかさと愛情を表している。ベルは青いクレマチスをブーケとして持つことで、サムシングブルーを表現しようとしているのだ。

「あなたに……、アメリア様に、クレマチスの花言葉を教えてもらって、青い花には辛つらい思い出だけじゃなく、おばあ様の愛情がこもっていたことに気付かされたと言っていました。前向きになれたのはアメリア様のおかげだと」

　アメリアは慌あわてて首を横に振ふる。

「私は花言葉を伝えただけです。悲しみを乗り越こえようと頑がん張ばったのは、ベル様自身ですよ」

「そうだとしても、あなたはきっかけをくださいました。ベル様と、あの時咲いていた青いクレマチスの花に、寄り添ってくれた」

　そこまで言って、マドックは息を吐はいた。それから、アメリアに向き合う。迷いを取り去ったような表情だった。

「今まで、無礼な態度をとってしまったことを謝罪させてください。私は自分のことばかりで、貴方あなた達の事情を考えることもしなかった」

「それは仕方のないことです。大切な人を守りたい気持ちはよく分かりますから」

　そこでマドックは、小さく笑った。

「あなたはオルブライト伯はく爵しやくと同じことを言うんですね」

　アメリアが首を傾かしげると、マドックが目を細める。

「実は、夜に伯爵が我が家を訪ねてきていたのです。いつも追いかえしていましたが」

「えっ」

　思わず椅子から立ち上がってしまった。

「伯爵、そんなこと一言も……」

「申し訳ありません。内ない緒しよだったのでしょうか……」

　マドックが困ったように眉を下げるので、アメリアは咳せき払ばらいをして椅子に座り直した。

「そんなことはありません。あの、伯爵はなんて？」

「私に頭を下げられました。伯爵ともあろうお方のすることではないと言ったのですが、伯爵として頼みにきたわけではないからとおっしゃいました。大切な人を守りたい、ただ一人の人として来たのだと言われて、私ははっとしました」

　長年の庭造りで荒あれた自分の手を眺ながめながら、マドックは続けた。

「伯爵の気持ちは、私がベル様やエルフォード家を守ろうとしていた気持ちと同じでした」

　相手をただ守りたいという気持ち。幸せになってほしいと願う気持ち。

「私はただの老いた庭師です。若く聡そう明めいな伯爵が、権力を笠かさに着て命令することだってできたでしょう。だが、伯爵はそうされなかった。守りたい方を優先したいはずなのに、私の気持ちまで考えてくださっていた」

　ユージンはそういう人だと、アメリアは誇ほこらしいような気持ちで頷いた。時には伯爵という身分を最大限に使って不ふ遜そんな態度をとってみせることもあるが、力だけがすべてを解決するのではないということもきちんと知っている。

「伯爵は私に、エルフォード家の人達に危険が降りかかることは絶対にしないと約束してくださいました。あなたも、私に大切な人を守る方法を考えようと言ってくれた。……私は、伯爵とあなたを信じます」

　マドックはゆっくりと顔を上げて、胸むな元もとからなにかを取り出した。

「これは、曾そう祖そ父ふの日記です。ずっと隠かくすように、でも捨てられることなく受け継つがれてきた、曾祖父を唯ゆい一いつ知るものです。昨日確かめたのですが、アメリア様の言っていた『銀の薔ば薇ら』という単語があるのを見つけました」

　アメリアは息を吞のんだ。ついに、触ふれることの叶かなわなかった謎なぞを摑つかんだような、確かな手て応ごたえを感じた。

　差し出される日記帳を、震ふるえる手でおずおずと受け取る。革かわ表紙は傷つきボロボロになっており、年月の重さを感じさせた。

「家中を探しましたが、私がアメリア様に渡わたせる手がかりはこれだけです。お貸ししますので、どうぞ持っていってください」

　胸がいっぱいになって、アメリアは勢いよく頭を下げた。

「ありがとうございます！」

　マドックは最後にこう言って微笑ほほえんだ。

「また屋や敷しきにいらしてください。その時は、青い花を配色した美しい庭園をご覧に入れましょう」

　アメリアは是ぜ非ひ、と微笑んだ。










　馬車に急いでもらったが、オルブライト家に戻もどってきた頃ころには日が落ちていた。

　アメリアはセドリックと別れた後、玄げん関かんホールで出で迎むかえてくれたユージンに日記帳を見せた。

「銀の薔薇という記述があったそうです。すぐに読みましょう！」

　オルブライト家の人々の顔に、期待と不安が半々といった色が見える。アメリアも気を引き締しめた。一体どんな内容が書かれているのか分からないのだ、喜んでばかりいられない。

「そうだな。さっそく書しよ斎さいで読もう」

　ユージンが頷いた時だった。トントンと屋敷の扉とびらが叩たたかれる。

　執しつ事じであるグレンが扉を開けると、そこには二人の男性が立っていた。一人は背の高いしっかりした体付きの男性で、軍人のようだった。もう一人は黒い祭服を身につけているため、教会の人間だろう。

　小さな身み震ぶるいが起こって、アメリアは眉まゆを顰ひそめた。なんだかとても嫌いやな予感がした。

「ユージン・オルブライト伯爵はどこだ」

　自らは名乗ることもせずに、軍人然とした男が玄関ホールの人々をねめつける。

「私です。……あなたは？」

　ユージンがアメリアを背後に隠してから、一歩進み出る。

「王立近この衛え隊の隊長、アダルバート・ホーンだ。こちらは、英国国教会のマリウス主教」

　軍人アダルバートが名乗り、紹しよう介かいされたマリウス主教が鋭するどい視線でユージンを見つめた。

「近衛隊の隊長と主教様とは、なかなかに異色な取り合わせですね。で？　本日はどういったご用件でしょうか」

「あなたに殺人容疑がかかっている」

　周囲が途と端たんにざわめき出す。アメリアも驚いてアダルバートを見つめた。

　ユージンは虚きよを衝つかれたような顔になったが、すぐに穏おだやかな笑えみを乗せる。

「私が、一体誰だれを殺したというんですか？」

「今、ロンドンで起こっている殺人事件だ。遺体はすべて血が抜ぬかれている。我々は、あなたがそれをやったと考えている」

　アメリアは胸元に抱だく日記帳を握にぎりしめて、表情を変えないように努めた。変に動どう揺ようして、アダルバート達にいらぬ誤解を与あたえたくない。だが、心臓はドクドクと早はや鐘がねを打ったように騒さわいでいた。

　──どういうこと？　伯爵が吸きゆう血けつ鬼きだって言ってるの？

「なぜ、私だと？」

　ユージンは動揺などおくびにも出さずに問いかけた。

「証言者がいる。五日前、あなたが街で助けた女性が話してくれた。実はあなたに襲おそわれたが、脅おどされて何も言えなかったと」

　信じられない言葉に耳を疑う。アメリアは咄とつ嗟さに声を上げていた。

「そんな！　伯爵がそんなことするはずありません！　それに、彼女が私達の馬車に助けを求めた時には、すでに首元に傷はありました！　後はずっと私と一いつ緒しよにいたんです！」

「あなたは現場にいたそうだが、所しよ詮せんは伯爵家の関係者だ。信しん憑ぴよう性せいはない」

　アダルバートはアメリアの言葉をすげなく断たち切った。

「だったら、襲われた女性の証言には信憑性があるとでも？」

　ロイドが腕うでを組み、険しい声で言う。

「もちろん、女性の言葉をすべて鵜う吞のみにするわけではない。だが、伯爵は以前から変な噂うわさがあった。あなたは、夜にしか社交界に顔を出さないそうだな。日の下を歩いたところを見たことがないと」

　疑ぎ惑わくの眼まな差ざしが注がれるが、ユージンは表情を変えず、冷ややかに続きを促うながした。

「それで？」

「我々はひとつの可能性を導き出した。──伯はく爵しやく、あなたは吸血鬼と呼ばれる存在なのではないか」

「吸血鬼？　いまどきお伽とぎ噺ばなしでも聞かない名前だ。近衛隊長殿どのは、随ずい分ぶん夢見がちな方でいらっしゃる」

　ユージンは笑ってみせた。わざと馬ば鹿かにしたような物言いをユージンはしたが、アダルバートは口元を引き攣つらせただけで、挑ちよう発はつには乗ってこなかった。

「噂はずっと囁ささやかれていた。吸血鬼という化け物がこの世にいて、ロンドンの人々を襲っているのだと」

「──古来、吸血鬼伝説は様々な地方で語り継がれてきたもの。人々を破は滅めつに追いやる」

　ずっと口を開かなかったマリウス主教が、低いしわがれ声で言った。

「どちらにしろ教会は、不ふ吉きつな影かげは取り払はらわねばならぬ」

「教会の方針は分かりましたが、私を吸血鬼と疑うにはあまりに証しよう拠こも証言も弱すぎるのでは？」

「そうだ。だから、我々は試ためすことにした」

　ユージンは眉を寄せた。

「試す？」

「吸血鬼は太陽の光に弱いと聞く。そこで、あなたは今夜教会の地ち下か牢ろうで過ごし、明朝太陽が出たら外の広場に出てもらう」

　周囲が息を吞むのが分かる。アメリアも悲鳴を上げたくなった。それはユージンにとって、死し刑けい宣告にも等しい。隠しようもできない事実が、白日の下に晒さらされてしまうのだ。

　アメリアの脳のう裏りに、セドリックから自分を助けるために日の下に出た時のユージンの姿が過よぎった。外に出てすぐに、光はユージンの身の内を焼く。誤ご魔ま化かしなど一いつ切さい利きかない。

「吸血鬼でないなら慌あわてることはないはずだ。そちらも、疑われるのは本意ではないだろう？　手っ取り早く身の潔白が証明できるぞ。人間だと証明されれば、我々は疑ったことを心から謝罪しよう。家名に傷が付かないよう、王家の名において取り計らうと約束する」

　王家の名において。つまりこの公開処しよ刑けいを、王は了りよう承しようしているのだ。だからこそ、近衛隊の隊長が使者としてここに赴おもむいている。

　そこで、アダルバートはユージンの表情を窺うかがうべく黙だまった。ユージンもまた、視線を合わせたまま答えない。

　アメリアは、ユージンが内心めまぐるしく考えているのが分かった。

　教会に行かないと突つっぱねるのは簡単だが、相手は王家の命を受けた人間と教会の主教だ。教会はもちろんのこと、王家に忠誠を誓ちかう伯爵という地位にいるユージンが断るのは、容易なことではない。それこそ、オルブライト伯爵家の家名に傷が付くことになる。そして一生、疑いの目が付いてまわるのだ。

　ユージンの両りよう肩かたには、オルブライト領の領民の命が乗っている。

「──分かりました」

　そう。ユージンが答えられる返事は、これしかない。

「ユージン様！」

　テッドが気色ばった声を上げる。ユージンはそれを、軽く片手を上げることで抑おさえた。

「グレン、後は頼たのむぞ」

　連行されるユージンが、屋敷を出る間ま際ぎわにグレンに囁いた。

　グレンはぐっと感情を抑えこむように唇くちびるを引き結ぶと、綺き麗れいな一礼で返事とした。










　めまぐるしく動く一日は、まだ終わらない。

　主あるじの去った屋敷では、グレンが代わりとなって指示を飛ばしていた。

「ユージン様は、夜会の夜にディオンの従者と会ったと言っていました。つまり、この状じよう況きようはディオンによって作られたものってことですか」

　テッドが悔くやしそうに壁かべに拳こぶしを打ち付ける。

「あの女性は、そもそも襲われていたわけじゃなかった。ディオンの息のかかった協力者だったなんて……！」

「遺体をこれみよがしに放置したのも、人々を恐きよう怖ふで煽あおるのが目的だったんだな」

　横にいた仲間が唸うなるようにして言う。

「反省など後にしなさい。今は、これからのことを考えるべきです」

　グレンが苛いら立だつテッド達を窘たしなめた。

　グレンは、朝までに教会の地下牢からユージンを救い出して逃にげ、形勢を立て直すことが肝かん要ようだと言った。なんとか冷静さを取り戻もどしたテッドが、中心になって仲間と話し始めた。

　アメリアはユージンの書しよ斎さいを借りて、日記の一ページ目を開いた。グレンはアメリアに、秘薬の完成を最優先に考えてくれと言った。ユージンが人間だと証明されれば、すべてが収まるのだ。

　静まった書斎で、逸はやる心を一生懸けん命めい抑えながら、アメリアは日記を読み始めた。

　最初の数ページは、庭師らしく花の観察や温度の管理などが記されてあった。しかし、読み進めてしばらくすると、ワーズワースという単語が飛び込んできた。




『○月×日

　庭園ではノイバラが満開だ。虫がつかないよう気をつけなければ。




　最近、ノエル様の様子がおかしい。薔ば薇らを見るたびに溜ため息いきを吐つく。

　ワーズワース家の跡あと取とりとして、重責を感じておられるのだろうか』




　どうやらワーズワース家には娘むすめがおり、名前はノエルと言うらしい。庭師であるエイブラムとは仲が良いらしく、日記に何度もその名が登場する。ノエルを、自分の子供のように優やさしい眼差しで見つめているのが、文章の端はし々ばしから感じられた。




『○月×日

　どうすればいいのだろうか。当主様に言うわけにもいかず、こうして記している。

　ノエル様が吸血鬼を好きになったと私に相談してこられた。ずっと悩なやんだ様子を見せていたのは、これが原因だったのだ。

　ディオンというその吸血鬼とは、ローズガーデンで知り合ったという。私も会わせてもらったが、確かに恐おそろしいほど美しい男だった。金きん髪ぱつは輝かがやくようで、緑の瞳ひとみは草木の色というよりは、硬こう質しつな宝石を彷ほう彿ふつとさせた』




「ディオン!?　噓うそ、これって……」

　アメリアは想像もしなかったところから出てきた名前に、軽い混乱状態に陥おちいる。別人かとも考えるが、エイブラムが書いた容よう貌ぼうはアメリアの知るディオンに当てはまっている。それに吸きゆう血けつ鬼きならば、百二十年を生きていても不思議ではなかった。

　──ワーズワース家の跡取りの娘と、吸血鬼が恋こいに落ちたってこと？




『急速に近づく二人に、私はなす術すべがなかった。吸血鬼は悪あく魔まの化け身しんだ、人間と恋仲になるなどあまりに罪深い。

　しかし、話してみるとディオンという吸血鬼は、私の知る悪魔のような存在ではなかった。彼は人間に戻りたがっていた。人の血など飲みたくはないと、心の底から苦しんでいた』




　まるで、ユージンのようだと思う。

　この日記に書かれているディオンが本当にアメリアの知るディオンなのか、自信がなくなってきた。これが事実なら、ディオンはかつて、ユージン達が人間に戻りたいと願っている思いを、同じように抱いだいていたことになる。




『○月×日

　ノエル様が、ディオンを人間に戻すための薬を作りたいと言ってきた。私にも、手伝ってほしいと。

　ワーズワース家に雇やとわれた人間として、彼女に協力することはいけないことだ。だが、私はノエル様とディオンが幸せに笑っている姿を見てしまった。二人に幸せになってほしいと思ってしまった。だから、覚かく悟ごを決めよう。神よ、どうか許したまえ』




　それからノエルとエイブラムの試行錯さく誤ごが始まる。ワーズワース家の癒いやし子であるノエルは文字通り、寝しん食しよくを削けずって秘薬作りに挑いどんだ。すべては愛する人を助けるため、それが神に背そむくようなことであっても、不可能だと言われても、ノエルの気持ちは変わらなかった。

　しかし、やはりそう簡単に秘薬はできなかった。




『○月×日

　ノエル様が日増しに思い詰つめたような顔になっていくのを、傍そばで見つめることしかできない。秘薬の要かなめでもある銀の薔薇が、どうしても咲さかないのだ。

　ずっと順調に生長していたのに、蕾つぼみが出たところで生長が止まってしまった。ノエル様は毎日薔薇の木の下へ通っている。睡すい眠みんも満足にとらないまま、様々な方法を試ためしている。倒たおれてしまわないか不安で仕方ない』




　アメリアはぐっと両手を握にぎりしめた。いつの間にかノエルが、自分に重なって見えた。大切な人を救える材料があるのに、あと一歩届かない。どれほどもどかしく苦しいだろう。




『○月×日

　久しぶりにディオンに会ったが、あまりに瘦やせていて驚おどろいた。

　彼の美しい顔には、絶望の影かげがあった。とうとう自分自身の存在に、我が慢まんができなくなったのだ。彼はここ二日ほど、血を飲んでいないという。このままでは餓が死ししてしまう。だが、ノエル様が血を飲むよう何度頼んでもディオンは首を縦には振ふらなかった。どうすればいい。我々には時間がない』




　走り書きのような乱雑な文字が、エイブラムの焦あせりを表しているかのようだった。

　しかし次のページで、事態は劇的に変わっていた。




『○月×日

　銀の薔薇が咲いた！　これで秘薬が完成する。神よ、感謝します』




　アメリアは焦った。なぜ銀の薔薇が咲いたのか書いていない。これでは意味がない。急いで先を読み進める。




『○月×日

　おかしい。秘薬が完成し、ディオンのところへ持っていったのに、ディオンはまるでノエル様を知らないかのように振る舞まう。ノエル様を問い質ただしても何も言ってくれない。

　秘薬が完成すれば幸せな二人が見られると思った。だがやはり神は、それをお許しにならないのか』




『○月×日

　ノエル様を問い質した。ようやく、真実が分かった。

　ノエル様はワーズワース家に伝わる禁じ手を使ったのだ。吸血鬼を人間に戻すという奇き跡せきを起こすため、代だい償しようを差し出して銀の薔薇を咲かせた』




「代償……？」

　ページを捲めくる手が汗あせばむ。いよいよ日記は核かく心しんに迫せまっていた。




『大きなものを得るためには、より大きな代償が必要となる。ノエル様が差し出した代償とは、ノエル様が秘薬を作る原動力ともなった、ディオンの恋こい心ごころだった。

　いや、恋心どころか、ノエル様は彼の中にあるノエル様自身の記き憶おくをすべて消してしまったのだ。ノエル様がディオンとの記憶を消すことはできない。それでは秘薬を作れないからだ。

　ノエル様はディオンが苦しまなければそれでいいと言った。死なないでくれればもうそれだけで十分だと笑っていた。

　いいわけがない。そう思っても、すべて受け入れたかのように静かに笑うノエル様を前にして、私は何も言えなかった』




　次のページでは、日付も記されずに、感情的な文章が書きなぐってあった。




『当主様は自分の娘にどれほどむごいことをなさったか、分かっているのか。

　ノエル様は、人間に戻もどりたい吸血鬼を救うために秘薬を作ったのだ。新たな人生を歩んでほしいと望んでいたのだ。それなのに当主様は秘薬をノエル様から騙だまし取り、王家と共きよう謀ぼうして他ほかの吸血鬼に飲ませ、人間に戻した後に殺してしまうなんて！

　まだ秘薬を飲む前だったディオンは、仲間を騙した人間を憎にくんだ。秘薬を作ったワーズワース家の人間を憎んだ。本当は彼のために誕生したその秘薬を作った、ノエル様を憎んだ。

　神よ。これが、人間と吸血鬼が恋した末路なのか？』




　最後の文章は、人間と吸血鬼が対立した原因が書かれてあった。こうして吸血鬼は、ワーズワース家の人間をすべて根絶やしにしようとしたのだった。そして仲間を殺した人間を憎み、攻こう撃げきしようと争いが生じた。

　日記はここで終わっている。

　アメリアは、ゆっくりと日記帳を閉じた。まるでノエルになって百二十年前を彷徨さまよってきたような、深い疲ひ労ろう感かんを覚えた。

　だが、知りたいことは分かった。銀の薔ば薇らを咲かせる方法。

「代償……」

　アメリアは、ぽつりと呟つぶやいた。

　──伯はく爵しやくの記憶から、私が消える？

「…………っ」

　アメリアはぎゅっときつく目を閉じた。襲おそい掛かかってきたのは、嫌いやだと叫さけぶ自分勝手な思いだ。

　一いつ緒しよに夜の庭で薔薇を見たこと。自分の手を綺き麗れいだと言ってくれたこと。カーテンごと抱だき締しめられたこと。人間に戻ったら特別な花を贈おくりたいと、手に口づけられたこと。色々な花を贈ってくれたこと。他にももっとたくさんある。数えきれないほど、たくさん。

　全部、忘れてしまう……？

　嫌だ、嫌だ。心が叫ぶ。

　恐きよう怖ふは他にもある。記憶を失ったユージンはアメリアをどう思うだろうか。今のような関係はもう作れないだろう。二度と親しげに笑いかけてもらえないかもしれない。

　だって、記憶を失うのはユージンの方なのだ。勝手に代償の対象にされて、不快に思うかもしれない。憎まれてしまうかもしれない。

　ああ、とアメリアは震ふるえるような溜ため息いきを吐ついた。

　──ノエルという女性も、きっとこんな風に苦しんだんだ。

　それでも彼女は決断した。身を切られるように辛つらい決断を、した。憎まれてもいい、自分を忘れてもいい。だから彼を苦しみから解放して、命を助けて──。

「……私と、一緒」

　アメリアは苦く笑った。百二十年前と同じことが繰り返されようとしている。結果も分かっている。それでも、試ためさずにはいられない。

　大切な人を救う、たったひとつの術すべだからだ。




　ダイニングルームでは、ユージンを救い出す話し合いが続けられていた。アメリアは誰だれに声をかけるでもなく、テーブルで議論するグレン達に近付いていく。

　最初に気付いたのはスージーだった。

「アメリア様？」

　アメリアは微笑ほほえんだ。

　──私、ちゃんと笑えてる？

　息を吸って、部屋中に聞こえるように言った。

「皆みなさん。銀の薔薇を咲さかせる方法が分かりました。上手うまくいけば、朝日が昇のぼるまでに伯爵を人間に戻せるかもしれない」

「本当ですか！」

　グレンが、彼にしては珍めずらしく動どう揺ようしたように声を震わせた。周囲も歓かん声せいを上げる。アメリアは大きく頷うなずいた。

「私を、伯爵のところまで連れて行ってください」







　夜はまだ明けない。誰のところにも、まだ。







[image: 四章　長い夜の終わり]




　教会の地ち下か牢ろうへと向かって、アメリアを乗せた馬車が夜道を駆かけ抜ぬける。後ろからは、更さらに仲間を乗せた数台の馬車が走っていた。

　アメリアは小窓から外を見上げた。月は真上にかかっている。

　──時間がない。早く早く！　伯爵のところに急がなくちゃ、間に合わなくなる！

　それは同時にアメリアの恋こいの終わりでもあったが、考えないようにしていた。とにかく今は、ユージンの身を救うことだけを優先させるべきだ。

「アメリア様。馬車はちゃんと夜明け前には着きますから、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　護衛のため一緒に馬車の中にいるテッドが、安心させるように微笑んだ。

　アメリアも微笑み返そうとした時、馬車が大きく揺ゆれ、馬の嘶いななきが響ひびく。

　急停止するように馬車が止まった。

「アメリア様はここにいらしてください」

　外を覗のぞき込もうとするアメリアを制して、テッドがゆっくりと馬車の扉とびらを開けて外に出る。

「──ディオン達だ！」

　誰かの声が外から聞こえて、アメリアは堪こらえきれずに馬車の扉から半分顔を出した。

　アメリアが外を見ると、すでにそこかしこで戦せん闘とうが始まっている。オルブライト家の吸きゆう血けつ鬼きと、ディオンの手下である吸血鬼が戦っているのだ。

「アメリア様！　ここは彼らにまかせて、私達は教会へ急ぎましょう！」

　馬車にグレンが駆け寄ってくる。

「でも！　皆は……」

「ディオン達の狙ねらいは、ここで我々を足止めすることです。敵の思おも惑わくに乗るなどとんでもない。なんとしてもアメリア様をユージン様の下もとへ連れて行かなければ……」

　馬車の扉に手をかけていたグレンは、不意に気配を察したように後ろを振ふり返った。懐ふところから出した短たん剣けんが、背後から襲ってきた敵の剣を間かん一いつ髪ぱつで受け止める。

　衝しよう撃げきで剣同士が弾はじけ、グレンは馬車から数歩離はなれることになった。

「……っ」

　グレンの顔が苦痛で歪ゆがむ。向かってきた敵は、アメリアも見たことがある、ディオンの従者だった。無表情でグレンを見つめ、次の攻撃に転じようと重心を低くする。

「グレンさん！」

「──やあ。ワーズワースの癒いやし子よ。また会えて嬉うれしいな」

　滑なめらかな喋しやべり方なのに、ぞっとするほど冷たい声こわ色いろがアメリアの耳に飛び込んできた。馬車の扉の外から顔を出す人物がいる。

　何度見てもその造形美に目を奪うばわれそうになる、ディオンの美しい顔が近付く。彼はゆっくりと馬車へ乗り込んできた。

「こんな夜よ更ふけにどこに行くのだろう？　教えておくれ」

　恐怖より、怒いかりの方が勝まさったアメリアはディオンを睨にらみつけた。

「あなたがそれを言うんですか？　伯爵を陥おとしいれたのはあなたでしょう!?」

　ディオンはアメリアの怒りなどどこ吹ふく風で、嘲あざけるように笑ってみせた。

「私が何をしたと？　確かに少々お膳ぜん立だてはしたが、ユージンを捕つかまえ、教会の広場で晒さらし者にすると決めたのはお前達人間だろう？」

　ディオンはアメリアの手首を摑つかむと、強ごう引いんに引き寄せた。吐と息いきが触ふれ合うほど、互たがいが近くなる。

「人間とはなんとも分かりやすく、御ぎよしやすい。少し恐怖を落とし込んでやるだけで、あとは勝手に喚わめき、震え、混乱に踊おどってくれる」

「そうじゃない人間だっています！　あなたは憎にくしみだけに支配されて、大切なものまで見えなくなってる」

「お前こそ、人間の本質がなにも見えていない」

　ディオンの緑色の瞳ひとみが、憎ぞう悪おで燃えるようにきらめいた。

「恐怖を排はい除じよしようとし、身の安全を得るためなら他人を犠ぎ牲せいにできる。噓うそを吐き、裏切る！」

　摑まれた手首が、軋きしむほどに力を込められる。

「百二十年前に、私は人間の本ほん性しようを見た。人間に戻もどりたいと苦しむ吸血鬼達に、人間は何をしたと思う？　戻してやると甘言を囁ささやき、秘薬を飲ませた後に殺した。奴やつらはこう言い訳した。悪あく魔まを一度身に宿した者は、一生悪魔のままなのだと！」

　アメリアは、怒りに歪むディオンの顔を見つめた。ディオンが受けた仕打ちは耐たえ難がたいものだっただろう。彼はこうして百二十年もの間、人間を憎み続けてきたのだ。

　──憎み続ける。これからも、ずっと？

　不意にアメリアの中に、悲しさに似た感情がさざ波のように広がる。

「私から言わせれば、奴らの方が悪魔だ。化け物なんだよ。……分かったかい？　ワーズワースの癒し子よ」

　冷たく見下げられ、それでもアメリアは震える体を懸けん命めいに抑おさえようとした。

「……何度でも、言います」

　思ったよりも強い声が出て安心し、アメリアは見返す眼まな差ざしにも力を込める。

「あなたは憎しみに支配されてる。確かに人間はあなたに酷ひどいことをした。どんなに苦しくて悲しかったか、私には想像もできません。でもそれだけじゃだめです。本当に大切なものまで、見失っちゃいけないんです！」

　言い返されると思わなかったディオンが、虚きよを衝つかれたような顔になる。

「あなたが見たのは、確かに人間の抱かかえる本質のひとつかもしれない。でも、すべてじゃありません」

「黙だまれ」

　ディオンが、アメリアの言葉を押さえこむように喉のどに手をかける。

「……っ、あなたはっ、それを知ってるはずです！」

「……何だと？」

　ディオンの力が緩ゆるんだ。アメリアは絞しぼり出すようにして言った。

「ワーズワースの秘薬は、あなたを人間に戻すために、ある女性が作ったものなんです！　寝しん食しよくを惜おしんでも、周囲に反対されても、自分の気持ちを押し殺しても、それでも苦しむあなたを救いたくて作ったものなんです！」

「何を言ってる？　ワーズワースの秘薬は、吸血鬼を排除するために作られたものだ」

「違ちがう！　違うんです！」

　アメリアは必死に首を横に振った。日記を読んだ者として、これだけはディオンに伝えなくてはならない。

「ノエル、という名前に覚えはありませんか。覚えがないなら今思い出してください！」

「……ノエル……？」

　ふ、とディオンの瞳が揺らいだ。アメリアはその隙すきに、ディオンの拘こう束そくから逃のがれる。

「あなたの恋こい人びとだった、ワーズワースの娘むすめです。あなたを人間に戻すため、秘薬を完成させるために、自分の思いを断たち切ったんです！　あなたはノエルさんにも同じように言えますか？　自分のために他人を犠牲にできるって。噓を吐つくって、裏切るって、言えますか！」

「……なに……」

　ディオンは困こん惑わくしてアメリアを見つめる。だが、瞳が忙せわしなく動いているのが分かった。

「ノエルさんはどんな人だったんですか？　それを知る人は、語れる人はもうあなたしかいないんです！　お願いです、思い出して！」

「や、めろ」

「あなたが思い出さなきゃ、誰だれが彼女の思いを受け取るんですか！」

「やめろ！」

「やめません！」

　激しく言い合った後、ディオンが口を閉とざした。不気味なほどの静せい寂じやくが、二人の間に漂ただよう。

　荒あらく息を吐くアメリアは、目の前のディオンの両りよう肩かたが小刻みに震ふるえていることに気付く。

「そんな女なんて、……私は知らない」

「いいえ。あなたは知ってます。……きっといつか、思い出すはずです」

　アメリアが動き、馬車から出ても、ディオンはもう追いかけてこなかった。
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　外に出ると、まだ戦いは続いている。

　だが、ディオンの手下達はアメリアの姿を見るなり驚おどろいた顔になった。てっきり、すでにディオンに殺されていると思っていたのだろう。

　動どう揺ようは敵方に広まっていった。手下達の動きが、精せい彩さいさを欠いていく。

「アメリア様！」

　顔に所々傷を付けたテッドが、転がるように駆かけ寄ってきた。

「ああよかった！　ご無事でしたか！」

「私は大だい丈じよう夫ぶ。テッドさんは？」

「俺は平気です！」

　こんな時でも、テッドはアメリアを安心させる笑えみを見せてくれる。

「──テッド！　アメリア様！」

　後方から声が上がった。

　グレンが手招きをしている。彼もテッド同様、小さな傷をそこかしこに作っていた。

　グレンは、近づいてきたアメリアの両肩に手を置いた。

「アメリア様。ここは私達が引き受けますから、あなたはテッドと一いつ緒しよに教会へ急いでください。教会まではあと僅わずかです」

　アメリアは空を見上げた。月の位置が下りてきている。もうすぐ夜明けだ。

「テッド。アメリア様を頼たのんだ。向こうの手て筈はずは整っているはずだ。──行け！」

　グレンの声に背中を押され、アメリアとテッドは夜の道を駆け出した。










　息が切れて、幾いく度ども転びそうになる。

　その度たびにテッドに手を引き上げられ、アメリアはもう気力だけで教会へと向かっていた。

　やがて、十じゆう字じ架かを掲かかげる荘そう厳ごんな建物が見えてくる。

　テッドは胸むな元もとから紙を取り出すと、すばやく視線を走らせた。アメリアも覗のぞき込むと、どうやら教会の見取り図らしい。

　裏口へ回り込むと、木で作られた小さな扉とびらがあった。

「アメリア様。これから教会の中へ入ります。できるだけ音を立てないでください」

「分かりました」

　頷うなずき、テッドの後ろから扉の中へ入っていく。

　石で積まれてできた教会の中は、夏だというのにひんやりしており暗かった。

　誰かと鉢はち合あわせするのではないかと緊きん張ちようしながら進むが、テッドは人のいない通路を知っているのか、そのような心配はなかった。

　しかし、さすがに地ち下か牢ろうへと続く階段の前には、兵士が立っている。

「ど、どうしましょうか。テッドさ……」

　アメリアが言い終わる前に、テッドは堂々と兵士の前に立った。アメリアがぎょっとすると、なぜか兵士二人はテッドに道を空けてくれる。

　テッドが手招きするので、アメリアは駆け寄り、階段を一緒に下りていった。

「あのっ、どうして……」

「セドリックが手を回してくれたんです」

　手筈は整えてあると言ったグレンの言葉が頭を過よぎった。軍人であるセドリックの伝手つてを頼たよったのだろう。

「ですが、そう時間はありません。交こう替たいする兵士まではどうにもできなかったので、我々に残された時間は十分程度です」

　アメリアは息を吞のんだ。それだけしか、ユージンと語れる時間はないのか。今の彼を目に焼き付けておくには、あまりに短い。

「それだけの時間で、秘薬はできますか？」

「大丈夫です」

　不安げに聞いてくるテッドに、安心させるように微笑ほほえんだ。

　──そうだ。私はここに、秘薬を完成させるために来たんだから。

　覚かく悟ごを決めて前を向き、一歩一歩階段を下りていく。だがやがて鉄てつ格ごう子しが見えてきて、向こう側にユージンの姿を捉とらえた時、奮い立たせたはずの心があっけなく揺ゆらぎ、悲鳴を上げる。

「俺は、外を見張っています。後はお願いします、アメリア様」

　テッドが囁ささやき、アメリアはゆっくりと鉄格子の前に立った。

「さて。君がここにいるのは、なにを意味するのかな」

　ここが地下牢だなんて感じさせないような、いつものユージンの声。

　笑って、とアメリアは自分に強く念じた。だってこれは、喜ぶべきことなのだから、自分は笑わなくてはいけない。

　義務のようにそう思う自分が心底嫌いやだった。本当はアメリアだって飛び上がって喜びたい。銀の薔ば薇らが咲さくのだと皆みんなと幸せを分かち合いたい。邪じや魔ましているのは、自分勝手な恋こい心ごころだ。

　だが、助けたい気持ちは変わらない。それだけは揺らがない。

「伯はく爵しやく。銀の薔薇の咲かせ方が分かりました。秘薬が、完成します」

　アメリアの言葉を聞いて、ユージンは目を細めた。

「本当に？　それはどういう……」

「これで皆、人間に戻もどれます」

「アメリア」

「日の下を歩いて、美味おいしい料理もたくさん食べられて、それで」

「アメリア」

　静かなユージンの声は魔ま法ほうのように、アメリアの口を閉じさせる。

「うん。確かに、太陽の下を気持ちよく歩きたい。料理長が腕うでによりをかけた料理も、もちろん食べたいと思う。……だが、アメリア」

　鉄格子を握にぎるアメリアの手に、ユージンの手が添そえられる。

「私が今最もしたいことは、君と一緒に昼の庭園を歩くことだ。こうして、手を繫つないで」

　アメリアは目を見開いた。思ってもみなかった彼の願いに驚いたのだ。

　そして次の瞬しゆん間かんには、どうして、と理り不ふ尽じんにも叫さけんでしまいたくなる。人間に戻ってやりたいたくさんのことの中から、選ぶのがどうしてそれなのだ。

「…………」

「どうしてなにも言ってくれないんだ？」

「…………」

「アメリア、教えてくれ。君はさっきから肝かん心じんなことを教えてくれない。──銀の薔薇はどうやったら咲くんだ？」

　アメリアは唇くちびるを引き締しめ、激しく首を横に振ふった。こんな態度ではますますユージンの疑ぎ惑わくが深まるだけだというのに、どうしても言葉が出てこない。

　覚悟を決めたはずなのに、代だい償しようがユージンの記き憶おくだと言いたくなかった。言ってしまえばすべてが終わる。だがその一方で、噓うそを吐いたり真実を告げないことが、不誠実であることも分かっていた。

　失うのはユージンの方だ。仮にそのこと自体忘れてしまったとしても、今真実を知りたいと願う目の前のユージンに、アメリアは真っ直すぐに向き合いたかった。

　一度大きく息を吐はいて、波立つ心を必死に宥なだめようとする。そしてとうとう、アメリアは口を開いた。










　日記に記されたすべてを話し終えると、アメリアは俯うつむいた。とてもユージンの顔など見られない。

　──なにを、言われるんだろう。

　死し刑けい宣告を今まさに受けようとしている罪人のように、アメリアはユージンの言葉を待った。

「アメリア」

　来た、と思い、アメリアはぎゅっと目を瞑つぶった。

「顔を上げなさい」

　アメリアはこんな時だと言うのに、ユージンと行ったレストランでの一幕を思い出していた。ビクビクして目を見て話せないアメリアを、ユージンは怒おこってくれた。

　心から嬉うれしかった。あの瞬間から、たぶんアメリアの恋こいは始まった。初めてのことで戸と惑まどって、考えすぎて臆おく病びようになって、それでも捨てられなくて今日まで抱かかえてきた恋だ。

　勇気を搔かき集めて、アメリアは顔を上げる。

「君のその悲ひ壮そうな態度は、たいそう私の心を傷つけているんだが、理由が分かるか？」

　ユージンは、そんな風に切り出してきた。アメリアはわけが分からず、首を横に振る。

「君は、私が君を忘れると本気で思っている」

　真しん剣けんなユージンの言葉に、アメリアは戸惑った。そこを指し摘てきされるとは思っていなかった。

「それは……、でも、記憶が消えるからこその代償なんですから」

「仮に忘れたとして、ずっと思い出さないとどうして言える？」

　アメリアは頭の中で問いの答えを探し、それから言葉を失った。答えを持ち合わせていないことに気付いたのだ。

　じっとユージンを見上げると、彼は笑っていた。悠ゆう然ぜんとした、余よ裕ゆうあるいつもの笑えみだ。

「私が、君を忘れたままでいられるとでも？」

　鉄格子からユージンの両手が伸のびて、アメリアの頰ほおを包む。

「ひどい誤解だ。君は、私の気持ちを随ずい分ぶん軽く見積もっている」

　わざとらしく怒ったような声が、たまらなく甘い。

「私が、君を好きにならずにいられるなんて、そう思うのか」

「………伯爵」

「何度記憶を失ったって同じだ。私は思い出すし、君を好きになる」

「…………っ」

　目の奥が熱くなって、涙なみだの予感を連れて来る。視界がぼやけて、なにもかもがあやふやなのに、ユージンの声だけははっきりと心に響ひびいていくのが不思議だった。

　──ああもう。この人は、一体何度私を救ってくれるんだろう。

　ユージンは、自分の気持ちを信じているのだ。アメリアを想おもってくれているその気持ちを信じていて、だから忘れるはずがないと言ってくれる。

　そしてそれをアメリアにも信じろと、優やさしい青い瞳ひとみが語っていた。彼は記憶を失うのだ、不安に思わないわけがない。それでもユージンは、こんな時でも前を向いている。

　苦難だとしても二人で乗り越こえようと、絶対大だい丈じよう夫ぶだからと、アメリアを元気づけてくれている。

「伯爵」

「ん？」

「好きです。あなたが、好き」

　恐おそれもなにもない。思いが溢あふれて、でもここには花はないから、言葉にするしかない。

　ユージンの青い瞳が、小さく瞬またたく。彼の頰がゆっくりと淡あわく赤色に染まるのを、アメリアは初めて見た。

「……もう一度」

「好きです」

「うん。もう一回」

「好き」

　言うほどに、互たがいの距きよ離りが近付いていく。

「ああ。鉄格子が、邪魔だ」

　鉄格子を握るアメリアの手の甲こうを、ユージンのすらりとした指が撫なでたかと思うと、優しくだがひっかくように爪つめを立てられた。その焦じれたような余裕のない仕草と、情熱的な青い瞳に見つめられ、思わずアメリアの背筋が震ふるえる。

　悩なやましげなユージンの言葉の通り、冷たい鉄格子が二人を隔へだてて、これ以上傍そばに寄ることができない。あまりに憎にくらしい目で鉄格子を睨にらむユージンを見て、アメリアはこんな時だというのに思わず笑ってしまった。

「ここで笑うかい？　随ずい分ぶん余裕だね」

　ユージンは拗すねたような声を出すくせに、アメリアが屈くつ託たくなく笑ったことに、どこか嬉しそうな顔を見せる。
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「君を、力いっぱい抱だき締しめたい。あますところなくキスしたい。でもそれは、未来にとっておこう。覚かく悟ごしておくといい。今日みたいに笑う余裕なんて、与あたえてやらないよ」

　当然のように未来を語るユージンの瞳を一心に見つめながら、アメリアは頷うなずいた。──そうなればいい。きっと、そうなる。祈いのるように、何度も何度も頷いた。










　時間は残ざん酷こくにも、刻一刻と過ぎていく。

　アメリアは胸むな元もとから、小こ瓶びんを取り出す。リコリスの花から抽ちゆう出しゆつした蒸留水に入れられたラベンダーとタイムが、瓶の中でゆらゆらと揺ゆれていた。

　そしてもう一つ、アメリアが取り出したのは銀の薔ば薇らの枝木だ。

「日記によると、薔薇の枝の棘とげに指を刺さすことで、相手の記憶が消えていくらしいです」

　そしてアメリアは、与えられた代償で薔薇の花を咲さかすよう祈りを込める。後は咲いた花を小瓶に入れればいい。

「記憶を失っていく時間は？」

「記憶を保っていられるのは、数分程度のようですね」

　ユージンの問いに、努めて冷静に答えるようにする。

　アメリアは、薔薇の木を差し出した。ユージンがそっと受け取る。

「アメリア」

「はい」

「私達はこれが終わりじゃない。これから、始まるんだ。いいね？」

　前向きなユージンらしい言葉に、アメリアは微笑ほほえんだ。嘆なげき悲しむのではない、未来を進んでいかなければいけない。

　しなやかなユージンの指が、僅わずかに躊躇ためらった後、鋭するどい棘に刺さる。同時にアメリアも薔薇の木に手を添そえて、目を閉じた。

　──神様。私は、ノエルさんのように恋こい心ごころを諦あきらめることはできないです。しようとしたけど、できませんでした。それは、欲深いことですか。代だい償しようとして足りませんか。

　ノエルは自分の思いだけをすべて犠ぎ牲せいにすることで、銀の薔薇を咲かせた。では、アメリアの場合はどうだろうか。必ず思い出すと、一いつ緒しよに乗り越えようと言ってくれたユージンと一緒なら？

　目を閉じたままのアメリアの嗅きゆう覚かくが、ふわりとある香かおりを運んでくる。

　アメリア、と囁ささやくユージンの声が聞こえて、はっと目を開けた。

「ああ……」

　吐と息いきのような声が漏もれる。

　二人が持つ枝木には、大輪の薔薇が咲いていた。この世にない銀色はまるで作り物めいているのに、花弁の質感は瑞みず々みずしく、その花が生きていることを教えてくれる。

　まるで淡く輝かがやいているように見える薔薇は、本当に奇き跡せきのような光景だった。ワーズワースの城の庭園で見た時より美しく見えるのは、この薔薇がどれほど得え難がたいものか知ったからだろう。

　しかし、まだ終わりではない。アメリアはすぐに薔薇の花弁をひとつ摘つんで、小瓶に入れる。そして祈った。アメリアの中にある、ありったけの思いを込める。小瓶の中の花弁と液体は互いに反応するように揺れて、発光した。

　花や葉の形状はなくなり、銀色の液体だけが瓶の中に残る。

「これが、秘薬？」

　ユージンが小瓶を見つめる。まだ彼は記き憶おくを失っていない。なぜなら、次いでアメリアに移った眼まな差ざしには、愛情が滲にじんでいる。

「飲んでください」

　祈るように、アメリアは声を潜ひそめた。

「あなたが、ずっと望み続けてきたあなたになれる。だから、飲んで」

「私が仲間のうちで一番に飲むとは思わなかったな」

　ユージンは少しだけ悔くやしそうに笑った。きっと彼はすべての仲間が人間に戻もどったのを見届けない限りは、秘薬を口にしないつもりだったのだろう。

「約束します。皆みんなには、ちゃんと私が飲ませますから」

　アメリアの言葉に安心したように頷き、彼は小瓶の薬を一気に呷あおった。

「アメリア様！」

　階段を駆かけ下りてくるテッドの声がした。

　時間が、来たのだ。

「兵士の交こう替たいの時間が間もなく来ます！　それに、もうすぐ夜が明ける。主教達が迎むかえにくるでしょう。早く戻らないと」

　テッドが階段を下りて、アメリアの腕うでを摑つかんだ。そして、ユージンに視線を向ける。

「秘薬は飲んだんですね？　何か体に変化は？」

　アメリアもユージンを見つめるが、彼は肩かたを竦すくめるだけだ。

「特に何も」

　記憶もまだ失っていないようで、アメリアは不安が胸に広がるのを感じていた。

　──まさか、秘薬が失敗した？

　だが、それを確かめる術すべもなければ時間もない。

　表情の曇くもったアメリアの顔を見て、ユージンが笑う。

「大丈夫。薬はちゃんと出来ている。飲んだ本人が言うんだから信じてくれ。後は広場に出て、この身で証明すればいいだけだ」

　それに、とユージンは続けた。

「私はまだ記憶がある。もしかして、失わずにいられるかもしれない」

　アメリアも信じたくて、大きく頷く。ノエルが作った秘薬とは違ちがうという思いは、確かにあった。

「ユージン様。もし人間に戻れていなくても、我々が絶対助けに行きますから」

　テッドが鉄てつ格ごう子しから必死に呼びかける。ユージンは苦く笑った。

「無理をするなと言いたいが、どうせ聞き入れないんだろうな……。分かった。そんな心配はいらないと思うが」

「アメリア様！　行きましょう！」

　テッドが手を引いて、アメリアは仕方なく足を動かした。

　ユージンの青い瞳ひとみが、アメリアを見つめていた。アメリアが階段を上がるために視界から外す最後の時まで、ずっと。










　早朝だというのに、広間には大勢の人が集まっていた。

　なんとか日が昇のぼる前に教会を抜ぬけ出したアメリアとテッドは、近くの建物の中に身を隠かくして教会を見つめている。もしユージンが人間に戻っていなかった場合、テッドも火傷やけどを覚悟で広場に飛び込むつもりだった。

「どういうつもりで集まってるんだ？　そんなに人が苦しむのを見たいのかよ……！」

　テッドが怒いかりを押し殺すように、ぎゅっと両手に力を込めた。

　確かにテッドの言う通り、群衆の顔には様々な色があった。好こう奇き心しんに目を輝かせる者、早く恐きよう怖ふの対象を消し去って安心したい者、この行こう為いは正義だと誇ほこらしげに言う者もいるだろう。

　──確かに、ディオンさんの言うとおり、人間の本質ではあるのかもしれない。

　だが、人間は愛を知っている。優やさしさを知っている。大切な人に想おもいを込めて、花を捧ささげることができるのも、人間の本質だとアメリアは思うのだ。

「出て来たぞ！」

　誰だれかの声にはっとする。

　教会から、兵士二人に挟はさまれて一人の紳しん士しが歩いてきた。

　その光景を、アメリアは一生忘れないだろう。

「……歩いてる」

　テッドが、感かん極きわまったように呟つぶやいた。

「日の下を、歩いてる……！」

　アメリアは答える代わりに、テッドの手をぎゅっと握にぎった。そうしないと、自分が泣いてしまいそうだったからだ。だが今涙なみだを流していいのは、長い間ずっと苦しんできたテッド達、オルブライト家の人々だ。アメリアはそこに、そっと寄り添うだけでいい。

　青年紳士の悠ゆう然ぜんとした態度は、逃とう亡ぼう防止のために控ひかえている二人の兵士を、まるで彼の従者かと錯さつ覚かくさせるほどだった。

　群衆の大勢の視線も物ともせず、優ゆう雅がに微笑んでみせる。

　横に佇たたずむマリウス主教とアダルバートが、驚きよう愕がくに目を見開いていた。

「主教様。これで証明になりましたか？」

　太陽に照らされて笑うユージンの姿を見て、誰一人反論する者はいなかった。







　そしてオルブライト家に帰ってきたユージンは、仲間達に拍はく手しゆ喝かつ采さいでもって迎えられた。

　彼らと喜びを分かち合うユージンは、ふとスージーの横にいるアメリアを見て言った。




「……失礼だが、君は誰だ？」




　屋や敷しきに帰ってきたユージンは、アメリアに関する記憶をすべて失っていた。







[image: 終章　愛を贈る花]




　オルブライト家の庭園は夏の終わりを迎えており、時折秋の風が吹ふいてくる季節になった。

　アメリアは今や満開となった銀の薔ば薇らの花びらをせっせと摘んでは、用意した蒸留水に入れていく。

「よし。これで今日の分は足りるかな」

　小さく微笑ほほえんで、ずっと同じ体勢でいた体をゆっくり解ほぐしていった。

「アメリア様」

　振ふり返ると、スージーがこちらに駆け寄ってくる。日の下で見るスージーの姿は、何度見ても感動的で目を細めてしまう。

「薬を作っていたんですよね？　私も手伝いますって言ったのに」

　頰ほおを膨ふくらまして訴うつたえるスージーに、アメリアは首を横に振る。

「スージーさんも他ほかの仕事で忙いそがしいでしょう？　ただでさえ今は、伯はく爵しやく家に訪問される方々が多いですし……」

　ここ数週間、伯爵家には客人の姿が絶えることはなかった。アメリアが作った秘薬の噂うわさが流れ、人間に戻りたがっていた吸きゆう血けつ鬼きが訪おとずれているからだ。

　教会の広場での一幕は、吸血鬼達に文字通り衝しよう撃げきを与あたえた。ユージンの仲間でなくても、ずっと苦しんできた吸血鬼はいたらしく、自分も人間に戻れたらという人達が何人もオルブライト家の屋敷の扉とびらを叩たたいた。

　ユージン達も、王家や教会などから隠れながら、吸血鬼達に秘薬を提供すると情報を流して、屋敷に来てもらっている。

　噂はどんどん広まり、屋敷に人が集まってきたために、アメリアもせっせと薬を作り、スージーは客人をもてなすために忙しそうに動き回っている。

「確かに毎日すごい人ですもんね。この間はディオンの手下だったって言う吸血鬼も訪ねてきて、驚おどろきましたけど」

　スージーの言葉に、アメリアは三日前の記き憶おくを思い起こした。

　屋敷の前で入り辛づらそうにしていた男性を見つけたのはアメリアだった。話を聞いてみると、ディオンの下もとで働いていた吸血鬼だという。男性によれば、ディオンは自分の派は閥ばつを解散させ、人間に戻もどりたければ好きにすればいいと言ったらしい。そしてディオン自身は姿をくらましてしまったと語った。確かに、ロンドンの街で起こっていた連続殺人事件はいつの間にか終息し、あれから人が襲おそわれたという話も聞かない。

　アメリアは、ディオンはノエルのことを思い出したのではないかと考えていた。だからこそ彼は、あんなにも憎にくんでいた人間を襲うことをやめ、すべてを終わらせたのではないだろうか。想像でしかないが、どこか確信があった。

　──ノエルさんの気持ちは伝わった。そう信じたい。

「ディオンさんは、どこに行ってしまったんでしょうか……」

　アメリアはぽつりと呟いて、最後に見た彼の姿を思い出す。

「ディオンが人間に戻りたいとここに来たらどうします？」

　スージーの問いに、アメリアは微笑んだ。

「もちろん、秘薬をお渡わたししますよ。元々秘薬は彼を救うために出来上がったものですから」

　ディオンの心の整理がついたら、いつか屋敷を訪ねてほしいと思う。いつになるか分からないが、来るだろうとアメリアは信じていた。ノエルの思いを受け取ったのだとすれば、きっと来てくれるはずだ。

　アメリアは気持ちを切り替かえて、腕うでまくりをした。

「よし！　今日のお客様は何人来られるんです？」

「午前は十組ほどですね。午後は八、だったかな」

「じゃあ薬を持っていきましょう」

　最後にちらりと花に視線を移す。花が咲さかずに随ずい分ぶん苦しめられた銀の薔薇だったが、今では噓うそのように大輪の花を咲かせ続けている。それはユージンが記憶を失ってからずっとで、枯かれることがなかった。

　アメリアはスージーと連れ立って、屋敷へと向かう。

「アメリア様こそ忙しいんじゃないですか？　ちゃんと休んでくださいね！」

「分かってます。でもね、屋敷に来た時は半信半疑で不安そうだった人達が、帰りには晴れ晴れと嬉うれしそうな顔をしていると、疲つかれも吹っ飛ぶんです」

　その言葉に、思い当たる節があるのかスージーも頷うなずいた。

「ああ、確かに分かります。私も、こうして今外を歩けるのが夢みたい。言い表せないくらい幸せで……」

　スージーがまぶしそうに太陽を仰あおいだ。彼女はユージンが人間に戻った翌日には、アメリアが作った秘薬を飲んでいた。

　アメリアの背に隠かくれながら、恐おそる恐る太陽の下に姿をさらした時は、二人で抱だき合って喜んだものだった。

　満ち足りたような顔が嬉しくて同意しようとすると、なぜかスージーは自分の放った言葉に慌あわてたように首を横に振った。

「あ、いや！　ごめんなさい」

　アメリアはきょとんとして首を傾かしげた。

「どうして謝るんです？」

「だって、秘薬は完成したけど、ユージン様は、アメリア様のことを……」

　これ以上言えずに言葉を濁にごすスージーの言わんとすることを察して、アメリアは彼女の肩かたにポンと手を載のせた。

「私は大だい丈じよう夫ぶですよ。それに私も伯爵も、スージーさんにそんな悲しい顔をさせるために薬を完成させたわけじゃないです」

　笑ってください、と言えば、スージーは笑っていいのか泣いていいのか分からないというような顔になった。

「アメリア様」

「はい」

「これだけは覚えていてください。私が心から笑うのは、アメリア様が幸せになった時です」

　スージーはそう言ったきり、もうユージンの話題には触ふれなかった。

　優やさしい姉のような言葉に、アメリアは微笑んだ。










　屋敷からダイニングルームに行くと、主あるじが着席してグレンと話しこんでいた。

　やがて薬の入った小こ瓶びんを持ってきたアメリアの姿を認めると、声をかける。

「いつもありがとう」

　屋敷の主であるユージン・オルブライトは、端たん整せいな顔に笑えみを作った。

「いえ。足りなくなったらまた言ってくださいね」

　アメリアがにっこり笑う横で、スージーが物言いたげな顔になり、向かい合うグレンも伏ふし目がちだ。

「そういえば、屋敷の中に飾かざってある花を一新していいですか？　もうそろそろ、秋の花にしたいんです」

　今日庭園を見ながら思いついたことを話すと、ユージンが記憶を辿たどるような顔になった。

「ああ。そういえば君が飾ってくれていたとグレンから聞いた」

　痛む心を見ない振りで「はい」と頷く。

「だがね、君は秘薬を作ってくれた恩人だ。ここの使用人ではないし、そんなことをしてくれなくてもいいんだよ」

「ユージン様っ」

　一いつ瞬しゆん息を吞のんだアメリアの横から、スージーが叱しつ咤たするような鋭するどい声を上げた。

「なんだスージー、その不服そうな顔は。私は彼女を、もっと丁てい重ちように扱あつかうべきだと言っただけだ」

「アメリア様は昼に庭園を見に行けない私達のために、屋や敷しきの中に花を飾ってくれるようになったんですよ!?」

「分かっている。それもグレンから聞いた。だったらなおさら、屋敷に花はもう必要ないだろう？」

「……………っ」

　スージーが絶句する。

　本気で分かっていないユージンに、悪気は全くない。だからアメリアは、動どう揺ようしてドクドク煩うるさい心臓を宥なだめすかしながら言った。

「伯爵。ご迷めい惑わくでなければ、やらせてほしいんです。私は花が好きで、こんな素す敵てきな屋敷を飾ることができるのが嬉しいんです」

　ユージンは納なつ得とくしきれないようだったが、最終的には頷いてくれた。

「それが君の望みなら、叶かなえないわけにはいかないな。君は、我々の恩人であり希望だから」

　微笑ほほえむユージンは、何も変わっていないかのように見える。しかし表面上はそうでも、決定的に違ちがうものがある。その青い瞳ひとみに、アメリアへの慕したわしさが一いつ切さい消えていることだ。

　今のユージンにとって、アメリアは秘薬を作ってくれたワーズワースの娘むすめでしかない。しかも、屋敷に急に現れた他人であり、どう扱っていいか戸と惑まどっているようだった。

　ユージンはグレンから、記憶を失ったことについては、秘薬を飲んだ副作用だと説明を受けていた。ユージンは一瞬怪け訝げんな顔になったものの、人間に戻る秘薬が完成したことの方に目がいっていた。秘薬が出来たことを心から喜び、この時ばかりはアメリアに、輝かがやくような笑みでお礼を言ってくれた。

　だが、取り繕つくろっていない笑みを浮うかべてくれたのはそれが最後だった。










「アメリア様！　俺はもう我が慢まんなりません！」

　背後でいきり立つテッドの声に苦く笑しようしながら、アメリアは振ふり返った。

「次は、ルドベキアの花をください。あ、そのミニサイズのヒマワリみたいな色の花のことです」

　テッドは両手いっぱいに溢あふれるほどの花を抱かかえている。そのせいか、怒おこっていても迫はく力りよくがなく、見る者をつい和なごませてしまう。

　──花ってすごいなあ。敵同士の兵士さんが全員花を持ってたら、お互たがい戦意喪そう失しつして戦争なんて終わっちゃうんじゃないかしら。

　そんな甘いものではないと知りながら、優しい想像をする。

　アメリアとテッドは現在、屋敷の廊ろう下かにて、そこに飾る花を活いけていた。手伝うと申し出てくれたテッドは、重い花か瓶びんを運んだり、花を持ってくれている。

　人が好よいテッドは、怒りながらもアメリアの言った通りの花を束から見つけて差し出した。

「聞いてますか、アメリア様！」

「はい。聞いてます」

「とにかく俺は、ユージン様の態度にがっかりしましたし失望しました！　そんなに冷たい人だったなんて……！」

　どうやらテッドは、先ほどダイニングルームで交かわされた会話について怒ってくれているらしい。情報源は明らかにスージーだろう。お互い仲が悪いと言うくせに、同じような反応で不満を表しては、アメリアを気き遣づかってくれる。

　秘薬の代だい償しようがユージンの記き憶おくだと、テッドやグレンといった屋敷の人達には説明してあった。最初は怪け訝げんそうな顔をしていたテッド達も、ユージンの態度を見て信じざるを得なくなったのだろう。グレンは沈ちん鬱うつな表情で視線を落とし、テッドやスージーは驚おどろきうろたえた。ユージンを問い詰つめようとするテッド達に、なにも言わなくていいと頼たのんだのはアメリアだ。それなのに今なお、屋敷の人達はこうして憤いきどおってくれている。

　思わず微笑んでしまったら、テッドに見み咎とがめられてしまった。

「アメリア様も、笑ってる場合じゃないですよ！　もっと怒ってください！　そうだ、あの悔くやしいぐらい整った顔に張り手のひとつでも繰くり出してみればいいんですよ！　記憶が戻もどるかもしれないし！」

　とてもユージンの従者の言葉とは思えない。

「でもテッドさん。伯はく爵しやくの反応は当然で、冷たくもなんともないんですよ？　むしろ伯爵が言っていたとおり、丁重すぎるほど丁重に遇ぐうされているという気がしてます」

「そんなこと、アメリア様は望んでないでしょうが」

　すぐさま返されたテッドのその言葉は、アメリアの胸を真っ直すぐに打った。

「……はい。確かに私は、他た人にん行ぎよう儀ぎな態度は望んでいません」

　花を活けながら、一ヶ月間考え続けてきたことを話す。

「今の私の目標は、伯爵との間にある壁かべを壊こわすことです。とにかくあの作ったような笑みをどうにかしたいですね。毎回、お茶や庭園に誘さそって距きよ離りを縮めようとしてるんですけど……」

　テッドの方を見て笑うと、呆ぼう然ぜんとした従者の姿がある。

「目標って……、記憶を戻すことじゃないんですか？」

「戻ってくれればいいと思いますし、あの時、思い出すと言ってくれた伯爵の言葉を疑ってるわけでもないんです」

　また花に視線を戻す。ルドベキアの濃こい黄色が太陽を思わせて、動く力を与あたえてくれるようだった。まるで頑がん張ばれと励はげまされている気分だ。

「伯爵は、思い出すって言ってくれた言葉の後に、こうも言ってくれました。また好きになるって」

　優しい声だった。今も鮮せん明めいに思い出せる、宝物のような言葉。

「私は、この言葉も信じたい。でも、それは私だって頑張らないといけないじゃないですか。ただ待っているだけじゃなくて、伯爵に好きになってもらえるよう、私も努力しなきゃ」

　思い出してもらえないことを嘆なげいて、暗くなるのは簡単だ。だが、めそめそと泣くだけの自分を、ユージンが好きになってくれるだろうか。

「テッドさん」

「はい」

「伯爵は、私が伯爵の気持ちを軽く見積もってるって怒ったんです。でも、私の気持ちだって、きっと伯爵が想像するよりずっとずっと、たくさんあるんです」

　銀の薔ば薇らを咲さかせようと決意した時、ユージンが絶対忘れないと言ってくれた時、アメリアも覚かく悟ごを決めたのだ。どんな事態になっても、伯爵を好きでいる。好きでいることを諦あきらめない。

　それが、記憶を代償にしてくれたユージンへの思いの返し方だ。

「だから私は、こんなことではめげません」

　アメリアは花を活け終えて、くるりと振り返る。

「さて。次は伯爵の書しよ斎さいですね。行きましょう！　伯爵も惚ほれ惚れするような花を活けてみせます！」

　テッドはまじまじとアメリアを見た後、ふっ、と堪こらえきれずに噴ふき出した。それから「すごいなあ」と天てん井じようを仰あおいだ。

「たくましいなあ、アメリア様は」

「そうですか？」

「なんだか楽しみになってきました。……うん、是ぜ非ひ見てみたい」

「なにをです？」

「ユージン様があなたにもう一度、恋こいに落ちるところ」

　にっこり笑うテッドは、もういつものテッドだった。










　ユージンが書斎に入ると、花瓶の花が取り換かえられていることに気付いた。

　丸みを帯びた、小さな花びらのようなものの集合体で、紫むらさきや赤、白、ピンクが美しい色の調和をなして活けられている。

　その花の名を、ユージンは知らない。だが、活けてくれた人はすぐ脳のう裏りに思い浮かんだ。ユージンが花を活ける必要はないと言うと、一いつ瞬しゆんだけ傷ついたような顔をした娘。

　ユージンは溜ため息いきを吐つきながら、ソファへと体を投げ出す。

　最近、ユージンはらしくもなく苛いら々いらしている自分を持て余していた。原因は分かっている。突とつ如じよユージンの前に現れた、ワーズワースの娘のせいだ。

　ユージンがアメリアを認にん識しきしたのは、教会から屋や敷しきへと帰ってきた時だ。屋敷で仲間達と同じように喜ぶ見知らぬ女性に、ユージンは違い和わ感かんを持った。

　こんな女性は知らない。疑問のままに問いかけてみれば、彼女は自分をワーズワースの娘だと名乗った。

　秘薬を得るため、ずっとワーズワースの娘を探していたという断だん片ぺん的な記憶はユージンにもある。ディオンに邪じや魔まをされた記憶もある。だが、どうやって彼女を探し出したのか、どうやって秘薬を作ったのかが全く頭から抜ぬけ落ちていた。

　記憶の喪失を、周囲は副作用だと語る。ユージンとしては、皆みなが人間に戻って幸せであれば、自身の記憶が少しくらい欠けてもかまわないと思っている。最悪自分の命を賭かけてでも、仲間を人間に戻す覚悟でいたのだ、記憶くらいどうということはない。しかもユージンにとって、大切な仲間の記憶が消え失うせたわけではない。

　ただ一人の女性のことが思い出せないだけ。それだけだった。

　しかし、周囲はなぜか、ユージンを信じられないという瞳ひとみで見つめてくる。副作用だと言いながら、グレンもテッドもスージーも他ほかの仲間達も、咎めるような視線をユージンに向けるのだ。

　先ほどユージンが、アメリアに屋敷に花を飾かざるのを断った時もそうだ。ユージンとしては、いつも休む暇ひまもなく秘薬を作り、屋敷に集まる吸きゆう血けつ鬼き達の世話まで手伝ってくれるアメリアを心配しての言葉だったのだ。ユージン達の都合で働かせているのに、更さらに屋敷中に花を飾るなど大変なことをさせたくない。だからゆっくり休んでほしいと続けそうになった言葉は、スージーの非難の声で言う機会を失ってしまった。グレンまでもが睨にらむような顔をしたので、ユージンはまるで自分が悪者になった気分になる。

　ロイドと名乗った、アメリアの父親はその最たる者だ。アメリアの記憶がないと知るやいなや、強きよう烈れつな一打を頰ほおに喰くらいそうになった。慌あわてて周囲が止めていなかったら、今いま頃ごろ顔にあざでも出来ていただろう。

　──一体どうしろと言うんだ。記憶がないのはどうしようもない。

　周囲の反応も苛々する原因だが、一番ユージンの心を揺ゆり動かすのはアメリア本人だった。

　彼女はユージンを少しも責めなかった。ただ、庭園に綺き麗れいな花が咲いたから一いつ緒しよに見ませんか、と誘い、お茶をしながら色々話しませんかと歩み寄ってくる。

　ユージンがそれとなく理由をつけて断れば、ではまた誘いますね、と笑う。そしてめげずに繰り返す。

　近づいてこようとされるたび、素す直なおに応じられない自分自身にも戸と惑まどっていた。アメリアを目の前にすると、なぜか平静でいられない。心を乱され、あの紫むらさ色きいろの瞳を見つめたいような、目を逸そらしたいような気分になる。

　ユージンは手を翳かざして自らの目を覆おおった。

　──ほら。またこうやって、彼女のことを考えている。

　そしてこんなにも考えているのに、ユージンはアメリアを思い出せないのだった。誰だれかが、早く思い出せと心の内側から叫さけんでいる。だが無理だ。記き憶おくの中のどれをとっても、彼女にかすりもしない。

　少しずつ、ユージンはアメリアと距離を取るようになっていた。離はなれていれば、心乱されずにいられる。彼女だって、ユージンが覚えていない事実にいちいち傷つかずに済むだろう。

　ゆっくりと、目を覆っていた手を外した。視界の先には、名も知らない花がある。

　どんな思いでアメリアがこの花を飾ってくれたのか、ユージンには分からなかった。










　数日後、ユージンはたまたま自身の屋敷の庭園にいた。

　仕事がいち段落して、何気なく足を運ぶ気になったのだ。

　秋の気配を漂ただよわせた庭園は、あまり植物に詳くわしくないユージンの目から見ても美しく佇たたずんでいた。有能な庭師であるマーティンが管理していること、そしてここ最近はアメリアの手が入れられてますます素晴らしいものになったと、テッドが自分の手て柄がらのように自じ慢まんしていたことを思い出す。

　庭を一通り眺ながめて屋敷に戻もどろうとすると、屋敷の扉とびらの前に人ひと影かげがあった。見ると、立っているのはアメリアと知らない男性だ。

　そういえば午後から一人、秘薬を求めて客人が訪おとずれることになっていた。胸むな元もとから懐かい中ちゆう時計を見て確かめると、訪問する時間とも丁度合う。目の前の相手がそうなのだろうと考える。

　男性は見た目としてはユージンより十は年を重ねているように見えた。なぜか屋敷に入るのを躊躇ためらっているような顔だ。アメリアが優やさしく中へ促うながそうとしている。

　何を話しているのか気になって、姿は見せないよう少し近づいてみる。そんな自分の行動に内心で苦く笑った。別に堂々と出て行って二人に話しかければいいだけだが、客人の雰ふん囲い気きからして、ユージンが今ここで登場することはなんとなく憚はばかられた。

「人間の血を飲んでいたのに、その事実を背負って人間に戻れるのか分からないんです。戻りたいと思ってここに来たのに、最後に怖おじ気けづいてしまった。この先の未来が不安なんです」

　男性の苦く悩のうに塗まみれた言葉を聞いて、ユージンは顔を歪ゆがめた。それは、自分にも覚えがありすぎる感情だ。彼以外にも、良心の呵か責しやくに悩なやまされた吸血鬼はたくさんいるだろう。

　アメリアはなにも言わずにじっと男性を見つめる。ユージンは二人の前に出て行こうとした。この悩みは、人間のアメリアが抱かかえるにはあまりに重すぎる。

　しかし、アメリアは「ちょっと待っていてください」と言って踵きびすを返した。ユージンのいる庭園の方に向かってきたので、慌てて隠かくれる。

　数分後、アメリアは小さな花束を持って、男性の前に現れた。

「これ。ジニアという花なんですけど」

　小さな花弁が連なった、とても可か憐れんな花だった。男性はアメリアの意図が分からず、花と彼女の顔を交こう互ごに見返して「はあ……」と言葉を返した。

「ジニアは、他の花に比べて長期間咲さく花なんです。大体、夏から秋ごろまで綺麗な花を咲かせてくれます」

「長期間咲く花、ですか。……なんだか、我々のようですね」

　男性の口元に皮肉げな笑えみがのった。我々とは、ほとんど永遠の命を持つ吸血鬼のことを言っているのだろう。

「でも、この花もいつかは枯かれます」

　アメリアは穏おだやかに続けた。

「花言葉は、『遠く離れた友への思い』。『注意を怠おこたるな』という意味もあります。どちらも、長期間咲く花の特とく徴ちようからきているんです。長く時間が過ぎていく中で育つ、会えない友人を思う心、そして時間があると思って油断すると、時はあっという間に過ぎ去ってしまうという戒いましめ」

　ジニアの花弁に、アメリアの指が優しく触ふれる。

「どんなに長く咲く花もいつか枯れる。長く続く時間にも終わりはあります。でもだからこそ、人は限られた時間の中で大切な人を思う。一日一日を大事に過ごす。このジニアは長く咲くからこそ、時間の短さと大切さを教えてくれる花なんです」

　男性がじっとアメリアの言葉に聞き入っているのが分かる。ユージンもまた、アメリアの優しい声に耳を傾かたむけていた。

「長い時間を生きてきたからこそ、あなたが人間に戻った時、その人生をとても大事にできるんじゃないでしょうか」

　ユージンは目を見開いた。向けられている言葉は男性に対してなのに、自分が言われたような気になった。それほどまでに、アメリアの言葉はユージンの胸を打ったのだ。

　アメリアはそっと花束を男性に差し出した。

「よければ、もらってください」

　ふわりと微笑ほほえむアメリアに、男性の瞳が揺らいだのが分かった。一度顔を伏ふせた後、ゆっくりとまた視線をアメリアに合わせて、穏やかな笑みを浮うかべる。

「……ありがとう。人間に戻る今日という日に、相応ふさわしい花だ」

　そのまま花を受け取って、男性はアメリアに促され屋や敷しきへと入って行った。心はすっかり決まったのだろう。

　ユージンは長いこと、その場に立っていた。アメリアという人物のことを考える。彼女は花ひとつと多くはない言葉で、迷っていた男性の背中を押した。これが彼女の気持ちの伝え方なのだろう。花を贈おくるのが好きだと、いつかスージーが言っていたのを思い出す。

　なぜ、『花』なのか。疑問が湧わき上がり、そこでユージンははっとした。

　──なぜ花が好きなのか、私は彼女に聞いてみたことさえなかった。

　屋敷に花を飾るのを断った時、ユージンがまず問うべきはその疑問だったのだ。勝手に推測して彼女を気き遣づかう前に、飾りたいという彼女の思いを聞くべきだった。

　きっと微笑んで答えてくれたに違ちがいない。花について語る時、アメリアはとても穏やかな表情になる。他ほかに、どんな顔をするのだろうか。怒おこった時は。照れた時は？

　ユージンは初めて、アメリアという人物をもっと知りたいと思うようになった。それは『ワーズワースの娘むすめ』という括くくりではなく、一人の女性としてアメリアを捉とらえ始めた瞬しゆん間かんだった。
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　二日後、ユージンはアメリアと馬車に乗っていた。しかし行き先はお互たがいに別で、ユージンは夜会用の服を仕立てに行くついでに、アメリアをキューガーデンへ送っていく予定になっていた。ちなみにアメリアには、テッドが付き添そうことになっている。

　アメリアはキューガーデンの園長と知り合いらしく、今日も彼から植物学を教示してもらうらしい。秘薬を作る過程で協力してもらったのが縁えんで、仲良くなったと話してくれた。

　馬車という密室に二人きりの中、ユージンはアメリアを眺めた。アメリアは嬉うれしそうに園長について語っている。

「園長は、すごく楽しい方なんです。教え方も機知に富んでいて、飽あきません。興味深い植物を見つけた時には目を輝かがやかせて、虫眼鏡で何時間だって観察してしまうんですよ」

　そこでアメリアは、そういえばと続けた。

「この前、道みち端ばたに咲いていた花の形状が珍めずらしくて、二人で観察しました。座り込んで観察したのでドレスが汚よごれてしまって、帰ってきてスージーさんに呆あきれられてしまいましたが……」

　照れたように笑うアメリアに、ユージンは目を丸くする。

「道端に座り込んだのかい？　君が？」

　咎とがめられたのかと思ったのか、アメリアはばつの悪い顔になった。

「はしたなかったですね……。つい夢中になって。花のこととなると、私も周りが見えなくなるんです。亡なくなった母が花好きで、花を見ると母を思い出すというか」

「いや……」

　否定しながら、ユージンは胸が詰つまる思いがして、気付けば「すまなかった」と口にしていた。

「君は、だからそんなに花を大切にしていたのか。屋敷の花を飾かざらなくていいなどと、安易に提案して申し訳なかった」

　アメリアは驚おどろいたように目を見開いた。その反応にユージンは苦く笑しようする。

「私だって、悪いと思えば謝罪をする。……そうか、君は母上を亡くされていたのか」

　そこまで言って、ひやりとしてアメリアを窺うかがう。アメリアの過去を、昔のユージンならば知っていたのかもしれない。また彼女が傷つくのではないかと気が気ではなかったが、アメリアはユージンが想像するような顔をしていなかった。嬉しそうに、微笑んでいたのだ。

「そんなに私が謝ったのが嬉しいかい？」

「違います。伯はく爵しやくが、私の気持ちに寄り添ってくれたのが嬉しかったんです」

　ユージンはいたたまれなくなった。アメリアに母親がいないことや、植物が好きな理由を、自分は聞こうともしなかった。それなのに、アメリアはユージンの些さ細さいな気遣いを、心の底から嬉しがってくれている。

「今日はきっと、キューガーデンが更さらに綺き麗れいに見えます」

「え？」

「伯爵の言葉は、見慣れたはずの景色を、輝きに満ちたものに変えてくれるんです。私にとって伯爵は、そういう人なんです」

　ユージンは息を吞のみ、一言も発せなくなった。

　その言葉は、一筋の光のようにユージンの心に飛び込んできた。暗い馬車の中が、急に明るくなったような気がする。恥はじらったように横を向いたアメリアの顔を、ユージンは見た。

　白く滑なめらかな頰ほお、銀色に輝く星のような髪かみ、神秘的な紫むらさ色きいろの瞳ひとみを縁ふちどる睫まつ毛げが、優ゆう雅がな曲線美を描えがく。

　こんなに美しい人だったのだと、ユージンは今いま更さら気付いた。アメリアこそ、一いつ瞬しゆんでユージンの世界を変えてしまう。数日前、人間に戻もどるのを躊躇ためらっていた男性に向けていた言葉もそうだ。ユージンはあの言葉に、救われたと思った。

　アメリアの存在に、言葉に、心の在り様に目が離はなせない。自分の心をかき乱される。

　──この女性は、なんなのだろう？

　優やさしく穏やかでいて、芯しんが強い。鋼はがねのような硬かたさではなく、重さを受け止めるしなやかな柳やなぎを思わせる。

　心臓が煩うるさい。鼓こ動どうが狂くるったように動き出して、甘苦しい痛みさえ感じる。この感情は一体なんだろう。その痛みは、忘れていたなにかを取り戻そうとするかのように、いつまでもユージンの心に残った。










　キューガーデンにアメリアとテッドを下ろして、ユージンはまた馬車に揺ゆられた。

　仕立て屋に向かってもユージンはどこか上の空になってしまい、店員の勧すすめるままに選んで、目的はすぐに果たしてしまった。

　キューガーデンに再び迎むかえに行くには時間が空いたので、ユージンはロンドンにある市場を歩くことにした。

　活気のある営みを見るのが好きで、ユージンは昔から市場を見て回るのが好きだった。

　市場には様々なものが溢あふれている。食料品に生活用品、生花もまたひとつの商品だ。

　先ほどアメリアが言っていた言葉が残っているのか、ユージンは生花の集まる場所で足を止めていた。

　違い和わ感かんに首を傾かしげる。

　──どうしてか、見覚えがある気がする。ここに何度も来たことがあるような……。

　深く考え込もうとしたユージンだったが、陽気な声に意識を持っていかれた。

「オルブライト伯爵じゃないですか！　最近はご無ぶ沙さ汰たしてましたが、またお花ですかい？」

　視線の少し先に店を開いていた一いつ軒けんの花屋から、人の好よさそうな小太りの店員が手招きしている。ユージンは誘さそわれるがまま歩きだし、店の前へと立った。

「最近来なくなったから、こりゃ失しつ恋れんしたか、成じよう就じゆして結けつ婚こんしたかのどっちかだと思ったんですが……」

「こらあんたっ！　伯爵様に失礼だろう！」

　奥から、妻らしき女性が出てきて、咎めるように店員の背中をバシンと叩たたく。

「痛っ！　お、お前だって色々想像してたじゃないか。市場に通って花を買い求めてる伯爵のお相手はだれだろうって」

「そ、それは。だって気になるじゃないか」

　ギクリと体を固めた女性を横目にしながら、ユージンは呟つぶやいた。

「……私はここに、花を買いに来ていたのか？」

「は？」

　怪け訝げんそうな夫ふう婦ふの視線を受けて、ユージンは「なんでもない」と笑って誤ご魔ま化かした。

　ユージンに、ここで花を買った記き憶おくなどない。しかし、先ほどの既き視し感かんからすると、夫婦の言ったことは真実だろうと思えた。彼らが噓うそを言う理由もない。

　更に言うなら、記憶がないということは、それはアメリアに関することに違いない。

　──私はアメリアに、花を贈っていたのか。

　不思議だが、確信を持って相手はアメリアだと言えた。自分が花を贈る相手は、彼女しかいない。

「伯爵。今日はなんという名の花ですか？　伯爵の欲しい花は、今の流行や季節とはいつもずれているから、ない場合もあって困るんですから。最初に来た時なんて、夏だと言うのに春先に咲さく花を注文されて、しかも絶対この花じゃないと意味がないんだと言われて参りましたよ」

「私はいつも、そんなに探すのに困る花を選んでいたかい？」

　ユージンは内心首を傾げた。以前の自分の行動の意味が分からない。しかし、答えはあっさりと女性の方から与あたえられた。

「そりゃ、花言葉から贈おくる花を選んでるんですから、仕方ないですよ」

「……花言葉……」

　ふと、何かが引っかかった。それはとても大切な言葉だったのではないだろうか。ユージンとアメリアを語る時、いつもこの言葉が胸にあった気がする。

「教えてほしい。私は今まで、どんな花を買っていただろう」

　本当なら自分で思い出したいが、それは叶かなわない。だが、何かが摑つかめそうな気がするのだ。

　ユージンの真しん剣けんな訴うつたえに、夫婦は互いの顔を見合わせた。それから、男性の方が理解したとばかりに頷うなずいてみせる。

「ははあ。分かりましたよ。きっと思い人に、今まで私に贈ってくれた花を全部言ってみて、とか言われたんでしょう？　いけませんなあ。女性はそういう質問をして、男の愛情を試ためしたがる」

　俺も困ったことは幾いく度どもありましたよ、と続けた言葉は、女性のドスの利きいた声で遮さえぎられた。

「ちょっとあんたっ。それどういう意味？」

「え、あ、いや」

「夫婦仲なか睦むつまじいのは結構だが、私の質問に答えてくれないか」

　ユージンが話を戻すと、女性が教えてくれた。

「覚えている範はん囲いでいいなら、アスチルベ、ペチュニア、ベルガモット、レモンの花、カスミソウ、アガパンサス……でしたね」

　夫の方が目を丸くして妻を見やる。

「お前、よく覚えているな」

「ここまで麗うるわしいお客様なんて滅めつ多たにいないからね。しかも、花言葉で選ぶなんて珍めずらしいじゃないか。……伯爵様、花言葉もお教えしますか？」

　最後の台詞せりふはユージンに向けての問いだ。茶目っけたっぷりな女性の言葉に、ユージンは頷く。

　女性は歌うように花言葉を口にした。

「アスチルベは『恋こいの訪おとずれ』、ペチュニアは『心のやすらぎ』、ベルガモットは『一いち途ずな愛』、レモンの花は『誠実な愛』、カスミソウは『清らかな心』、アガパンサスは『恋こい文ぶみ』」

　ユージンは目を見開いた。急速に、頭の中に言葉が駆かけ巡めぐっていく。自分はどんな思いで、花を贈った？

　問うまでもないことだ。以前の自分が、花言葉を通して、今のユージンに答えをくれる。

　清らかな人だと思った。一いつ緒しよにいると心が安らいで、気付いた時には恋がやって来た。誠実で一途な思いを捧ささげたい。でもまだ言葉にできないから、花言葉を恋文にして贈ろう──。




　それは、誰だれに？




　ずっとユージンの頭の中を漂ただよっていた霧きりが、ふっと搔かき消えたように明めい瞭りようになった。そうして心に残るのは、たった一人の姿だけだ。

　記憶を失ってなお、ユージンの心を捕とらえて離さない、たった一人の大切な人。

「アメリア」と、彼は呟いた。
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　アメリアは園長との植物談義を終え、今はキューガーデンをのんびり散歩していた。ユージン達の馬車が来るまでまだ時間がある。

　少し後ろを歩くテッドは、アメリアの邪じや魔まをしないよう静かに眺ながめているだけだ。

　──今日は嬉うれしかったなあ。

　馬車でのユージンとの会話を思い出し、アメリアは無意識に微笑ほほえんでいた。やはり、記憶を失っていてもユージンはユージンだった。アメリアの気持ちを尊重してくれたその思いが嬉しい。

　キューガーデンの池の噴ふん水すいがきらきらと太陽の光を弾はじいて雫しずくを飛ばす。数日前にも同じ景色を見たはずだが、やはり今日の方が輝かがやいて見えた。

　ふと、芳かぐわしい香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。

　──薔ば薇ら？

「アメリア」

　名を呼ばれて反射で振ふり向く。朝に別れたきりのユージンが立っていた。

「伯はく爵しやく。もう用事は終わったんですか？」

　待ち合わせの時間にはまだ早いが、迎えに来てくれたのだと判断してアメリアは彼に近付く。

「ああ」

　ユージンがそう言って微笑むのを見て、アメリアはどきっとした。一いつし瞬ゆん目が離はなせなくなるほど、甘く優やさしい笑えみに見えたからだ。

　──落ち着いて。今日は伯爵に少し近づけた気がしたから、そういう風に見えているだけ。

　アメリアは自分の心臓を宥なだめすかしながら、表面上は冷静に言った。

「分かりました。では、帰りましょうか」

「いや。アメリア、二人で少しキューガーデンを歩かないか？」

　ユージンの提案に、アメリアは戸と惑まどう。記憶を失ってからというもの、いつもユージンがアメリアと二人になるのを避さけていたことには気づいていた。

　向けられるユージンの腕うでに、おずおずと手を載のせる。ユージンは小さく微笑んで、足を噴水のある池の方へ向けた。

　キューガーデンでも芝しば生ふの広がるその池の周りは一休みするにはうってつけで、周囲にはお茶を楽しむ貴族達の姿もある。見み目めう麗るわしいユージンが颯さつ爽そうと歩く姿はすぐに彼らの目に留まり、若い令れい嬢じよう達はうっとりと彼を見つめていた。

　しかし、ユージンは人目など気にする素そ振ぶりは全くなく、キューガーデンに広がる美しい風景に目を細めている。

「……ああ。すごく綺き麗れいだな」

　ユージンの心からの賛辞に、自分の庭でもないのにアメリアは胸を張りたいような気持ちになった。そして、庭の美しさをこうやってユージンと共有できる今を嬉しく思う。

「はい。夢みたいに綺麗ですよね」

「本当に夢を見ているのかと不安になるよ。こうやって庭園を歩くことは、ずっと私の望みだったんだ」

　庭を見つめるユージンの横顔を眺めて、アメリアは目を瞬またたかせた。

「そうなんですか？　でも、確かにキューガーデンは素す晴ばらしいですものね。この庭園に憧あこがれてしまうのも分かります」

　アメリアなりに納なつ得とくしてそう言うと、ユージンは「違うよ」と笑った。

「本当は、ここじゃなくてもいいんだ」

「え？」

　ユージンが立ち止まって、アメリアに向き直る。青い瞳ひとみが、真っ直すぐにアメリアだけを映した。

「キューガーデンでも、屋や敷しきの庭園でもいい。太陽の下で、君の隣となりを歩くことが夢だったんだ。手を繫つないでね」

　アメリアは息を止めた。心臓さえ一瞬鼓こ動どうを止めたのではないかと思うほど、それは衝しよう撃げきだった。

　優しい声が甦よみがえってくる。冷たい教会の地ち下か牢ろうの中で、彼は人間に戻もどったらやりたいことをアメリアに教えてくれた。叶えたいだろうたくさんのことの中から、彼が望んだのはとても他愛たわいのないものだった。

『私が今最もしたいことは、君と一緒に昼の庭園を歩くことだ。こうして、手を繫いで』

　──どうして。

　どうして、目の前の彼がそれを言うのだろう。彼は知らないはずなのに。覚えていないはずなのに。忘れてしまったはずなのに……。

「アメリア」

　染しみ入るような深い声こわ色いろで名前を呼び、ユージンはその場に片かた膝ひざをついて跪ひざまずいた。麗しい青年紳しん士しのその姿を見て、周囲が大きくざわめいた。

「覚えている？」

　言いながら、ユージンは胸むな元もとから一輪の薔薇を取り出した。真っ赤な薔薇だ。先ほどアメリアが感じ取ったのは、この薔薇の香りだったのだ。

「私が人間に戻ったら、君に特別な花を贈おくりたいと言ったこと」

　覚えている。忘れるわけがなかった。アメリアはユージンの笑みを見つめながら、言葉にならないまま頷うなずく。視界があやふやになってくる。涙なみだが邪魔で、ユージンが見えない。

「こうも言った。その時は恐こわがらずに、花言葉を調べてくれと」

　もう一度アメリアは頷いた。頷いた拍ひよう子しに、涙が頰ほおを滑すべり落ちる。

「この花の花言葉はあまりにも有名だ。調べるまでもないね」

　赤い薔薇。たくさんの人達が、それぞれの愛を込めてこの花を贈ってきた。アメリアももちろん知っている。そう、花言葉は──。

　アメリアがその言葉を脳のう裏りに描えがくより先に、ユージンは立ち上がってそのまま抱だき締しめる。

　世界中の誰よりも安心できる腕の中、アメリアは耳元でその花言葉を告げられた。

「ありがとう、アメリア。君は私を信じてくれた」

　ユージンは優しくアメリアの頰を撫なでた。

「そんな君に、私は何度だって恋こいに落ちるんだ」

　アメリアは自分からユージンの胸元に飛び込んだ。ユージンもまた、宝物のようにアメリアを包み込む。

「これも、覚えているだろうか」

　ユージンがアメリアの頰に手を添そえて、甘い眼まな差ざしを向けた。「え？」と首を傾かしげたアメリアの唇くちびるに、優しい感かん触しよくが下りてくる。

「もう鉄てつ格ごう子しに邪魔されなくて済む」

　力いっぱいに抱き締められて、くすぐったい笑い声が耳元で弾はじけた。アメリアは真っ赤になりながら、それでも息の詰つまるような幸福感に背中を押されて、ユージンを抱き締め返す。

「アメリア。私は教会の地下牢で自分の記き憶おくが消えると教えられて、ひとつ心の中で決意したことがある」

　内ない緒しよ話ばなしのように告げられて、アメリアはユージンの胸元から顔を上げた。

「記憶が戻ったら絶対にしようと決めていたことだ」

「なんですか？」

「さっき薔薇を渡わたした時のことを思い出してみるといい」

　そう言われても分からない。アメリアが首を傾げると、ユージンは優しく微笑んだ。

「周囲の人達はもう分かったみたいだよ」
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　片目を瞑つぶってみせるユージンを見た後、アメリアは周りを見回した。先ほどより明らかに人が増えている。そして誰だれもが、なぜか微笑んで期待に満ちたような顔をしていた。

　ユージンはアメリアから少しだけ離れて、先ほど薔ば薇らをくれた時のように片膝をついた。

「男が女性の前に跪く意味はひとつしかない」

　アメリアは息を吞のんだ。ユージンの言わんとしていることに気付いたのだ。

　薔薇を持つアメリアの手ごと、大きくてしなやかなユージンの指が包む。

「指輪は後で用意しよう。──アメリア。返事を聞かせてくれ」




　しばしの静せい寂じやくの後、キューガーデンからどっと歓かん声せいが上がる。いつまでも鳴り止やまない拍はく手しゆが、イギリス一美しい庭園で行われたプロポーズの答えを物語っていた。










　後にロンドンで、ある屋敷で珍めずらしい銀色の薔薇が見られると噂うわさが立つ。『アメリア』と名づけられたその薔薇は、薔薇を作ったオルブライト伯はく爵しやく家の夫人の名からとったものだ。

　オルブライト家のローズガーデンでしか見ることのできないその薔薇の花言葉は、『消えない希望』という。
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　こんにちは。文ふみ野のあかねと申します。

『ワーズワースの秘薬』続巻をお届けいたします。

　前巻はどちらかというとユージンがアメリアを救う話だったのですが、今回はアメリアがユージンを救うために色々頑がん張ばっています。

　今回、お話の続きを考えた時に、ユージンをきちんと救ってあげたいなあと思いました。余よ裕ゆうのある態度でアメリアに接していたりしますが、やはり彼は吸きゆう血けつ鬼きで、何百年も生きていれば鬱うつ屈くつもするし暗い部分も抱かかえているでしょう。そんな彼を、成長したアメリアに救ってもらいたい！　それで二人で幸せになってほしい！　という目標のもと、原げん稿こうを書きはじめました。最後なので、恋れん愛あい面は悔くいが残らないよう、私にしてはかなり甘あま々あまな感じにしました。というかこの二人は、甘くするつもりがなくても、勝手に甘くなっていくので不思議です……。

　どうか読者の皆みな様さまには、二人の行く末を見届けていただけたらな、と思います。

　イラストを描かいていただきました、山やま田だシロ様。素す晴ばらしいキャラクターを作り出していただき、感謝しております。今回はどんなイラストになるのか、とっても楽しみです。ありがとうございました！

　担当様。原稿についての的確な助言はもちろん、スケジュール調整なども色々気き遣づかってくださりありがとうございます。きっと何度も「大だい丈じよう夫ぶだろうか……」とハラハラされていたと思うのですが、こうして完成させることができました。本当に担当様のおかげです！

　お手紙をくださった読者の皆様。何度も繰くり返かえし読ませてもらっているのですが、その都度嬉うれしさで顔が緩ゆるむのを止められません。自分の書いた作品が、確かに読者様と繫つながっているんだなあと改めて感じます。ありがとうございます、一生の宝物です。

　編集部の皆様、校正者様、印刷所の方々、本に携たずさわるすべての方に感謝いたします。

　家族の皆様。あたたかく見守りつつ、いつも支えてくれてありがとう。

　そしてこの本をお手にとってくださった読者の皆様に、心からの感謝を！　ここまで読んでくださり、ありがとうございました。本を読み終えた時、少しでも幸せな気持ちになってもらえたら、嬉しいです。

　では、また会える日を祈いのって。





文野あかね　　
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